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はじめに

平成2 9年4月の文部科学大臣メ ッセージ 「特別支援教育の生涯学習化に

向けて」 や平成31年3月の学校卒業後における障害者の学びの推進に関す

る有識者会議報告 「障害者の生涯学習の推進方策にっいて一誰もが、 障害の

有無にかかわらず共に学び、生きる共生社会を目指して一」 を契機とし、学

校卒業後の障害者が社会で自立して生きるために、 障害者の生涯を通じた多

様な学習活動の充実がますます重要となっております。

秋田県教育委員会では、 平成30年度から文部科学省の委託を受け、 障害

者の学校卒業後における多様な学びを支援するため 「障害者の生涯学習支援

モデル事業」を実施しております。

今年度からは、これまで開催してきた「県連携協議会」を発展・改称して、

「障害者の生涯学習」 の更なる推進を目指した 「地域連携コンソーシアム」

を新たに立ち上げました。委員は、秋田大学の教授をはじめ、県手をっなぐ

育成会、県障害者スポーツ協会、県立特別支援学校、市町村生涯学習担当課、

市町村障害福祉担当課、 障害福祉事業所等の所属長のほか、 障害当事者で構

成され、 お互いに得意とする分野や役割にっいて明確化し、 持続可能な 「障

害者の生涯学習」を推進する体制づくりを構築しているところです。

パイロツト事業として、 「北秋田市障害者生活支援センターささえ」、 「能

代市中央公民館」、 「潟上天fつくし苑」、由利本荘市の「逢い障がい者支援

事業所」、湯沢市の「トータルサポートスクールリー ド学舎」の県内5団体に

本事業を継続委託して、 生涯学習講座や交流活動等を実施し、 効果的な学習ブ

ログラムの実施や推進体制等にっいて検証を進めました。 さらに、令和3年度

以降の本格的な実施に向けて、 秋田大学において大学教授による障害者を対象

としたモデル講座を年2回実施しました。

秋田県教育委員会では、 本事業の取組等を通じて、 「障害の有無にかかわら

ず、 誰もが互いに尊重し支え合う共生社会の実現」 を目指しております。 本報

告書を通して、 「障害者の生涯学習」 の在り方にっいて、皆様方と共に考える

機会となることを祈念いたしますとともに、各関係機関における 「障害者の生

涯学習」 の推進の参考にしていただければ幸いです。

今後とも一層の御支援と御協力をお願い申し上げます。

令和3年 3月

秋田県教育委員会
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第 1 回
地域連携コンソーシアム





令和2年度障害者の生涯学習支援モデル事業

第1回地域連携コンソーシアム

期 日 : 令 和 2 年 9 月 1 日 ( 火 )

時 間 : 午 前 1 0 時 か ら 正 午 ま で

場所:県生涯学習センタ一第1研修室

< 次 第 >

1 開会

2 生涯学習課長あいさっ

3 委員の委嘱にっいて

4 委員長、副委員長にっいて

5 協議

( 1 ) 事業説明

文部科学省 「学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践

研究事業」にっいて

令和2年度秋田県「障害者の生涯学習モデル支援事業」 にっいて

地域連携コンソーシアムにっいて

「共に学び、生きる共生社会コンファレンス (秋田大会) 」にっいて

( 2 ) 各委託先の取組予定にっいて

( 3 ) 秋田大学におけるモデル講座にっいて

( 4 ) 各委員から (障害者の生涯学習に係る取組の紹介等)

( 5 ) 講 評 等

6 その他(諸連絡)

7 閉会



令和2年度第1回地域連携コンソーシアム参加者名簿

氏 名

j1;r属・役職等 備考

1 藤井 度 ・F事 秋田大学大学院教育学研究科 教授

2 原 義彦 秋田大学大学院教育学研究科 教i受

3 牧野 真悟 ウェルビ ーューいずみ就業・生活支援センター センタ一長

4 田中 建i1 秋田県手をっなぐ育成会 会長

5 斎藤 確和 ii会福祉法入秋田青明会竹生宗 相談支援専門員

6 吉田かおり 秋田県特別支援学校P T A連合会 前会長

7 佐々木光雄 秋田県障害者スポーツ協会 会長

8 安藤 郁1l ' 秋田公立美術人学 准教授l,NP01以アー ト「ンクうちのo力,り 代表理事1
9 管原 睦実 i器らしるべの会 代表

1 0 疋田 牧男 社会福祉法人県北報公会l北離間市能者'活支融ンターささ,11 軸 lt理富 親事 成商重la
1 1 小林 純 能代市中央公民館 館長 蹄 ,照 性藤算,8
1 2 佐藤千技子 '1i11_会福祉法入南秋福祉会潟上天王つく し施 施設長
1 3 佐藤 裕子 N Po法入進い 障がい者支投事業所 副理事 確ff サーどス管理賣 e者

搬略子

1 4 阿部 港美 トータルサポー トスクールリー ド学舍 代表

1 5 小笠原 隆 北秋国市健康福祉部 福祉課長

1 6 田口 俊成 能イl11市教育委員会生涯学習・スポーツ振興課 課長 代理主 1li 有順利子

1 7 櫻庭 輝雄 潟上市教育委員会文化スポーツ課 課長 lt理j:確i1査 f島重子

1 8 佐々木直樹 由利本,トF市教青委員会中涯学習課 認長
1 9 藤山 英信 湯沢市教育委員会事務局教育部生泥学習課 課長

2 0 鎌田 裕之 秋田県立比内支援学校 校長 代理 1 9照 P藤子

佐藤 王結 秋田県立能代支援学校 校長

2 2 佐々木孝紀 秋田県立支援学校天王みどり学園 技長

2 3 高橋 讓

佐藤 博司

秋田県立ゆり支援学校 校長

2 4 秋田県立稲川支擾学校 校長

2 5 鷲谷 弘子 県健康福祉部障害福祉課 課長 lt理破 1lllu主,大部

2 6 新井 敏彦 県特別支援教青課 課長



地域連携コンソーシアム設置要細

(目的)

第 1 条 学校卒業後における障害者の学びの支援の充実のため、 関係者による連携組織と
して 「地域連携コンソーシアム 」 ( 以下 、 「 コ ン ソーシア ム 」 という。 ) を設置する。

(所掌事務)
第 2 条 コンソーシアムは、次の事項にっいて協議・情報共有を行う。
( 1 ) 障害者の生涯学習を推進するための取組内容に関すること。
( 2 )市町村、障害者関係団体、社会福祉法人等との連携・協働に関すること c
( 3 ) その他、  障害者の生涯学習の推進に必要と認められる事項に関すること。

(委員、組織)
第 3 条 コ ン ソーシアムは、 委員長、 副委員長、 委員をもって構成する。
2 委員長は、委員の互選によって決定する。
3 副委員長は、委員長が精名する。
4 委員は、 秋田県教育委員会教育長が委嘱する。
5 委員は、次に掲げる者をもって組織する。
( 1 ) 大学関係者 (有識者 )
( 2 ) 障 害当事者
( 3 ) 障害者関係団体代表
( 4 ) 特別支援学校P T A代表
( 5 )市町村関係者 (生涯学習課、障害福祉担当課等)

( 6 ) 社会福祉法人関係者
( 7 ) 特別支援学校関係者
( 8 )県関係各課長(障害福祉課、特別支援教育課)
( 9 〕 前各号に掲げる者のほか、 委員長が必要と認める者

(委員長・li1 l1委員長)
第 4 条 コンソーシアムに、委員長及び副委員長を各1名置く。
2 委員長は、コンソーシアムを代表し会務を総括するとともに、 コンソーシアムの議長

となる。

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があると きは、その職務を代理する。

(委員の任期)
第 5 条 コンソーシアムの委員の任期は、 1 年 とする 。ただし 、欠員が生じた場合、補
欠の委員の任期は前任者の残任期間とする。
2 コ ン ソーシアムの委員は再任を妨げないものとする.

(会議)
第 6 条 コ ン ソーシアムは、 秋田県教育委員会教育長が招集して運営する。

(会議の公開)
第 7 条 コ ン ソ ーシアムの公開等にっいては、 「審議会等の会議の・公開に関する指針」 (平
成11年12月3日総務部長通知)の定めるところによる.

(事務局)
第 8 条 コ ン ソーシアムの事務局は、 秋田県教育庁生涯学習課内に置く。

(その他)

第 9 条 この要綱に定めるもののほか、
める。

コン ソーシアムの運営に関し必要な事項は別に定

附則
この要細は、 令和2年 8月 3日から施行する。



文部科学省事業説明資料

学校率業後における障害者の学びの支損に関する実践研究事業 (言器9器算額 將j言)
・
〇
一

l

学校平業後の障書者が社会で自立して生きるために必要となる力を生

1圧にわたり維持・開発・伸長するため、学校から社会への移行期、生産
の各:フィフスァ ー ジにおける効果的な学習につし、て、 具体的な学習プ口
ク二, /・一 ) P実施体制 一1に関する実隆研究を実施(1 4置所)
*1l学習'プ口クーフムの例

〇学校卒業直後に行う、 i体的に判断し行動する力1fどの社会で自立し
て生きるための基盤となる力を言「・、プ口グーフム

x 2 :実施体制の例
0公1要館等の施設を1番用した障害者青年学般等の実施
〇特別支援学i交の同窓、会組構による率業生対象の取組の期種

成
果
・
．-l-
題
の
共
有

生1圧学習分野における合理的配慮の在り方に関する研究
1t涯学習における先端技術の活用方策に関する調査研究

4

成果 - 課題の共有

・障害に関する社会全体の理解の向上 」P 、 担い手育成と実隧の拡大
を目指すプ口ツク別コンフノ,レンスの実施
障害者a'カu型フォ ー ,ムの実施
社会教育と特別支援教育・障害者福祉をつなぐ」ー ァ ィ ネ ー ター
人lt惜成・確保に向け大・111i識者会識の開催 書・全国の取組状況や好事例の美有

学校率業重にfける障設の差びの支援に関子要研究事業 _ 令和2年能業全体予宣額1 1 6目 h円

地域における持続可能な子びの支援に関する実購研究 ぅち.本事業予宣は登託先3-箇所x約9百万円を予定
取組内容の概要

地域連携コンソーシアムの構成イメージ

的

的

建
書
者
の
生

．-E
学
習
を
支
え

期待される成果 (アウトプット)

・関f系機関に人的・金鑑的な経がぁる中で
学びの場を支える持続的な支展を実現する,・関イ系者の磁aり統えたネットワーク構集l1
向けてコ、ノソ ンアム1f自律的に運営される

関'地方公美画体一全体調整(事業の事務局)、 コンソーシアム会aの設置、事業計aの策
義 定、教言部局と福祉部局の要推による域内の情報集的と提供。コンファレ

関 ー ン ス の 開 使 等 に よ る 書 及 - 啓発 等
の・諾 能 田 … 受座の企画・助言、 ll開設(オープン力 t-11開当) .屋修証明プロ
役 グっムの作成、講 l9i・指事者の11i1追、学生ポっンアイ , の派造・養成 等
ヨ'民 M 等 一等附構座の提供、降書者雇用に向けた講座の企画・助言、購書者E用の
d 推進協カ(マッチング性カ) 等
) ・地域民lil l画体…議座の企画・ノウハウ共有・助言、多様な障書者の学びの一一ズ対応(

構座提供)、障書当事者・保技者の学びのニーズの把接と共有 等

'社会福;lllt法入…障書者福祉サービスを通 t1た議座の提供. 大学等の議座の通営支援、障
書着の就労支接、ポランティア人材の養成・la力 等

期待される成果 (アウト力ム)

◎各地域で障害のある人の
社会参加と着確を推選
@各地域における支tE人材の
増加と障書への理解を増選
◎陣書のあるなしに関わらず
生きやすし、美生社会の実現へ



文部科学省事業説明資料

共に学び、 生きる共生社会コ ンフ ァ レンス<令和 2 年度実施>

田
平成26年の障書者権利条約の批 tl1:t')平成28年の障書者差別解消法の施行等も踏まえ、 学校率業後の障書
者が生涯を通じて学び続けられる社会、 共に学び生きる共生社会の実現に向けて、 降書者の生渡学習の機会を
全国的に整備・充実することが急務である。

そこで、  障書者の生涯学習活動の関係者が集う 「美に学び、 生きる共生社会コンファレンス」 を全国プ、口ツ
ク別に開催し、障書者本人による学びの成果発表等や、学びの場づくりに関する好事例の共有、障害者の生,EE
学習活動に関する 1if1究協議等を行う。 障害の社会 二Eデルに基づく障書理解の促進や、 支援者同士の学び合いに
よる学びの場の担い手の育成、 障書者の学びの場の充実を目指す。

開
〇150̃300名程度を想定 l:.,障害者本人、学びの支援者 - 関係者、障害者の学びに関心のある人など一都造部f県・lli田J村職員(障言者学習 1li援担当、生1圧学習、教自 ' 、ノ4ポーツ 、文化 ・ i:術、福i t、労働等)、社会教音主事、公民
館・図書館・博物館職貝、特別支i碧学校等教職員、教職員経験者、障言者の学習支援実践者(NP 0等 )、大学関係者、福;11上サ
lJ ス事業所職目、ネi会福ネl協義会職目等 .

コンファレンス
(Conference)

『
開係者間で美有する間題
についで協aすること

1 )多様な学習、参加、交流の方法の知見共有
;_ ,障害の社会モフールに基づく障害理解の促進

1関係者同士の学び合いによる担い手の育成
1一全国各地における障害者の学びの場の拡大

l◆

令和2年度「共に学び、生きる共生社会コンファレンス」
ブ口ツク別実施団体地域分布

★全国を7プロツクに分け、複数の部道府県の域内関係者を対象として実流

<英生社会コンファレンス 実施団体>

北海道プ '〇ツク (北海道教言委目会)

東北プロック (富城県教言委員会)

関東事信越プDツク (一般財団法人程祉教育支援協会)
東海・北建プロック(NP0法人学習障書児・者の教言と白立の保降をすすめる会)
近機;1lロック (民虚県教育委員会)

中国・四国プロック(国立大学法人要燈大学)
九州 ・ 1申組プロック(宣崎!展)



,-1

-

、

、

1

文部科学省事業説明資料



（
:一一一、9
）

Y
相一
〇
d
N

文部科学省事業説明資料



秋田県 「障害者の生渡学習支援モデル事業」 資料

【7
-
--

、，1
、一一
、:-::
基
-一S一一 i

-一】



令和2年度 「共に学び、 生きる共生社会コンファレンス」 秋田大会 開催要項

1 趣 旨 県内の「障書者の生涯学習」の推進に向けて、障害理解の促進、障害者

の学びの場における担い手の育成、障害者の学びの場の拡大等にっいて、

基本的な考え方や先進事例等を関係者で共有する機会とする。

2 主 催 秋田県教育委員会

文部科学省

3 主 管 秋田県数育委員会

4 目 時 令和 ' 2 年 9 月 2 0 日 ( 日 ) 午前 1 0 時か ら午後 4時まで

5 会 場 秋田県生涯学習センター

〒 0 1 0 0 9 5 5 秋田県秋田市山王中島町1

電 話 : 0 1 8 - 8 6 5 1 1 7 1

6 対 象 教育委員会の生涯学習・社会教育担当職員、 特別支援教育担当職員、

特別支援学校教職員、 障害福祉担当課職員、 県生涯学習センタ一職員、

障害福祉サー ビス事業所職員、当事者、保護者、学生他

会場参加募集人員 5 0名 、他W e b会議ツール 「 Z o o m l 等での参加

7 内 容 ・行政説明(文部科学省障害者学習支援推進室 課長補佐 宮本二郎氏)

・研究発表(秋田県生涯学習センター 主任社会教育主事 柏木 睦氏)

・事業説明(秋田県健康福祉部障害福祉課 主事 田口智生 氏)

講 演 ( ウ ィ ー ロ ダ 講師 岩城一美氏 <車いすュー ザー > )

ウ ィ一 1'グァプリを使つた街歩き (昼食含む)

協 議 ( コーディネー タ ー ウ ィー ロ グ ジ ョン ソン氏 )

委託先(社会福祉法人障害者支援施設等)による喫茶、販売



パイロツト事業先資料

( 1 ) 北秋田市障書者生活支援センターささえ

令和2年度
チームつながりプロジェクト 事業計画

1 . 事業内容

1 ) “社会福祉法人が障害者を対象とした生据学習講座を開催する”から、広く地域で開

催されている生涯学習講座等に積極的に参加し、 活動からの学びを得るとともに地

域とのっながりを形成し、 障害への理解を求めながら相互に支え合うという姿を目

指して、様々な機会をっくる。

2

2 ) 駅前の空き店舗などで力フェを展開するため、障がいの程度に関わらず誰でも自由に

楽しく交流し集うための場をっくる。

3 ) 余暇支援の充実を図ることを目的として長く活動している当事者の会 (光の会) の充

実、 活動を支えるためのボランティアの育成を促進する。

度の計画

計画①一学びの会 (交流会、講座 )

計画②一Ca fe 展開のための空き店舗の創出など

計画③一商品開発

計画④ ー ボランティア養成講座の開催(本日のからくり ( ) a f 3第3号単)

※視察研修一新型コロナウイルス感染症拡大の為、 中止

活動計画 詳 細

・ 「ハンズT〇ハンズプログラム」 への参加 (北秋田市生涯学習課主催)

・ 「楽しみながら防災を考えよう」 への参加 (秋田県生、涯学習センタ一主確)

・ささえに来所している方が発案した講座の企画と実施 (白発性の向上)

(手作りマスク教室、ヨガ教室、太極拳教室、陶芸教室、木工教室、音楽を楽しむ会)

【計画①】

学びの会

【計画②】

Cafe 展開の

ための空き店舗

の創出

・ ささえ屋外スぺースにあるウッ  ドデッキテラスにCa f 6スぺースを設置。

誰でも気軽に立ち寄れ、 コー ヒーを飲みながら誰とでも楽しく過ごせる交

流の場づくり

・誰でも安心して過ごせるための居場所づくり (重度の方などが集える場)

・新型コロナウイルス感染症状況をみながら安心安全に集える居場所づく り

0



( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターささえ

活動計画 詳 細

【計画③】

商品開発

・ ささえカフェ専用のオリ ジナルコーヒーの商品化

・ふみきり野力フェとコラボした商品開発

※昨年度からの比内支援学校たかのす校、 秋田北鷹高校家庭科クラ

ブとの共同開発予定のスイーツ商品は、 感染症拡大防止のため見

送り

【計画④】

ボランティア養成

講座の開催

・本日のからく り Cafる̃H〇NNE言つていいん j a n e ? ̃第 3弾の開催・年度は 「防災を考える」 をテーマにハンズT〇ハンズプログラム
や県生涯学習センターでの講座を生かし、 災害時自分たちにできるこ

とは何かを実践を通して考えてみる。

※例年の集客スタイルではなく、  感染症予防対策を充分に講じた上

での開催を予定



( 1 ) 北秋田市障書者生活支援センターささえ

令和2年度 秋田県・障害者の生涯学習支援モデル事業

『チームつながり-なかま市』 実施について
ねらい 〇就労に向けた学びや体験、 創作活動の成果について、 連携して発表する機会をっ< る。

〇販売実習をとおして市民との会話を深め、 コ ミュニケーション能力の育成に役立てる。

〇高校生と一結の活動を実施することで、相互理解と職業訓練・キャリア教育に生かす。

〇中心市街地(コムコム) での開催により、共生社会の実現に向けた情報の発信とにぎわい創生

につなげる。

2 . 共 催 チームつながり連絡協議会/北秋田市障がい者生活支援センター ( さ さ ぇ )

秋田県立秋田北鷹高等学校/秋田県立比内支援学校たかのす校

應集銀座通り商店会/福祉課/教育委員会(主管 , 生涯学習課)

3 . 後 援 北秋田障がい児・者総合支援協議会

※ほか、 市内の関連福祉施設にお願いする予定です。

4 . 開催日 令 和 2 年 1 0 月 3 日  (土)

開 催 時 間 : 1 0 ; 3 0 ̃ 1 2 1 3 0

5 . 会 場 北秋田市民ふれあいプラザ コムコム̃テラス (銀座通り側)

6 . 出店者 〇北秋田市障書者生活支援センター ( さ さえ )

〇秋田県立比内支援学校たかのす校

〇秋田県立秋田北慮高等学校

7 . 内 容 ①実習や授業、体験活動、創作活動等での作品や成果品を、販売実習する。

②活動紹介(各校、ささえで、持つている展示物を活用し、 コムコムに展示)

③Sasae Cafe'実演

④ほか

8 . 広報等 〇チラシ、 ポスターの作成 ( ささえの皆さん)

〇ポスタ一設置と周知(各施設・公民館等)

〇新聞・ マスコ ミ 等

※間に合えば、 市広報にも掲載をお願いしたい。

9 . 連絡先 〇北秋田市障がい者生活支援センタ ー ( さ さえ )  担当一庄司

電話 6 0 - 1 1 5 0  FAX 6 7 - 6 0 3 7

10. コ口ナ対策 新型コロナ対策を充分に行い、 開催するとともに、  マスクの着用、 手洗い、消毒

透明シー トの使用等を徹底する。

1 2



( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターささえ

11 その他

①販売するものについて

〇ささえ

手作りマスク

トンボブ口一チ

置物

ボスト力一ド

木工品

コースター

〇比内支援学校たかのす校

うま辛どんどん

しそジュース

〇秋田北慮高等学校

じゃがいも 他、農産物

ケイポンスー プ

シャーぺ ツ ト ( り ん ご ) ※ 新

木工品 (イス、べンチ )

炭製品、木酢液

②今後の予定

〇広報用チラシ・ポスターの作成

ささえ  9/15 (火)までチラシを作成する。

〇打ち合わせ 一 「第2回連絡協議会」開催
日時 9 月 2 3 日 ( 水 )  1 5 : 0 0  ̃ 1 7 : 0 0

会場 コムコム 大研修空

内容 内容・進捗状況の確認、準備するものの確認、当日の役割分担ほか

〇連絡t癌議会へ通知をする。
通知文書作成を、「ささえ」で行い、重B送する。 ※民生協会へも連絡する。

〇「なかま市」展示コーナ一開設

9 / 2 9 (火 ) 1 5 : 3 0 ̃展示作業

10/5 (月)15 : 3 0̃撤去作業

〇民生委員への周知(ささえ) ̃ボランティア依頼も、民生委員の会議(9月 )で配付したい。

〇コムコムグッドライフ請座(9/26 )でも広報する。



( 2 )能代市中央公民館

令和2年度障害者の生涯学習支援モデル事業(能代市中央公民館)

年間予定 2020.8.23版

事業内容(予定)

4 月

5 月

6月

7 月 7/9 (木) 第1回連絡会議(中央公民館)

8 月 8/1 (土) 講座①陶芸形づくり

8/30(日) 講座②陶芸色付け

9 月 9/5 (土) 講座③能代支援学校との企画検討中に コ口ナ対策で中止

9/12(土) 講座④防災実践講座(炊き出し・防災講演)

1 0 月 10/3(土)or10/4(日)講座⑤公民館祭展示 コロナ対策で中止

10/2(金)̃10/9(金)講座⑤代替 陶芸講座の作品を口ビーで展示

10/3(土) 講座⑥公民館祭 ささえ力フェ コ口ナ対策で中止

1 1 月 11/21(士)10:00̃11:00講座⑦感染予防グッズづくり(マスク、 石般、 手提げ袋)

11/28(土)10:00̃12:00 講座③能代支援学校連携講座(ポッチャ、 車i求バレー )

R3.1月 下旬 講座⑨⑩のしろまち灯りイべント コ口ナ対策でイべント中i

1/16(土)10:00̃12:00 講座⑨代替 端燭灯りイルミネーション製作

1/23(土) 公開講演会 【災害時の障害者避難と支援を考える】

[バネリスト]南三陸ホテル観洋 女将 阿部憲子氏

[パネリスト]岩手県社会福祉協議会 地域福祉企画部長 斉藤接氏

[コーディネー ター ]秋田大学 准教授 谷村佳則氏

2月 上旬 第2回連絡会議

2/6(土)16:30̃17:30講座⑩代替 蝋燭灯りイルミネ ー ション設置

14



( 2 ) 能代市中央公民館 事業実施結果報告書
報告:能代市中央公民館 佐藤邦彦

事 業 名

テ - マ 請1座①陶 ; r・形づく り
日 時 令和 2 年 8 月 1 日 ( i : ) 1 0 : 0 0 ̃ 1 2 : 0  0

場 所 中央公民節 第2研修室

参加人数 1 2 人 ( 内 、 障 害 者 家 族 2 組 )

言薄 師 戸 FFl言成了- 様
事業内容等

9 : 4 0  請師 il1着

1 0 : 0  0 言'待1座開始

【テーマ】世界に 一つの Ft国業作品を作ろう。

土を程ねながら想像力を膨らませて形を作る。

小鉢の形は、 球体を掌に乗せ片方の基現指を押し込みながら形を作る。

m.の形は、 円本 、r の状態からたたいてイ中ばしていく。
土を切り貼りすると隙間に空気が入り、焼いたときに割れやすくなる。

・ お互いにコ ミ ュニケーシ ョンを取 り 、楽しみながらの作業にする c

公民節祭での J長,1、があることを連絡した。

5



( 2 ) 能代市中央公民館

事業実施結果報告書
報告:能代市中央公民館 佐藤邦彦

事 業 名 障害者の生涯学習支援モデル事業(講座②)

テ ー マ

日 時

請座②陶芸色付け

令 和 2 年 8 月 3 0 日  (日) 1 0 : 0  0 ̃ 1 1 : 0  0

場 所 中央公民館 第2研修室

参加人数 1 1 人 ( 内 、障害者家族 2組 )

講 師 戸田誠子 様

事業内容等

9 : 3 0  請師到着

1 0 : 0 0  請座開始

※北教育事務所の社会教育主事が講座視索と補助で参加。

【目標】世界に一つの陶i、:作品をっくろう。

素焼き状態の作品にヤスリがけをする。

ヤス リをかける際 、  尖つた部分や薄い部分は壊れやすいので注意する。

・ヤス リがけのあとは、スポンジできれいに優しくふき取る。

和薬で好みに合わせて模様をっける。

9 月 2 9 日  (火 ) 1 3 : 0 0 講師の窯へ作品を取りに伺う予定。

1 0月 2日 ̃ 5日の公民館祭で展示子定。来館を促す。

6



looo 開会

1o 1o 【講義1】「災害現場での心構え」

防災三原則「加害者」「傍観者」「被書者」にならないこと

楽しい防災教育の推進 (子どもたちがワクワクするような防災教育)

自分の命は自分で守る (自助ができていると共助も公助も生きる)

災害時は想像力が大事 (思いもよらないことが起きまくる )

1 1 0 0 【ワークショップ①】 「ご飯の炊き出し体験をしよう ! 」

飯盒で簡単オムライス

①飯盒に米1合入れる。 ②玉ねぎ、人参、サラダ等の食材を入れる。

③水150cc入れる。 ④トマトケチャップ多めに入れる。

⑤固形燃料に火をっけて15̃20分待つ。

⑥固形燃料の火が消えたら蓋を開けて、 卵2個を溶いて入れる。

⑦新聞紙に包んで15分程度保温する。

⑧トマトケチャップをかけて完成

この日は強風だったので、 固形燃料の火を維持するのが大変だった。

1215̃13 . 4 0  【休憩】

1 3 4 0 【ワークショップ②】講義「東日本大震災を経験して」、屋内テント設営

災害は条件が良い時に来るとは限らないので、訓練で慣れることも大事

( e x屋外、強風、雨、猛暑、雷、雪、夜)

避難所で便利な屋内テント(コンパクトに出し入れが可能、簡単で軽量)

避難所では残念なことに障害者や妊婦が自ら避難所を去る傾向がある。

(自分や自分の家族が、他人に迷惑をかけると思い、 自ら離れていく)

17

2 ) 能代市中央公民館

事業実施結果報告書
報告 ・ 能代市中央公民館 佐藤邦彦

事 業 名 障害者の生涯学習支援モデル事業 (講座④)

テ 一 マ いざという時に役立つ 「防災実践講座」
日 時 令和 2 年 9 月 1 2 日 (土) 1 0 : 0 0 ̃ 1 4 : 4 0

場 所 文化会館 中ホール、 中央公民館東側庭

参加人数 1 5 人 ( 内 、障害者6人 )

講 師 日本赤十字秋田短期大学 講師 及川真一 様

事業内容等



( 2 ) 能代市中央公民館
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3 ) 潟上天王つくし苑

Let's W I N -W I N 2020年度活動予定
※予定ですので、変更もありえます。御了承下さい。

回目 日付 曜日 会場 ダンス&運動 &コミュニケーション's

ポランティア (学校名) 秋国西高 - 金足農高・五城日高・男鹿エ業高
1 7月18日 土 鈑田川公民館

・ o p e n力フェ(開級式) コミュニケー シ ョ ンゲー ム ' s (友達になろぅ)

・ コミュニケー シ ョンゲー ム ' s  ̃ 友達になろう l 1 ̃

2 9月26日 土 飯国川公民館

・ 創作ダンス ・運動ゲー ム 「ボッチャ」

・ 座学 ・ コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン① (仲間づくりについて)

3

10月10日 土 飯田川公民館 ・創作ダンス ・運動ゲー ム 「ボッチャ」

10月17・18日 土日 昭和公民館(予定) ・潟上市 文化祭参加(予定)

4 11月21日 土 飯田川公民館

・ ミ=連動会(地域交流)

・ 座 学 ・ コミュニケーション② (環境整備にっいて)

5 12月12日 土
飯田川公民館

( 9 : 0 0 ̃ 1 4 3 0 )

・Xmas装節を作つてみよう 1 ( コ ミ ュニケー ション ③)

・ ク リ ス マ ス会 &ゲー ム大会 (地域交流)

6 1月23日 土

天王つくし苑

(9 00-14 30)
・ ミ ュ ー ジ力ル創作ダンス 「八郎太郎と辰子姐」 (練習①)

・新春 かるた大会

7 2月13日 土

飯田川公民館 ・ ミ ュ ジ力ル創作ダンス 「八部太郎と辰子姫」 (線習②) 運動ゲ ム

( 9 1 0 0 ̃ 1 4 : 3 0 ) ・閉級式 ( コミュニケーション④)

※天王公民館は新規工事の為、 飯田川公民館のみで行います。

̃ 今年度から 9時 スタートです。 ̃
( 9 : 0 0 ̃ 1 2 : 0 0になります。 )

※ 「コミュニケ ー ション」 では、社会性を身に付ける支援も取り入れていきます。

①言葉遣いと挨拶 ②道具の使い方と掃除 ③整理整頓 ④他己紹介

(挨拶、お礼、お願いの仕方、スマホのマナ ー 、洗濯機・掃除機の使い方などを予定)

※ 持 ち 物 ・ ・ ・ ・ ・  連動(上履き・飲み物・タオル等 )

※今年度はコロナの影響により、 「クッキングや飲食」 は行えません。 ご了承下さい。
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3 ) 潟上天王つくし苑

障害者の生 1産学習モデル事業

活動報告書

事業名/講座名

日時

オープンカフェ (開級式) * ̃友達になろう̃

令和 2年 7 月 18日(土曜日) 9 時 から 12 時まで

潟上市 飯田川公民館場所

参加人数(内訳) 参加者19名、高校生ボラ19名、 ス タ ッ フ 8 名 計46人

つくし苑の職員にて実施講師

実施状況(準備) 7:00̃送迎職員出勤 (八郎潟、追分. 飯田川、大久保の4か所にボランティアの
方々を迎えに行く。

8 : 0 0̃会場準備・(Aチーム職員準備)

( Bチーム職員、ポランティ ア講座0を実施)
9 : 0 0 ̃ オープン力フェ スタ ー ト ( コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ゲーム①)「友達になろう」

1 0 : 0 0~休憩
1 0 : 1 0 ̃ ( コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ゲー ム  ②) ( 仲間になろう ! )

11 :10̃休態(フJ',(分補給)
1 1 : 2 0 ̃座学「友達とは?仲間とは7 」 コ ミ ュ ニ ケーション向上講座

*同世代交流で、 「大切なもの」 にっいてグルーブで話し合いました。

*カップ積み上け°ゲームを楽しみました。

1 1 : 4 5 ̃ 終 「会(次回の予告) ・公民館をみんなで掃除。

1 2 : 0 0 ̃終了挨拶・帰宅。

*講座開始

成果〇と課題● 〇今回、 第1回目としてより良いボランティアイ舌動をしていたたくため、 高校生

向けの 「ポランティア講座」  を一時間程度実施した。 障害とはどんなことでど

んな不便さや不具合があるのか少しでも知つていただけたらと、 車いす体験、

目隠し折り紙、 目隠し移動を行つた。 どの体験も高校生にとって初めての体験

で、 「難しい」 「怖い」 「ゆっくり 」 「わからない」など、様々な想いを抱きなが

ら言葉を発していた。 「理解」 には違いが、 障害のある方々に声をかけるきっ

かけになってくれたのではないかと、思いたい。今後、第2回、 3回と講座を

経験 ・体験してい く中で、 「自分はどんな声をかけ、 どう寄り添えば良いか」

を考えていくきっ力・けであればと願つている。
〇障害のある参加者は、開催を心待ちにしていた。今年はスター トが遅れたため、

問い合わせが多く寄せられ嬉しかった。今年は、「最寄り駅」まで電車で来てい

ただければ、会場まで送迎をすることにした。2̃3名の方が公共機関を利用し、

保護者なしで参加してくれた。

●今年度の年間スケジュールには、人気のクッキングが新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため開催できず、運動、ダンス、ゲーム等に絞り込むことになっ
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3 ) 潟上天王つくし苑

た。 参加者の中には、 クリスマスケーキや餅つき等の恒例行事がないため、 残

念だという声が多く聞かれた。保護者からも「淋しい」「残念」と伝えられた。

体験・経験が減りスケジュールの内容も薄い感じがする。「コロナに負けないボ

リュームのある活動内容」で、参加者の満足度をあげていけるょうにしたい。

※参加者もポランティアもみんなが楽しく 「意味ある」 活動を展開していけるよ

うに、職員みんなで内容等を考えて頑張ります。

2



3 ) 潟上天王つくし苑

「 そ こそ こ ・  ・ 」 「こっちこっち1 1

「 階段もゆっ く り と

「2人1組で目隠しi行り紙」

「車いすの操作は難しい1」



( 3 ) 潟上天王つくし苑

手話で”要をください” ]

「力 ップ積み上げゲー ム」

「お隣さんと協力しながら



( 4 ) N P 〇 法人 「 逢い 」

令和2年 由利本荘市 障がい者の生涯学習支援計画

由利本荘市特定非営利活動法人逢い

1 事業実施の日的と方向性

本事業は、学校卒業における障害者の学びの支援に関する実践研究事業 「障害者の多様な学習活動を

総合的に支援するための実践研究」 の実施要領に基づき、障がい者の自立や社会參加に向け、学び続け

ることができる社会、障がい者が健康で生きがいのある生活を追求することができ、 自らの個性や得意

分野を生かして参加できる社会であることを基本視点に、障害の有無に関わらず誰もが、 ともに学び、

生きる共生社会の実現を目指し、多様な主体と連携して、普及・啓発に努めていくこととする。

2 事業の実施に関する内容

事業名

前

f 定
日時

統

場 所

支l要者,の
前

解 定

延 前
事業の目的及び内容

・効果的な学習体制や関係機関

団体との連携の在り方を検討する。

①障がい者基幹相談支援センター

②障害者就業・生活支援センター

③ゆり支援学校

④由利本荘市健康福祉部福祉課

⑤由利本注市教育委員会生涯学習課

⑥福祉サービス事業所

・家族と一緒に暮らす入、GHやア

バー トなど様々な暮らしのスタイ

ルの中で健康で安心な暮ら しが続

けられるよう今の自分を振返り な
が ら 、 将来にっいて考える。

9/25

1/21

13 : 30̃

15:00

由利本荘市

文化交流館

カダー レ

会議室

連絡協議会

の開催
4人 6̃7人

考えよう二

暮らしの

講座

12/26

1 3 ; 3 0 ̃

15:00

由利本荘市

文化交流館

力ダーレ

会議室

4 人 1 2 ̃ 1 3人

・多様化している食環境の中で自

分で選択する力を養い、 豊かな食

生活で、健康な心と体で日々を送

れるよう、料理を学ぶ。

※参加費一500円

10/24

12/26

9 : 3 0 ̃

12:30

由利本荘市

文化交流館

カ ダ ー レ

調理創作室

創作テラス

食 べ よ う ':
食育講座 4 ̃ 5 人 12̃13人

・ ス ポーツを通し 、 日々のス トレ

スや運動不足を解消し、 生活への

モチべーションを上げる。

年 1 回

11/28

1 3 : 3 0 ̃

15:00

由利本荘市

ナ イ ス

ア リ ー ナ

動こう二
スポーツ

活動

4 人 12̃13人
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( 5 ) トータルサポー トスクールリー ド学善

令和2年度 障害者の生涯学習支援モデル事業 第1回地域連携コンソーシアム

学び場TAB I J I アダプタプラン

令和2年度 活 動 計 面

日時 : 令和 2 年 9 月 1 日 (火)

午前10時̃正午

場所:秋田県生涯学習センター

● ● I I I I' I I ● I I I' ● ●'' ' I' l ●

トータルサポートスクール リ ー ド学舍



( 5 ) トー タルサポー トスク ー ルリ ー ド学含

YuzAwAアダプタプラン 学び場TABIJI 令和2年度スケジュー ル(予定)
1 ' 、

令相2年9111日現在

日付 曜 日 会場 いつでもできるメニユー 特別メニユー (随時更新中 0RコードでHPをご覧ください. )

1 7月13日 月 湯沢市役所 第1回湯沢連絡会

2 7月18日 土 TABIJI 創作,情報 -書道・検定
など

i P adで気持ちを伝えよう!①
ピクトグラムレッスン

3 8月1日 土 TABIJ I
湯沢翔北高校地域デザインチーム i n TABIJI 0 (仮)
①プ口グラミング体験 ②お楽しみメニュー

4 9月5日 i TABIJI 創作情報・書道・検定
など

やさしい「華道・茶道」体験〇

5 9月19日 土 TABIJ1
湯沢到号北高校地域デザインチーム i n TAB I J I② (仮 )
①プログラミング体験 ②お業しみメニュー

6 9月後半 平日 やまばと園
TABIJI I Nやまばと国
楽しい「絵画レッスン」

7 10月3日 土 TABIJ1 創作 ̃t青報・書道・検定
など

秋田県生活センタ一消費生活出前講座in TABIJ1
「よくある消費トラブル事例&解決策」

8 10月17日 土 TABIJI 創作 二情報 -書道 -検定
など

出前請座 i n TABIJ I (予定)
「IcT講座」

9 10月18日 目 湯沢市役所
第2回「地元を描こうllスケッチワークショップat湯沢」への協力

対象:小中高生

10 1l月7日 土 TABIJI
湯沢翔北高被地域テザインチーム i n TAB I J I 1a (仮)
〇ブログラミング体験 ②お業しみメニュー

11 11月21日

12月5日

土

土

TABIJ I

TABIJ I

創作 ̃情報 -書道・検定
など

創作情報・書道 -検定
など

温沢警察署 i n TABIJ I (予定)
「防犯講座」

やさしい「華道・茶道」体験②12

13 12月13日 目
文化交流

センター

青年学級 l n TABIJ1
(内容未定)

14 12月19日 土 TABIJ I 創作情報・書道・検定

など
iPadで気持ちを伝えよう!②
コミュニケーションアプリレッスン

15 1月16日 土 TABIJI 創作・情報・書道・検定
など

オンラインゲーム体験

16 2月6日 土 TABIJ1

湯沢市役所

創作 二情報・書道 -検定
など

間違い探しゲーム体験

17 2月下旬 第2回湯沢連絡会
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( 5 ) トー タルサポー トスクールリー ド学書

【 T A B I J I アダプタプラン】
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[高校生り管さんとの連携】
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関係機関資料

( 1 ) アー ト リ ン ク うちのあかり

-l 、-
く事装の名称> ァー トリンク -;1,
,(通営主体> N P 0法人アート

<事業所所在地) 秋田市新

の あ か l「-l'l, 、
1 1 番 1 6 号 -

( 利 用 定'h> lj el1llj _、
1l l -' i・
活動日l月曜日、水屋日、木曜日、土産日、日展日

1lil

の場合もあリ )

3

h_blglobe.ne.jp l



( 2 ) 秋田県障害者スポー ツ協会

在宅障害者スポーツ教 三1i

【競技 】フライングディスク

令和2年度事業概要

一般社団法人秋田県障書者スポーツ協会

地 区 期 日

5 月 2 0 日 ( 水 )

会 場

大仙仙北 美郷町中央体育館

北秋田 5 月 2 6 日 (火) l二.小阿仁村解増進ト レーニングセンター

横手市 6 月 1 2 日 (金) 横手体育館

湯沢雄勝 6 月 3 0 日 ( 火 )

- 7 月 1 0 口 ( 金 )

7 月 2 1 日 ( 火 )

羽後町総合休育館

由利本荘市 由利本荘市コ ミュニティ体育館

大館鹿角 鹿角市記念スポー ツ セ ン タ ー

能代山本 1 0 月 1 2 日 ( 月 ) 能代市総合体育館

男鹿潟上南秋

秋田市

にかほ lr1 ]

1 1 月 1 9 日 (木)

1 1 月 3 0 日 ( 月 )

1 2 月 1 4 日 ( 月 )

男鹿市総合体育館

秋田県勤労身体障書者スポー ツセン ター

にかほ市1金浦体育館

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、 7月計画分まで中止。

なぉ、当初競技は卓球バレーとボッチャを予定していたが、フライングディスクに変更。

2 障書者スポーツ体験交流事業

中学・高校生等を対象に、障害者スポーツ ( サ ウ ン ド テーブルテニス、車いすバスケッ ト

ボール ) の体験や障害者との交流を通して、 障害や障書者への理解を深める。

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、 内容・計画を変更して実施する予定。

3 初級障がい者スポーツ指導員養成講習会

【期日】 1 1 月 7 日 ( 土 ) 、 8 日 ( 日 ) 、 1 4 日 ( 土 ). 1 5 日 ( 日 )
【会場】秋田県心身障書者総合福祉センター (秋田市;lta,iヒ:1i1:町 1 5 )

4 中級障がい者スポーツ指導員養成講習会

【 期 日 】 8 月 2 7 日 ( 木 ) ̃ 3 0 日 ( 日 )

【会場】秋田県中央地区老人福祉総合エりァ(秋田市御所野下堤5丁目1 - 1 )
※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から開催中止

5 競技審判員・指導者の養成

( 1 ) サ ウ ン ド テーブルテニスC級公認審判員資格新規取得及びB級・C級公認資格更新講習会

【 期 日 】 令和 3 年 2 月 2 0 日 ( 土 ) ̃ 2 1 日 ( 日 )

【会場】秋田県心身障書者総合福祉センター (秋田市f直北栄町1 - 5 )

( 2 ) 卓球バレ一指導者養成講習会兼卓球バレ一指導者ステップア ップ研修会

【期日 】令和3年 3月 2 7日 (土 )

【会場】秋田県勤労身体障害者スポーツセンター (秋田市新屋下川原町24 )

3 2



( 2 ) 秋田県障害者スポー ツ協会

( 3 )秋田県内の障がぃ者スポーツ指導員における 「 リ ・ ス タ ー ト」研修会

【期日】令和3年2月 2 7日 (土 )

【会場】秋出県心身障書者総合福祉センター(秋田市旭北業町1-5)

6 第18回秋田県障書者スポーツ大会

期 日 競技名 会 場

秋田アルサ一般卓球

サウン ドフーーブルアニ ス8 月 2 2 日 ( 土 ) 秋田県心身障書者総合福祉センター

ポッチャ 秋田県社会福tt会館
秋田県M総合プー ル

9 月 5 ロ (土)

水泳

アーチェリ ー

ポ ウ り ン グ

秋田県動労身体障書者スポーツセン ター

ロ ツ ク ン ボ ウル

バレーポール(精神障書) 茨島体育館

秋田県立中央公園陸上競技場
9 月 2 6 日 ( 上 )

陸上競技

フ ラ イ ン グデ ィ ス ク 1 秋田県立中央公園球技場
※新型コ ロナウイルス感染拡人防止の観点から大会中止

7 第20回全国障害者スポーツ大会北海道・東北ブロツク jら選会

期 日 l 競技名 会 場

宮城県仙台市

北海道札幌中

6 月 2 0 日 ( 十 ) ̃ 2 1 日 ( 日 )

6 月 2 0一目 ( 土 ) ̃ 2 1 日 ( 日 )

- 6 月 2 7 日 ( 土 )̃ 2 8 日 ( 日 )

6 月 2 8 日 ( 目 )

車いすバスケッ ト ボー ル

サッ力一

バスケッ ト ボール 宮城県名取市

バレーボール (精神障書の部) 宮城県仙台市

X新型コロナウイルス感染拉大防止の観点から大会中止

8 第20回全国障言者スポーツ大会 (鹿児島大会)

【 大 会 期 間 】 1 0 月 2 4 日 ( 土 ) ̃ 2 l5日 (月 )

【 派 遣 期間 】 1 0 月 2 2 日 ( 木 ) ̃ 2 7 日 ( 火 )

【派遺競技】個人競技6競技、団体競技1競技

X新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から開催見送り (延期)



( 2 ) 秋田県障害者スポー ツ協会

秋田県障害者スポーツ協会だより

、.

令11口2年7月20日発行 第2020-1号
一般社団法人秋EB県障害者スポーツi蠢会事務局
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TEL 018-864-2750 FAX 018-874 -9467 l
E メールinfo@akita-sports.」p
HPアドレスhttp://www.aklta -sports.」p/

-E
国
原
I●
M
ー
ス
ポ
l
ツ
大
会

[原画作成者】NP0法人 逢い(由利本荘市)利用者 齊藤真弘さん

この大会は、 令和3年度開催の全国障書者スポーツ大会 (三重大会) 選手選考対象大会として、
ボッチャ競技を導入することで準備を進めておりました。 そのポッチャをテーマに原画を作成して
いただき、 このような大会ポスターが完成、 同様に大会プ口グラムの表紙にも採用予定でした。
この場をもって、 皆さんに披露いたします。

3 ,1



2 秋田県障害者スポー ツ協会

秋田県障害者スポーツ協会だより

障害者スポーツの普及・振興に貢献した個人や各種競技大会において優秀な成績を収めた個人 - 団体を頭彰
(例年実施している表影式は新型コ口ナウイルス感染拡大防止の観点から中止としました)

■秋田県身体陣害者スキ一協会 石塚事文氏
選手で活匯するほか、 秋田県および全国規模の大会に実行委員として尽力するなど
障書者スポーツの発展に多大な貢献をした。

i管原拡li太 展 [潟上市] - :::;if
2019ジャ八'ンパラ水;永競技大会
50m背i永ぎ第1位(S5日本新記録)
第36回日本パラ水永選手権大会
50m背;永ぎ第1位(S5日本新記録)
200m自由形第1位
第3回日本知的障害者選手権新春水i永競技大会
50m背;永き第1位 ( S 5日本新記録)
iiii健一t [秋田市]
2019ジャパンパラ水11K競技大会50m背通永ぎ第1位

■千基電tt;氏 [湯沢市]
2019ジャパン八'ラ陸上競技大会砲丸投第1位
第30回日本パラ陸上競技選手権大会砲丸投第1位

■鈴木賞之氏[横手市] -

2019ジャパンパラ陸上競技大会砲丸投第1位
(F42日本新記録)
第30回日本八'ラ陸上競技選手権大会砲丸投第1位

a田最特別支援学校体育通題
男子パスケットポールチーム
2019F IDジャ八'ンチャンピオンシップ
バスケットポール大会 優 a券

ジャパンパラフ本1永競技大会50m背1,永ぎ二1一ル後
着々と力を付けています。

全国から選ばれたクラプチームが集まる
銀tレべルの高い大会での優勝でしたl !

職名 一 氏名 - 所属・を顧名 -

佐々木一社団法人1f火日1ll1県障害者一1 f、1 i癌一会長
摘要

会 長

富 ll 会 長
富 1 会 長一

伊藤英紀 . 社会福社法入秋田県身体障害者福祉協会長

一 阿部文博 秋a園 精 需 i 証 養 連 要長
理 事

理 事

理 事

連 『
l 事一

駕谷弘子

商演意美子
門協琢也 -

秋田県健康福祉部障書福祉課長

秋E日市福祉保健告e障がし、福祉課長 一
社会福祉法人秋田県社会福祉協議会事務局長 -

公益財団;法人秋田県体育協会専務理事

新 任

一 新 『
一 新 i

齊藤藤

磯崎清和

来山生
秋田県特別支援学校体育連盟理事長

n障覇iあ着iホニツ指導者協一義一会長
秋田県身体障害者スキ一協会長 -

一公義事i団法人全面脊髓損傷者連合会秋田県支部長-Jr;秋日ヨ県監査委員事務局長

理 事

有
監 事一
百

進藤雄一

一 小森一昭

一 高堂iム造

j 【新任】事務局長のあいさつ 一般社団法人秋田県障書者スポーツ協会
事務局長 渡辺意

今年度、事務局長に就任した渡辺慧と中します。これまで42年間、秋田県教育委員会関係の本庁
及び出先機関に動務しました。その間、特別支援学校に計7年間動務しましたので、障害者には理解- があるつもりです。どうぞ宣しくお願いいたします。
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( 2 ) 秋田県障害者スポー ツ協会

秋田県障害者スポーツ協会だより

l にかほ市 l12月14日(月) にかほ市金浦体育舘

'障言1書1ス,i- ン1本lia'i 1 1事;1it
中学・高校生等を対象に、陣書者スポーツ (サウンドテーブルテニス、章し1す
バスケットポール)の体験や障書者との交流を通して、障害者への理解を深める。

3'前f別1革がい者・='てー ツ,tき i1員接成請遇録
秋田県内における障書者スポーツの振興と、 障害者の社会参加及び健康の維持増進に寄与するため、 専門的指導技術
を身に付けた指導者の養成を行う。

期日

'で
11月7日(土)、8日(日)、14日(土)、15日(日) ※全4日間受講

秋田県心身障害者総合福祉センター (秋E日市旭北栄町1 -5)
一令系口2年 4月1日現在18歳以上の県内在題者一対象者

受講料 無料(実技講習のみ当協会負担で傷害保険に一括加入)

30名(定員を超えた場合は抽選)

申請・認定料5,500円、登録料3.800円

9月18日(全 )二10月16 a (登 ) -

定員

◆意定一申癌率;
申込期間

1' iM, ; f 'f二if fi二有 ,
・ 』 二=: =  - -・、e ”一
C級公認審判員資格新規取得
及びB級・C級公認資格更新講習会

6月13日(土)̃14日(日) 延期
県心身障書者総合福祉センター
延期日程令和3年2月20日(土)̃21日(日1

新型コ口ナウイルス感染拡大防止の観点から、延期や中止を決定している事業があります。
今後も状1完を注視しながら開催可否を判断していきますので、何率ご承知おきいただきご理解くださるよぅお願し、
申し上げます。

1 ff手一1峰:器 ・e雪.'、7l - .1.基_量'''
在宅障害者が通動を通して体力の維持増強を図りながら交流を深め合し、、 社会参加の促進を図る。
障がい者スポーツ指導員や地域のスポーツ振興 ・ 普及に携わる方々に、 障害者スポーツを習得する機会を提供し、
資質の向上を目指す。

地区

大仙m西i l.15月 i業言 (水) 会場 競技

美郷町中央体育館

上小阿仁村健康増進トレ一 二ングセンター
フライング
ディスク

北秋田

横手市 一

一 湯沢雄勝

l主刷本荘市

大館a

/

月
ま
で
中
止
ー

5月26日(火)

'西
6月30日(火)

横手体育館

羽後町総合体育館

iiii利本荘市コミュニテイ体体育館一

国
7月10日(金)

7月21日(火)

1 o月i日 (言 )
鹿角市記念スポーツセンター

能代山本 能代市総合体育館

一男鹿市爾合体一育館
秋田県動労身体?障害者lスポーツセンタ一

男鹿潟上南秋 l 11月19日(木)

一 秋 田il i 1 1 11月30E3(月)

時間

10:00

11 .30

: - :f;,'ilf響更一 - 二一
指導者養成請習会

兼指導者ステップアップ研修会

7月19日(日) 延期
県心身障害者総合福祉センター
延期日程は冬期間実施で調整中
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( 2 )秋田県障害者スポー ツ協会

秋田県障害者スポーツ協会だより

'常18回秋田県障害客スポーツ大会
競技を通じた健康の維持増強と相互の交流を図る。
障害者に対する県民の理解と認識を深め、障害者の自立と社会参加の促進に寄与する。

期日

8月22日(土)

競技名

一般卓球

会場

秋田テルサ

秋E日県心身障書1者総合福社センターサウンドテー ブルテニス
ポッチャ

水永

秋田県社会福社会館

9月5日(土)

秋日ヨ県立総合プー ル
秋日ヨ県動労一身体障害者スiポ 西 ンータ i
口ツクンボウル

アーチェリー
ボウリング

バレーボ一二ル(精神障害) 茨島体育舘

秋Ef1県立中央公園陸上競技場
9月26日(土)

陸上競技

フライングディスク 秋田県立中央公園球技場

f 集20la金国E豊書普スボーツ大会北海追 東北ブ[:1ツク予選会 一本央'體県国1体競被チームの派表i毒
(下記は秋田県出場競技)

期日

6月20日(土)̃21日(日)

競技名

車いすバスケットボール
開催地

宮城県仙台市

6月20日(土)̃21日(日)

6月127日(土)̃28日(日)
6 月 2 8 日 ( 日 )

サッ力一
バスケットポーJ i・(男子・女子)

北海道札幌市

一宮城県名取市

パレーボール(精神障書) 富城県仙台市

7 第20画全国障書者;スポーツ大会 (鹿児島ノ大会) 手'火體県選if ・団の派遣
大会期間 1 0月2 4日 (土 ) ̃ 2 6日 (月 )
派遣期間 1 0月 2 2日 (木 ) ̃ 2 7日 (火 )- 派造競技 個人競技6競技 (陸上競技、 水i永、 アーチエリー、卓球、 フライングディスク、 ポウリング)

団体競技1競技(バスケットポール男子・女子)
※バスケットボー ルは、予選会中止に伴う主催者協議により代表権獲得となりました。

運動指導のほか、障害者スポー ツに

関する講習会や研修会の講師を務めて

おります。

障害者本人、施設のほか、障害者

スポーツ支接・指導者、団体等が対象
となります。

西における障害者スポー ツの振與・
普及の際には是非お声かけください。

施設、学校、地域または個人による

障害者の活動において、無償でスポー ツ

用具を貸し出しします。最長で3ヶ月

まで貸し出し可能です。用具の受け

取り、 返却は直接当協会事務局まで

お越しいだたきます。

ますは事前に借用したい物品を確認

し、申請用紙を提出してください。

障がい者スポーツ指導員の皆さんへお願い

協会会員の募集
障書者スポーツの振興・普及のため、

1人でも多く理さまのご理解とご支援

をいただきたく、個人または団体会員

を募集しております。

【年°費】 環:・二
個人一一一 1,000円 e-'

・団体一一 --- 10,000円 ◆

障害者ご本人や家族、障書者施設 -
国i体は正会員として、それ以外の方

や団体、 企業は資助会員となります。

入会については当協会までお問い

合わせください。

郵送した書類が宛先不明三返要されることがあります。 住所等個人情報が変更に上
なった際は、 お手数ですが当協五事務局までご一報ください。同様に公益財団法人 M

日本障がしl者スポーツ協会(担当部署 スポーツ推進部指導者育成課) への変更手続き g '
もお願いします。手続き方法の詳細は、情報誌「NOLimit」に記載しています。 u '

編

記

新型コ口ナウイルスにより様々な事業が延期や中止となりました。参加を楽しみにしていた方々の
お気持ちを思うと大変残念です。皆さまには引き続き感染予防に努められご自愛いただくとともに、 1日

でも早い終息と安心 安全な環境でのスポ ツの再開を願うばかりです。
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l

( 3 ) 県障害福祉課

秋田県障害者サポータ一養成事業実施要紙l

(目的)

第 1 条 この要綱は、 秋田県障害者-、の理解の促進及び差別の解消の推進に関
する条例第1条に掲げる日的を実現するための施策として、 障書者サポータ_養成事業(以下「義成事業」という。)を円滑に実施するため、その基本的
な事項を定めるものである。

(実施主体)

第 2 条 この事業の実施主体は、 県及び障害者サポーター養成事業モデル市町

村(以下「モデル市町村」という。 ) とする。

2 モデル市町村は、大館市、由利本荘市及び場沢市とする。

(事業内容)

第 3 条 養成事業は、県民が障害の特性を理解し、駅や商店等への外出の際や

緊急時等において、 障書者に対し適切な声かけや見守り等の配慮ができるよ

うなサポーターを養成するものと ・し、次により実施する。

( 1 )養成事業を計画的に実施するにあたり、事業の進め方、事業評価のあ

り方、将来的な展開等を具体的に協議・検討-す'るため、検討部会を設置
する。

( 2 ) 障書者サポータ一養成講座(以下「養成講座」という。 )は、県及びモ
デル市町村が作成する開催要項に沿つて開催するものとする0
( 3 )養成誌座の開催に要する費用は、原則として、秋国県財務規則等に基

づき県が負担する。

(4 )その他養成講座に関する具体の事項にっいては、 ( 1 )の検討部会又は

県及びモデル市町村で協議・検討する。

(補則)

第 4 条 この要細こ定めるもののほか、 必要な事項は県が別に定める。

附則

この要細は、平成3 1年4月1日から施行する。
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( 4 ) 県生渥学習センタ ー

「障害者の生涯学習」に
関する二一ズ調査 (概要版)

秋田県生涯学習センターでは、 秋田
県内の全ての特別支援学校に在籍する

高等部生徒の保護者、 卒業後3年以内

の卒業生の保護者の御協力をいただき、

障害のある方の生涯学習 (この場合は、

主に学校以外での勉強やスポーツ、 趣

味、習い事などの意味)について令和

元年にアンケー ト調査を実施しました。

今回、主な結果を概要版としてお知

らせいたします。 右のグラフのとおり、

障害のある方の生涯学習の機会が必要

だと考えている保護者の割合は94%

となっており、 非常に高い数字となっ
ています。

このアンケー ト結果が、 「共に生き

る社会」になるために、一人一人が自

分の立場で何ができるかを考えるきっ

かけとなれば幸いです。
@ 「共に生きる社会」になるために、障書のある
方の生涯学習の機会が必要だと恩いますか。

「障害者の生涯学習」に関する二一ズ調査について

◆対 象 ・特別支援学校高等部生徒の保護者

特別支援学校高等部卒業生(卒業後3年以内)の保護者

◆ 実 施 時 期 ・令和元年9月上旬

◆回 答 数 ・684名(回収率56.4% )

◆比較した調査 ・文部科学省 「学校卒業後の障害者が学習活動に参加する際の

阻害要因・促進要因等に関する調査研究」

o平成30年11月実施・無記名式のインターネット調査

o4,650名が回答

秋田県教育委員会
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( 4 )県生涯学習センタ ー

■生涯学習の経験- _
お子さんが、生涯学習で続けていることは何ですか。 (複数回答可)

l量1ヨ秋田県口全国

l1.1o%

社
会
生
活
に
必
要
な
知
識
・

ス
キ
ル
に
関
す
る
学
習

個
人
の
生
活
に
必
要
な
知
識
・

ス
キ
ル
に
関
す
る
学
習

秋田県トップ3
①特になし(50.1%)

②健康の維持・増進、スポーツ活動(23.3%)
③余膿・レクリエーション活動(20.8%)

■生涯学習を実施した理由- =-

出

n
一
結
に
喇
用
し
合

い

．
て
向
上
、

6

し
て
し
-
-

，1
-

仲
階
つ
く
り

1

現

雨
学
習

藤
を
高
め
て
く
れ
る

8

人
商
関
係
等
に
関
す
る
学
習

M

n
仕
事
の
ス
キ
ル
ァ
ッ
プ
や

2

m

雨

程
、
免
許
取
流
な
と
、

6

'

一職
業
生
活
に
関
わ
る
一一子
習

様
・・・・一 :0経
験
を
通
し
て

成
長
す
る
た
め

. 4 %

健
康
の
推
持
・

増
進
の
た
め

40

特
に
な
し

秋田県も全国も「特になし」が一番多くなって

います。秋田県は全国と比べてみると、生涯学

習を実施している割合が低くなっています。

お子さんが、生渥学習を続けている理由は何ですか。(複数回答可)

52.5%

他
の
人
と
交
流
し
た
り
、

友
人
を
得
た
り
す
る
た
め

匯l秋田県口全国

白身の成長や、友人を得る、健康の維

持・増進など、生活の充実のために続
けている人が多くなっています。



生涯学習に関する情報はありますか (秋田)

生渡学習に関する情報はありますか l全国)

生涯学習の機会がありますか (秋日)

生涯学習の機会がありますか (全国)

生涯学習への参加を妨げる物理的なパリアがありますか (秋田)

生涯学習への参加を始げる物理的なパリアがありますか (全国)

学びたいと思つたときに相談する人がいますか l秋田)

学びたいと思つたときに相談する人がいますかl全国)

学ほ二うとする際に手助けしてくれる支援はありますか (秋E日)

学ばうとする際に手動けしてくれる支緩はありますか1全国)

学ぼうとする際に周國の理解はありまli か (秋田)
学ぼうとする際に周囲の理解はありますかl全国)

学ぶ場に出かけていこうとする気持ちがぁりますか (秋田)

学ぶ場に出かけていこうとする気持ちがありますか(全国)

生涯学習に充てる時間がありますか 1秋E日)
生涯学習に充てる時間がありますか (全国)

一結に学ぶ友入、仲間がいますか1秋田)

一結に学ぶ友人、仲間がいますか(全国)

生渡学習にかかる費用が負担になっていますか (秋田)

生1渡学習にかかる費用が負担になっていますか (全国)

外出すること自体に困難を感じますか 1秋国)

外出する一_ と白体に困難を感じますか (金国1
学びたいという意欲がありますか (秋田)

学びたいという意欲がありますか 1全国)

■とてもある 圈 あ る口あまりない口ない

物理的パリア (記述で多かったもの)

( i ) トイレ (べツド含む- 多目的トイレの有無もだが、 洋式トィLノがあると
いい

大人用折りたたみべツドがほしい

②段 差
階段の段差が困る

e,:交通手段
公共の交通手段がない

バス停などの交通起点までのタクシ一代等の支援
がほしい

その他に、 不安定になった時にクールダゥンできる
場所がほしい、 物理的なものではなく、 周りから理
解を得られないなどの意見がありました。

0 % 10% 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % ア0% 80% 9 0 % 1 0 0 %

学びたいという意欲は全国よりも高いです。

全国よりも生涯学習に関して前向きな意見が

多くなっています。

外出時の困難 (記述から)

物理的バリアで記述されていたものに加え、次の
ようなものが多く書かれていました。

〇保護者の負担

4

・ 常に保護者の付き添いが必要

大声を出すなど、予測できない行動を起二す時
がある

私自身、体力に自信がなくなってきている

親も本人も高齢になった時が心配

とにかく家から遠い、何もかも
周りの目が気になる

迷惑をかけるのではと思つてしまう
周囲の理解不足

( 4 )県生涯学習センタ ー

■生涯学習に関する課題- -
お子さんの生涯学習について、 あてはまるものを一つ選んで<ださい。



( 4 )県生涯学習センタ ー

■学習形態--
お子さんは、生渥学習をどのようにして続けていますか。 (複数回答可)
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トップ3は、 全国 ・秋田ともに、 一人で
できる学習形態でした。

●

●
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ホームぺージもご覧ください!

6 S %

園。.。%
特
に
な
し

地域の学習拠点となるぺき公民館や生涯学習
センターで低い数字が出ました。「だれでも」
学べる場への工夫が必要です。

■自由記述- 二一
障害のある方の生涯学習について御意見があればぉ書きください。

学習塾やスポーツ教室などで障害を理由に断られたことがあり、 以来、 障害

者を対象としたイべント以外は行きづらくなっている。障書があっても学び
たいことを学べる場が増えるとありがたいと思う。

田合なので参加させたくても交違の便が惡く、 いろいろ諦めたりすること

が多いです。 もっと地域ごとに参加しやすいのがあるといいのですが一

合理的配慮、特別支援という言葉を使わず、当たり前に障害者と向き合える

社会を築くことができればと思う。

秋田県生渥学習センター
〒0 l 0-0955
秋田県秋田市山王中島町1 -1
TEL018 -865 -1171
FAX 018 -824-1799
E-mailsgcen002@mail2.pref .akita.jp

https://www.pref.akita.lg.」'p/lifelon lE:/

秋田県生涯学習センター
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i
障害のある方が、楽しみながら「防災」を考え、日常生活
や災害時に役立つスキルを学ぶことができる4回シ リ ーズ
の講座です。 最終回には、 これまで身に付けたスキルを活
用し、 障害のない方と一結に防災について学びます。

「いのちを自分で守る̃自助̃」
̃身近lこできる防災対策̃
_豊月2;2_日_ .(土)
「東日本大震災・熊本地震から学ぶ̃共助・共同̃」
̃選難所の実態と課題̃

・
9 1 9 (土
「新たな防災教育̃アウ トドアと防災̃」
̃防災を学ぶって楽しい̃

_'0 月 2 4 日 (土)
「みんなで避難所を設置しよう !」
~短時間でプライぺート空間を確保する̃

a -

【問合せ '申込 (裏面参照) ] a
秋田県生涯学習センター

千 0 l 0-0 9 5 5  秋田市山王中島町l - l
TEL 0 l 8-8 6 5- l 1 7 l FAX 0 l 8-8 2 4- l 7 q 9
Eメールsgcen002@mai l2‘pref.aki†a.jp

3



( 4 ) 県生涯学習センタ ー

令和2年度 秋田集生渡学習センター 生種学習・社会教言関係者研修

市町村職員専門研修① 開催要項

1 趣 旨

生涯学習・社会教育関係職員に求められる知識 - 技能や、優れた実践事例を学び、行政職
員としての資質・力量を高める。あわせて、関係職員同士が交流する機会を設け、県内にお

けるネッ ト ヮーク形成の一助とする。

2 研修テーマ (案) , ,

「障害者の生涯学習支援̃障害者の視点で街を見よう ̃ 」
3 主 催 .

秋田県教育委員会

4 共 催

秋田県中央地区社会教育主事協議会

秋田県公民館連合会 秋田県社会教育主事連絡協議会

5 主 管
秋田県生涯学習センター

6 日 - 時

令和 2 年 9 月 9 日 ( 水 ) 1 0 時 が ら 1 6 時 ( 受 付 は 9 時 3 0 分 か ら )

7 会 場

秋田県生涯学習センター 講堂・中2階 (障害者スポーツコーナー )

8 対 象

次 の ( 1 ) か ら ( 4 ) に 該 当 す る 職 員

( 1 )市町村の生涯学習・社会教育主管課職員

( 2 )市町村の公民館・市民センター等の社会教育施設職員

( 3 )県の生涯学習・社会教育関係職員

( 4 )  その他、 障害者の生涯学習に関心のある行政職員

9 日程及び内容

l 0 : 0 0̃10:10 【開会行事】
10:10̃10:30

10:30̃11:00

1 l : 0 0̃12 :00

【講義】 「『障書者の生涯学習』 に対するニーズ調査から見えてくること」

講師 秋田県生涯学習センター 社会教育主事補 栗田 寿

【講一義一】一一一r一『一購一番-着一る-基一種事一書j器置一3一丕一面る一i一あ一l'i - - - ------------
講師 秋田県生涯学習センター 主任社会教育主事 柏木 .睦

【藤i義一活動一一一r一障書著l一素°二、1深一義一 i 一二一素:;-f -1-l一こ一a-l一義一二一」一一一一一一一 一一一一一一一一
・講師 秋田県生涯学習センタ一職員

12:00̃13:00 【昼食・休憩]

、 【 ワ ー ク シ ョ ツ プ 】「『街歩き体験』 山王編」

【意見交換】「『街歩き体験』から見えてくること」

【説明] 「『街歩き体験』 を障害者の生涯学習に活かすために」

進行 秋田県生涯学習センター職員

1 3 0 0 ̃ 1 4 0 0

1 4 1 5̃1 5 1 5
15.15̃1 5 4 5

l 5 : 4 5 ̃15 ; 5 0 【閉会行事】



1 開会

2 県生涯学習課長

あいさっ

令和2年度1章害者の生涯学習支援モデル事業

第1回地域連携コンソーシアム 議事録

日 時 : 令 和 2 年 9 月 1 日 (火)

1 0 : 0 0 ̃ 1 2 : 0 0

場 所:秋田県生涯学習センター

令和2年度障害者の生涯学習支援モデル事業第1回地域連携コ

ンソーシアムの開催に当たり、御挨拶申し上げる。

皆様には日頃から障害者福祉施策や特別支援教育及び社会教育

の充実・発展にっいて、 それぞれの立場で御尽力いただいている

こ と に. 心より感謝申し上げる。
さて、 平成30年度から開始した本事業であるが、 関係団体や

事業委託団体、各市町村、特別支援学校の協力があり、 3年目を

迎えた。今年度もバイロツト事業先5団体に継続して本事業を委

託し、県全体で本事業の推進を図つているところである。先日の

NH Kニュースこまちでは、北秋田市の講座の様子が放映された。

障害のある方もない方も、  一緒になって障害者スポーツ 「ボッチ

ャ」 を楽しんでいる様子を見て、 まさにこの姿が本事業の目指す

共生社会なのだと実感したところである。  今年度も引き続き、 関

係者同士が情報を密にして、 本事業の啓発等に御協力していただ

きたい。

令和元年度県内特別支援学校高等部卒業生の進路状況は、 就職

が 7 6 名 で 全体の 3 5 %、施設や医療機関の利用が13 6名で全

体の63 %であった。また、大学や専門学校への進学者は1人で

あった。 進路先は様々であるが、 一人一人に応じた高等部卒業後

の継続的な学びの場が必要と考えている。

こうした現状等を踏まえ、特別支援学校学習指導要領では、学

校教育段階から将来を見据えた教育活動の充実を図る観点によ

り 、  「生涯学習の意欲を高めると共に、社会数育その他、様々な

学習機会に関する情報の提供に努めること」  ま た 、  「生涯を通じ

てスポーツや文化芸術活動に親しみ、 豊かな生活を営むことがで

きるように配慮すること 」が新たに盛り込まれた。このことから、

学校在学中に校外学習等で地域の社会教育施設を利用する機会を

設けるなど、生涯学習への意欲向上を図り、特別支援学校卒業後

の学びの継続・連携を図つていくことが重要と考えている。

また、県教育委員会では、従来の連携協議会を発展させる形で、

今年度から新たに 「地域連携コンソーシアム」 を立ち上げること
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と した。 このコンソーシアムにおいて、  障害者の生涯学習推進i 、

向けて、 各関係機関がこれまで以上二にお互いの役割を明確にし、

情報共有を深めることで、学校卒業後の障害者の学びの場が更i.

拡充し、持続可能になることを願つている。

本日は委員の皆様方から忌庫のない御意見を賜るとともに、 1

事業の実施に当たり、関係機関の一層の協力と連携をお願い中 t

上げる。

l 委員委嘱

委員紹介

※委嘱状の机 上配付

※事務局より名簿順に委員を紹介

. 委員長、副委員長

選任

※委員長選任にっいて委員に諮つた結果、 事務局一任の声が上 1i

り、事務局から、秋田大学教育大学院教育学研究科教授藤井基

博委員が委員長に推薦された。 また、 委員長から同大学院教i
学研究科教授原義彦委員が副委員長に指名され、 承認される。

2年間の連絡協議会を経て、 いよいよ本県においてもコンソ ー

シアムが立ち上がることになった。 非常に意義のある会議だと ,,i
っている。 今後ますます障害のある方々の生涯学習が盛んになィ

ように、皆さんからB、憚のない御意見や御助言を賜りたいと思う

よろしくお願いする。

藤井委員長挨拶

1 協議

( 1 ) 事業説明 ①「学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研究i

業」 にっいて事務局の秋田県教育庁生涯学習課から事業内容o

説明

,質疑応答 なし

② 「令和2年度障害者の生涯学習支援モデル事業」 にっいて事器

局から事業内容の説明

→質疑応答 なし

③ 「地域連携コンソーシアム」 にっいて事務局から事業内容のa
明

※会議の公開にっいては、 コン ソーシアム開始前に報道各社へl7

情報提供を行うこと、県H P 美の国あ きた l へ掲載すること、

また本会議の議事録もH Pに掲載することを追加説明

→質疑応答 なし

④「共に学び、生きる共生社会コンフアレンス秋田大会」にっし

説

の



( 2 ) 各委託先の取組

予定にっいて

①北秋田市障害者

生活支援センター

さ さ え

て事務局から事業趣旨を説明

※新型コロナウイルス感染拡大防止の理由から、 今年度の大会

は中止する旨にっいて説明

→質疑応答 なし

北秋田市から指定管理を受けて、障害者の相談支援、生活支援

を平成19年度から行つている。その中で、開設以来、障害者の

学び・生涯学習にっいても支援してきた。 平成3 0年度から始ま

り3年目を迎えた令和2年度の事業にっいて説明する。社会福祉

法人が障害者を対象とした生涯学習講座を開催するという観点か

ら地域とのっながりを形成し、 障害への理解を求めながら進めて

きている。 これまで樣々な取組を進めてきたが、 コロナウイルス

感染症の影響で色々な事業を見合わせざるを得ない状況となっ

た。

計画①の「学びの会」にっいては、 自分たちが講座を開設する

ということから発展させ、地域の既存の一般講座に、障害者が当

たり前に参加し、一結に学ぶということをやってきている。北秋

田市生涯学習課が我々の思いを汲み、企画した5つの講座のうち、

2つの講座に参加した。 その様子が先ほど県生涯学習課長の挨拶

にあったテレビで紹介された事業である。

計画②の 「カフェ展開のための空き店舗の創出」 にっいては、

障害者になじむ町の既存のスべースが見つからない とい う こ と

で、なかなか進んでいなぃ現状である。そこで、今年度から「さ

さえ の屋外スべースにあるウッドデッキテラスにカフェスべ一
スを作つた。毎週金曜日の午後3時半からカフェを開催している。

計画③の「商晶開発」であるが、コロナの影響で進んでいない。

感染状況が落ち着き次第、 比内支援学校や秋田北鷹高校と連携し

ながら進めていきたい。 8月2 8日に運営協議会を開催した際の

提案で、 北鷹高校の生徒たちがリヤカーを引いて野菜を売つて歩

いている活動に我々もコラボできないかということを検討中であ

る。

計画④の 「ボランティア養成講座の開催」 は、 前回2回までは

「 本日のから く り カ フ ェ ̃ H〇 N N E言つていいんじゃね ? ̃ 」

という講座を開催しボランティアの育成を行つてきており、  今年

度もその方向で検討中である。 人事異動等でスタッフの変更もあ

るが、 生涯学習の学びを更に深める活動を進めていきたいと考え

ている.
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②能代市中央公民館

③潟上天王つく し苑

事業内容にっいては、 7月に第1回連絡会議を行い、 年間の事

業計画を話し合つた。 8月 1日と 3 0日 、陶芸講座を行つた。昨

年に続いて参加してくれた方がいるので、 作業がスムーズに行わ

れた。新しい講座を実施するのもよいが、継続させる講座があっ

てもよいと思う 。 この時の陶芸講座には、 2組の障害者とその家

族が参加した。 この後の予定では、 9月に防災実践講座で炊き出

し・防災講演を予定している。 この講座は県の公民館職員研修で

行つたものと同じ内容を、ぜひ能代でも障害者の事業として行い

たいと考え、 企画した。 講師は日赤秋田短大の及川真一先生をお

願いしている。

1 0月 3日・ 4日は、陶芸講座で作つた作品を公民館祭で展示

する。 一般の参観者に見ていただく機会としたい。

1 1月は、物づくり講座としてマスクや消毒液石けん等の製作

を行う予定である。 講師は、 能代山本就労支援センターにお願い

する予定である。 能代支援学校連携講座では、 毎年連携させても

らっているが、  今年も何かできないかと考えて計画している。

年明けには、地域イべントである「のしろまち灯りイべント 」

へ参加する。 コロナの関係でできないかもしれないが、可能であ

れば、何か物づくりのようなことを行つていきたいと考えている。

来年の1月には、公開講演会として災害時の障害者避難と支

援を考える」 と題し、パネリストに南三陸ホテル観洋の女将阿部

意子氏、岩手県社会福祉協議会地域福祉企画部長の斉藤穣氏、 コ

一一ァ'ィネー ターに秋田大学の容村佳則准教授をお招きし、 開催す
ることになっている。パネリストは、東日本大震災の被災を経験

している方で、その時の経験を話していただきたいと考えている。

来年の2月に、第2回連絡会議を予定している。

今年は、東京オリンピソクの年ということで意気込んでいたか、

コロナの影響で何点か計画等に変更があった。例年、運動とクッ

キング (調理 ) とい う コース制で行つてきた 。今年は、コロナウ

イルスの感染拡大防止のため、 公民館でクッキングはできないこ

とになり、運動の講座のみ計画している。

これまで、 秋田西高校、 金足農業高校、 五城目高校から高校生

ホランティアを募つてきたことに加え、 今年は男鹿・業高校にも
依頼した。 学校の担当者(ボランティア活動部顧問) が変わって

いて、 趣旨の説明に苦労したか、 同年代の高校生にポランティア

をしてもらうことで障害理解に役立ててほしいと説明をすると、

どの学校も前向きに捉えてくださり、校長先生をはじめとして話

をじっくり聞いてくれたことか印象深かった。

第1回目の講座は7月に行つた。開始時刻は、昨年は午前10
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④ N P 0法人逢い

⑤ ト ー タ ルサポー ト

ス クール リ ー ド 学舍

時からだったが今年は午前9時から開始することにした。 参加者

1 9 名 、 高校生ボ ラ ン テ ィ ア 1 9 名 、 ス タ ッ フ 8 名 の計 4 6 名 で

行つた。テーマは、 「友達になろう ・仲間になろう 」  とした。

ボランティアにっいては、 これまで何回も参加している高校生

がいて、 参加した障害者の名前を覚えていたり、 声を掛けたりす

るということが自然な形で見受けられた。参加した障害者の中に

も、 ボランティアのことを知つているという人も複数いて、 和気

あいあいとした雰囲気で講座が進んた。

今年度は、 天◆みどり学園にも講座案内のチラシを配付した。

昨年度まで、 「参加はしたいが交通手段がなく、 親が送らないと

会場まで行けず参加できない」という課題があったが、今年度は、

最寄りの4か所の駅まで迎えに行くという方法に変えた。 今年度

の講座の会場は飯田川公民館としたが、 最寄りの駅4か所まで迎

えに行 く こ とに した こ とで 、  5名ほどの障害者が電車とバスを使

い、参加することができた。 保護者も、 障害者の自立という面で

成果があったと提えている。

ボランティアは全員高校3年生であった。 中にはボランティア

経験が無い高校生がいたことから、 事前に1時間ほどのポランテ

ィア講座 (障害理解 )を行つた。その中で、  目隠し折り紙で視覚

が不自由な方への対応を学習したり、車いす介助の怖さを体験し

たりした。それを受けて実際の活動でゲームをした り 、手話で歌

ったりしながら皆で交流をした。  今後もっと参加者が増えるので

はないかという実感があった。

※代表者欠席のため事務局が説明

今年度の計画としては、 9 月 2 5 日 と 1 月 2 1 日に連絡協議会

を開催予定。 委員は、 障害者基幹相談支援センタ一担当者をはじ

めとする由利本荘市内の各関係機関担当者である。 実際の講座は

「 考 え よ う ! 暮 ら し の講座 」  「食べよう 1食育講座」  l 動 こ う !

スポーツ講座」 であ り 、 カダーレやナイスアリーナを会場として

実施する予定である。

リー ド学舍では絵画、 造形、 教科等の学習支援、 タ ブ レ ッ ト を

使用した学習講座等を実施しながら、 障害者の皆さんの個性や才

能を引き出す体験学習講座の提供を昨年度から実施してきた。 講

座の名称を 「 T A B I J I アダプタプラン 」  として、今年度も継

続して展開していく 。今年度の 「 T A B I J I 」の事業計画にっ

いて、会場は、湯沢翔北高校隣のTAB I J I 事務所1階。基本

活動日は、毎月第1、第3土曜日。活動時問は午後1時半から午

後4時半で計画している。 その時間帯であれば、 入退室は自由と
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・委員長

( 3 ) 秋田大学におけ

るモデル講座に

ついて

事務局

・委員長

している。 今年度は、 希望する方にオンライ ンでの受講も実施す

る。 材料費等が必要となる特別な講座以外は、 原則として参加無

料としている。

稲川支援学校、湯沢翔北高校、県生涯学習センター、湯沢警察

署、湯沢市社会教育委員等の協力をいただきながら、障害者の「や

ってみたい」 という気持ちを実現する所存である。

資料には、 「 T A B I J I ア ダプタプラン 」で推進していきた

いことをステップごとに示している。 現在は、 ステップ1の段階

である。 コロナ禍を注視しながら、 最終目標であるステップ4ま

で数年間で一つ一つじっくりと実現していきたい。

ま た 、 資料には地域資源である高校生の皆さんとの具体的な取

組内容を示してある。 「障害者との共生」 という社会的課題に対

して、若いうちから能動的に考え実行する力を付けてもらいたい

と 、 こちらの思いを高校に伝えたところ、ぜひ一緒にやらせても

らいたいとの返答だったことから、課題研究という教科の一環と

して取り組ませてもらえることになった。

今年度は、新型コロナウイルスの対策のための消毒液、マスク、

フ ェ イ スガー ド 、  換気その他必要と思われる全ての対策を施し、

参加者が安心して過ごせる環境づくりも行つていく。

5 つのパイロツ ト事業先から説明があった。 それぞれの事業先

の特色や強み、 地域実態等を生かした取組が行われていると感じ

た。 この説明に対して、 委員から質間や意見はないか。

→質問・意見なし

今年度秋田大学とい う地域の教育資源を、 障害のある人の学び

の場として活用できないかということを検討する 1年間としたい

と考えている。そのため、今年度にっいては、モテル講座として

1 2月以降に年2回実施予定である。  「大学における学びの検討

会」 を開催し、 秋田大学の藤井教授と学習内容等にっいて検討し

ていきたいと考えている。

私は、秋田大学と共に秋田大学附属特別支援学校にも籍を置い

ている関係で、両面から話をさせてもらう。今回、県教育委員会

から秋田大学におけるモデル講座の依頼かあり、 附属特別支援学

校の高等部の生徒と卒業生を対象にモデル講座参加の意向調査を

実施した。すると約3 0名くらいから参加したいとの希望があっ
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・委員長

( 4 ) 各委員から

障害者の生涯学習

に係る取組の紹介

等

・委員長

・委員A

・委員長

た。 希望内容は多種多様で、 スポーツ活動、 文化活動、 パソコン

等の情報機器利用、消費生活等を学んでみたいというリクェスト

があ り 、 今年度は2つくらいのモデル講座に集約して実施してみ

たいと考え、 現在調整中である。

一方で、受け皿となる秋田大学でも、準備をする職員・教員を

お願いし、 どのように運営をしていくのかということを現在検討

中である。 1 2月には第1回目のモデル講座開催予定である。 こ

のコンソーシアムの2回目の会で紹介する予定である。

ここまでの中で質問や意見はないか。

・質問・意見等なし

障害者の生涯学習を推進していく ために必要なこと、 質間等を

委員の皆さんから出してもらいたい。

自分が考える障害者の生涯学習は、 今日のこの会の方向性とは

違つていた。 健常者であれば生握学習とは継続性があって、 日常

的に活動できるものが生涯学習であるというイメージをもってい

たが、今日紹介されたものは県が事業委託をし、 イべント的なも

のをやっていく生涯学習という感じがする。 障害者が自発的・日

常的にできるものが真の生涯学習なのではなぃかと思う。 そのた

めにはどうすればよいかと考えたが、 今は県で予算を確保し取り

組んでいるが、 最終的には民間の活力を使つて取組を継続してい

くしかないと思う。自分も会社で就労支援の事業をやっているが、

そういう事業所にもっと力を付けてもらいたい。 例えば上曜日に

その場所を開放してもらい、 誰でも参加できる講座を開設するな

どが考えられる。 なかなか行政だけで実施することは難しいと思

う。民間の力を借りて、みんなに知つてもらいながら進めていく

という形で取り組んでいけば、 将来的には継続していけるのでは

ないかと思つている。

生涯学習とい う専門の分野から国内外に問わず障害者の生提学

習を実践している例などがあったら、 副委員長から紹介してもら

いたい。
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・副委員長

・委員B

・委員長

・委員c

私は大学で、 社会教育や生涯学習あるいは成人学習という分野

を研究している。 日常的なものとして、デンマークの生涯学習・

社会教育の事例では、 障害の有無を全く気にしないという国民性

がある。 日本だとなかなかそうはいかない。 デ ン マ ークでは目的

を決めると、どうすればできるのかというプラス思考で考え、「実

行するための障害をなくせばできるのではないか」 という考え方

がある。それを可能にしているのが、一人一人の意識であるとい

うところが大きい。 困つている人がいれば気軽にすぐ手を差し伸

べる、 そ う い う と こ ろ がデ ンマークの国民性なのだと思う。 日本

だと躊躇するところがある。 先ほどの委員からの御発言にあった

よ う に 、 イべン ト的な こ とではな く 、  日常的な学びに取り組んで

いくことにっいても、当事者はもちろんそうだが、周りがもっと

もっと意識を変えていくというこ とが重要なのではないかと思

う 。そのためにも、我々がこういう企画をしてイべント的なこと

をやりながら、一つ一つ積み重ねていくことが理解を深めること

になるのではないか。

長男が3月に特別支援学校高等部を卒業し、 4月から地域の就

労支援B型の事業所でお世話になっている。 仕事の方は順調だっ

たのだが、 息子の家庭での樣子を見ると、 スマホを見ている時間

が増えたような気がする。

最近の報道にもあるように、S N Sによる事件が増えている中、

果たして学校卒業後に何か被害にあったり、 事件になったりしな

いか親として心配である。

スマホやインターネッ トは、 日々進歩していて、その時代に合

わせた学習が必要だと感じている。 学校卒業後も、 日常生活に必

要なことを、継続して支援や指導をする必要があると感じた。学

校生活より社会生活の方が長くなるし、そういう支援や指導の中

での 「学び」 も大事なのではないかと感じたところであった。

本日資料を提出していただいた団体から、 資料の説明とともに

一言いただきたい。

当協会は、 スポーツを通して学びの支援をしている。 事業概要

には、在宅の障害者のスポーツ教室を載せている。全県1 0の地

区を対象として実施しているが、 コロナの関係上、 7 月 2 1 日 の

大館鹿角の教室までは全て中止となっている。 残りの4地区にっ

いては、 これから県障害福祉課と連携を取りながら開催していき

たい。

当協会に来る方は、 高齢者の方が非常に多く、 疾患をもってい



・委員長

・ 委 員 D

・委員長

・委員E

る方もいる。 競技が卓球バレーだとかなり 3密となるし、 ポッチ

ャはポールを共有するので注意しなければならない。 残りの開催

では、 競技を変えながら的を絞つて実施していきたい。

その他に当協会で行つているのは、 障害者スポーツ体験交流で

ある。昨年度は、秋田南高校中等部、金足農業高校、和洋女子高

校(現令和高校)が参加して実施したが、今年度は2校程度実施

する予定である。

その他には、 障害者競技審判員・指導者の養成講座があるが、

実施の方向で考えている。 県の障害者スポーツ大会の開催、 全国

障書者スポーツ大会北海道・東北ブロツク予選会への秋田県団体

競技チームの派遣はコロナの影響で中止となった。また、第 2 0

回全国障害者スポーツ大会鹿児島大会は延期となった。

本県からも東京パラリンピックへの代表選手派造を期待してい

るが、  その中で一番可能性があるのが潟上市在住の水泳選手S君

である。 支援学校を卒業してA市役所に就職した。 コロナウイル

スの影響で合宿等には参加できないので、 秋田県内でトレー ニ ン

グを積んでいる。

その他の当協会の事業として、 スポーツ推進員の派遣と各種ス

ポーツ用具の貸出をしている。 当協会の活動の周知方法は、 当協

会のホー ム ぺージに掲載したり、  協会だよりを関係団体に配付し

た り して している

実際に障害者スポーツに取り組んで、 どのよ う な効果がみられ

たかを紹介してほしい。

北秋田市の生涯学習課が5回のシリーズで開催した、 ボッチャ

等の障害者スポーツ講習会に参加した。第1回目の講座の時に、

老人クラブと民生委員がスタッフとして指導に当たった。 分け隔

てなく、スポーツ活動に生き生きと参加することができた。第2

回目の講座の時に「私たちの生活を見てください」 と伝え、民生

委員の方々を 「 ささえ 」  に招待して交流を実施することにっなが

った 。

能代市中央公民館でもュニカールを実施しているが、その様子

を紹介してほしい。

ユニカールを実施したのは、 平成3 0年度であった。 ユニカー

ルの道具は、能代市のュニカール協会にお借りした。場所は、能

代支援学校で行つた。 支援学校で収穫した野菜等をいただき、 そ

の場で食べて「もぐもぐタイム 」  とするなど楽しく実施すること
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・委員長

・ 委 員 F

・委員G

ができた

スポーツの話題が出たので、 次にアー トにっいてお話ししても

らいたい.

「アー ト リ ン ク う ち の あ か り 」  は、 秋田市にある地域活動支援

センターで、 障害のある方や、 施設や学校に気持ちが向かない方

等、様々な生きづらさを感じている方を対象にして、 アー トを中

心に活動をしている。アートが得意でなくても 、アー トの支援か

ら登録者を捉えていこうというのが我々の活動の趣旨である。登

録者は60名以上で、多くの方は他の施設に通つている。余暇と

し て活動 し てお り 、 平日は 7 ̃ 8 名 、 休日は 1 2 ̃ 1 3 名 ほ ど が

来てくれる。

特別支援学校とのつながりにっいては、近くに栗田支援学校が

あるので、 秋田公立美術大学の学生が寄宿舎に招かれてボッチャ

をやったり 、 寄宿舎の生徒さんにお茶でもてなしてもらったりし

ている。

秋田市から委託されている 「はだしのこころ」 と題した展覧会

を5年連続で開催している。 今年は、 コロナの関係で展覧会の開

催は難しい とい う こ と か ら 、 「 はだしのこころ 」のホー ム べージ

を開設して、 特別支援学校の生徒の色々な作品を紹介できれば嬉

しいと考えている。

障害者の方と継続的に関わっていくことが大切だし、何より当

事者の話を聞くことが大事で、本人はどう思つているのかを聞き

取りながら支援していくことが大事だと考えている。

また 、障害者が小 ・中 ・高校 ( 高等部 ) を卒業した後も 、  「夢

や希望をもってよいこと 」や 「経験がないと検索のしようがない

し夢のもちようがないので、 生涯を通じて色々なことを経験する

こ と 」  を支援しながら、 多様性と寛容性のある社会を目指してい

きたいと考えている。

本校では、 部活動として運動部の他に美術部がある。 美術部で

は由利高校の美術部との交流や共同制作の取組をしながら、 県の

美術展や地域の作品展へ共同作品等を出品している。 今年度はコ

ロナの影響で交流は難しいが、 リレ一形式で作品をやり取りして

制作するなど、 交流を続けていきたい。

在学中は、 このような交流をしながら作品制作をしており、そ

れが卒業後も継続していければ生涯学習にっながっていくが、 学

校の活動としての交流は卒業で途切れてしまう。在学中に、 どの

ように生涯学習にっなぐ橋渡しをしていくかということ、それに
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・ 委 員 H

・ 委員 I

公民館の生涯学習の行事への在学中の参加が、 これからの学校と

しての課題であると思う。 地域の方々は学校に非常に協力的であ

るが、 なかなかそれが卒業後にっながっていかないのが現在の課

題 だ と 思 う 。

相談支援専門員は、 障害福祉サービスを利用する方たちにサー

ビス等利用計画を作成している。 計画を作成するに当たっては、

福祉だけではなく、医療や教育、余暇の部分もお語を伺い、土日

の生活にっいても聞いている。 「 こ う い う こ と を や り た い 、 や ら

せてみたい」「こういうところに行つてみたい、行かせてみたい」

という本人や御家族の希望があれば、障害者スポーツ協会の事業

を紹介したり、 「 うちのあかり 」の事業を紹介したりしている。

事例として、 特別支援学校高等部を卒業して3年目の脳性麻痺

と身体障害のある男性の場合、 「自分が出かけたい時に、 自由に

出かけたい」 という希望があり、移動支援のサービスを使い、へ

ルパー と一緒に福祉タクシーを使つて移動するという支援を計画

した。 普段は就労系の事業所で働いていることから、 そこで得た

給料を使つて、駅前や大型商業施設に行つて買い物をしたり、映

画を見たりといった要望を計画に盛り込み調整している。 障害福

祉サー ビスを利用している方は、 相談支援専門員が関わっている

ので、 生涯学習という部分にっいても専門員を活用していただい

て、情報提供ができると考えている。

就業 ・ 生活支援センターは、 障害がある方の就労支援提供事業

所で、就労というと一般的に企業に就職するというイ メージがあ

るが、それだけではなく、決まった日の、決まった時間に、決ま

った場所に通うことを就労と提えて支援している。

他には、 働いている方の生活支援を行つている。 当センターで

は、 日常的で継続的なことはあまり行つていないが、料理教室を

東部ガス秋田支店で月1回、その他には率業生を対象とした集い

の場を秋田拠点センターA L V E (アルヴェ) を会場として提供

している n 出会いの場のルールは、 人と自分を傷付けないという

ことだけで、やっている内容は「愚痴」  「共感」 「情報交換」等、

参加者のニーズに応じて様々である。

「生涯」 というと死ぬまでということになるため、非常に重い

し広いと感じる。 当センターは、 1 8 歳から 6 5 歳までの就労年

間を支援する立場であり、 働く障害のある方を支援するスタンス

である。 働く際に必要となるパソコン操作にっいて支援したり、

働くに当たり向き不向きを判断する職業評価を実施したりして、

学校卒業後も様々なことを経験する。 自分を知る学び等、 学校で



・ 委 員 A

・委員 J

・委員長

・事務局

各委員からの提案

されたキーワー ド

の紹介

学ぶことと社会で学ぶこととは違う。 学校では経験できないこと

を社会で小さな失敗をしながら学んでいく。 「生涯学習」 と い う

とおこがましいが. このよ うなこ とも一つの 「学び 」  として支援
している.

障害のある子どもが、 1 8歳で世の中に出る際に、 企業等に就

職するか障害福祉サービスを受けるかの二者択一であるという現

状には、 疑問を抱いている。

秋田県には知的障害者が入れる職業訓練校がない。 九州の 「ゆ

たかカレッジ」  では生活介護と就労移行支援を組み合わせて、 障

害福祉サー ビスの中で4年間の学びの機会を障害者に提供してい

る。 学校では就労するための実習等を行い、 1 8歳で世の中に出

た後で、生涯学習等の継続できるようなことを学習させるという

こ とは. 無理だと思う。そういう意味では、 もっと選択肢を広げ
てあげること、つくっていくことが大事なのではないか。学校で

は余暇活動等を広げていかなければならないし、 そ うい う機会を

つくればよい。

「暮らしるべの会」  とは、 学校を出てからの道しるべをっくる

という目的のための会である。 自分も養護学校(支援学校)の卒

業生である。 支援学校を卒業すれば、 生涯学習や障害福祉サー ビ

ス等の情報が何もないと感じている。

県外に出た卒業生は、秋田に帰つて来たくないと言う。それは、

交通ネットヮー ク、移動手段がないからである。交通手段がない

というのが課題と考えている。今回は、 こ うい う話題でグループ

ワークができればよかった.

今、 提集があったように、 障害者の生涯学習推進にっいて委員

で理解を深めていくためにはグループワークが必要なので、 第 2

回目のコンソーシアムで取り入れるよう 、 事務局で検討してもら

いたい。

本日のコンソーシアムで出た話題のキーワー ドの紹介をお願い

する 。

私たちがこれから日指していくことは、 継続的 - 日常的な学び
の場を創出していくべきであるということではないか。官民協

働で、 まさにこの場がその場ではないか。

共生社会のためには、因り感を共有・理解できるという基本的

なこ とを一つ一つやっていく n
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・委員長

県障害福祉課

・ 県生涯学習センター

障書者の生涯学習は、社会人としての学校を離れた後に生活し

ていく場面が意識される。 先ほど学校内学校外の学びという話

があったが、 生活していくための学びを支援し、 継続的に取り

組んでいく必要がある。

スポーツでも文化でも、 やはりコロナの影響が非常に大きいと

いう話があった。 そうした中でも工夫しながら様々な人的交流

や派遺を通じて、 健常者にも障害者理解を促進していく必要が

ある。

既存の様々な市民講座、行政の実施している講座等に障害のあ

る方も分け隔てなく参加していける共生社会の実現を目指して

いかなければならない。

支援学校在学中に生涯学習への橋渡しができる切れ目のない支

援、 途切れのない支援が必要である。

自分の思う時に好きな活動ができることが選択肢として重要で

あ る こ と 。 手法は様々であるがそのような機会が保障されてい

るということ。また、手段のみならず情報等があることが大切

である。

関係機関から提供されている資料の紹介をお願いする。

県障害福祉課からは、障害者の差別解消条例の関連事業の中か

ら2つ紹介する。

1つ目は、 障害者サポータ一養成事業である。 条例の中では、
障害のある方ない方が、 お互いに理解し尊重し合いながら共生社

会を目指そうということになっているが、条例の中で大事にして

いるのはコミュニケーションである。理解をしていても声を掛け

るのは難しいということがある。各地域で、 「何かお手伝いでき

ることはありませんか」  と一歩踏み込める方を少しでも増やした

いという目的である。県で講師を養成し、市町村単位で講座を開

催してもらうことにしでいる。昨年度はモデル事業として3市で

開催した。今年度は13市で、  3年目の来年度は全25市町村で

実施予定である。

も う 一つは、障害理解ハンドブックである。秋田大学や県、各

種団体の協力で作成した。 今年度は、 小学生向けのハンドブック

を作成し、  県内全小学校の4年生に配付し、 授業の中で使つても

らうことになっている。民間の力をお借りして各種団体と連携し

ながらこれからも県民の障害理解の促進を進めていきたい。

県生涯学習センターでは県民向けの講座を開設しているが、 イ

べント的にやるだけでは効果が薄いと考えた。 そこで、 市町村の
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( 5 ) 講 評等

副委員長

モデルとなるような講座として、 現代的な課題である 「防災」 に

関して、障害のある方を対象として、 4 回 シ リーズの講座を企画

している。 今回チャレンジしているのは、 午前中に障害者向け、

午後に同じテーマで一般の方向けとしている。 障害のある方は、

最初から一般の方と一緒に受講するというのはハードルが高いと

思われたことから、 1 ̃ 3回は午前・午後別々で行い、最後の4

回目は合同で、 一緒に避難所を開設するという形をとっている。

1回目は、命を自分で守る自助をテーマとして行つた。市町村

職員専門研修では、 障害者の生涯学習が大きなテーマとなってい

るので、市町村の方々に学んでもらおうということで企画した。

主な内容としては、「街歩き山王編」 ということで車いすの体験

として、  先ほど県生涯学習課から話があったコンファレンスのミ

=版という形で行うことを計画した。
また. 障害者の生涯学習のニーズに関する調査概要版というこ
とで、 昨年度全ての特別支援学校の協力を得て保護者の方々にア

ンケー トを取つた結果を皆さんに配付している。 今年度は、 詳し

く分析をしたものを詳細版としてまとめる予定である。

昨年度、 障害者スポーツの講座を開催したが、 障害者と健常者

が一結に実施するということが非常に重要であると提え、  当セン

ターにも障害者スポーツコーナーを設けている。 ボッチャや卓球

バレ一等ができるコートをっくったので、是非帰りに見ていって

ほしい。

今から 5 0年前、 小畑勇次郎知事の時に、 秋田県は生涯教育の

先進県となり、 生涯学習を全国に先駆けて進めてきた。 その中に

は、  「障害者の生涯教育」 とい う こ とが 5 0 年前に盛 り込まれて

いた。しかし、生涯教育のスタート地点であったということから、

「障害者の生涯学習」 にっいてはなかなか手を付けられないでき

たのが、それがようやく今、花開いているというよ うに思つてい

る。

今回のコンソーシアムは、 全国で4か所しか実施していない。

その内の1か所が秋田で行われているということも、生涯教育を

進めてきた秋田県と、 県内の各団体が進めてきたことが結集され

ている とい う よ う に思 う 。 ま さに 、 これは全国から注目されてい

る取組だと思う。各団体の方たちが集まり、本日のように話合い

を進めていくという機会は極めて少ないと思う。

資料の文部科学省の概要図には、 「障害者が社会で自立してい

く 」 ということが大きなねらいになっている。社会で自立してい

くということには、精神的な自立、経済的な自立、社会的な自立

等、色々な自立がある。 そ うい う中に、  今までの取組がどの白立
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・委員長

6 諾連絡

事務局

7 閉会

にっながっていくのかを考えていく と視点が見えてく る と 思 う

皆様からは、 熱心な御協議をいただき改めて感謝申 し上げる。

それぞれの所属の各分野で、 障害者の生涯学習推進に向けて取組

を進めていただき、 その取組状況や成果を第2回目のコンソーシ

アムで報告してほしい。

・今年度、 県生涯学習課では委託先の5市以外の20市町村の教

育委員会を訪問し、 障害者の生涯学習の推進へ向けて体制を整

えてもらえるようお願いをして回る予定である。

次回のコン ソーシアムでは、 テー マ を 「各地域での関係機関と

の連携」 とし、本日委員の皆様からいただいた意見を参考にし

て、 小グループでの協議を取り入れ、 各地域での取組や改善点

等にっいて話し合い、 各地域で障害者の生涯学習の推進を考え

ていきたい。





第 2 回
地域連携コンソーシアム





令和 2 年度障害者の生涯学習支援モデル事業

第2回地域連携コンソーシアム

期 日 : 令 和 2 年 1 2 月 2 2 日 ( 火 )

時間 .午後 1時から午後 3時 3 0分まで

場所 ・ 県 生 涯 学 習 セ ン タ ー 講 堂

く 次 第 >

1 開会

2 生涯学習課長あいさっ

3 行政説明

「学校率業後における障害者の学びの支援に関する実践研究事業」 にっ

いて

文部科学省総合教育政策局 男女共同参画共生社会学習,安全課

障害者学習支援推進室 障害者学習支援第二係

係長 井口 啓太郎 様

4 事業報告

「秋田大学における障害者の生涯学習モデル講座の取組」 にっいて

5 グループ協議

く協議テーマ >

「障害者が地域の学びの場に主体的に参加できる持続可能な地域にする

ために、 関係機関ができることは? 」

6 講評

7 その他(諸連絡)

8 閉会



令和2年度第2回地域連携コンソーシアム参加者名簿

N〇 處 名 所属 ' 細離等、 備考

1 藤井 度博 秋田大学大学院教育学研究科 教授

2 原 義彦 秋田大学大学院教育学研究科 教授

3 牧野 真悟 ウェルビ-,ーいずみ就業 ・ 生活支援センター tンタ一長

4 田中 勉 秋田県手をっなぐ育成会 会長

5 斎藤 確和 社会福祉法入秋田育明会竹生套 相談支援専門員

6 吉田かおり 秋田県特別支援学校PTA連合会 前会長

7 佐々木光雄 秋田県障害者スポーツ協会 会長 随行l離進良 使l護手

8 安藤 郁子 秋田公立美術大学 准教接〔NPOit l,アー トi'ンタtらのaかり 代表理事1
9 管原 睦実 暮らしるべの会 代表

1 0 liE田 牧男 社会福祉法人県北報公会照国市能9生活支難ンターささt1 理事長 代理l常親事成田重路

1 1 小林 純 能イ t市中央公民館 館長

1 2 佐藤千校子 社会福祉法入南秋福祉会潟上天王つくし苑 施設長

1 3 佐藤 裕子 N P〇法人達い 障がい者支接事業所 副理事 監行lスタッフ器木建

1 4 同部 浩美 トータルサポートスタールリー ド学舎 代表 時行1スタッフ願A美子

1 5 小笠原 隆 北秋田市健康福祉部 福祉課長 lt理l i」主#離二

1 6 田口 俊成 能代市教言委員会生涯学習・スボーツ振興課 説長
1 7 題庭 輝雄 潟上市教育委員会文化スポー ツ 課 課長

1 8 佐々木直樹 由利本荘市教青委員会生涯学習課 課長 代理 , 主任 解公法
1 9 藤山 英信 湯沢市教育委員会事務局教育部生涯学習課 課長

2 0 鎌田 裕 t 秋田原立比内支援学校 技長 代理 1 a照 P藤業子
2 1 佐藤 玉結 秋田県立能代支援学校 校長

2 2 佐々木孝組 秋田県立支援学校天王みどり学園 校長

2 3

高橋' 譲

秋田県立ゆり支援学被 校長

2 4 佐藤 博司 秋田県立描川支援学校 校長

2 5 驚容 弘子 県健康福祉部障害福祉課 課長 代理;銀真山主よ郎

2, 6 新井 敏彦 県特別支援教育課 課長 lt理ま任總主事
性i細 1l1

61

事務局 .秋田県数育庁生涯学習課



文部科学省行政説明資料

障害者の生涯学習支援について
̃共に学び、生きる共生社会を目指して̃

文部科学省HPでは、障害者の生渥学習の推進に関する情報を公開しています。

是非ご覧<ださい!

http://www.mext.gojp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index.htm

盟 開書
f 第題

商 配 者 の 班 学a- or 器一 -:配
; . .  目

令和2年12月

文部科学省総合教育政策局
男女共同参画共生社会学習・安全課障害者学習支援推進室

障害者の生涯学習をめぐる社会情勢の変化

文部科学省の取組の経緯

● 平 成 2 6 年 「障害者権利条約」 批准
→第 2 4条 『生涯学習の機会の確保」
●平成28年 「障害者差別解消法」の施行
→国・自治体における合理的配慮の義務化

● 平成29年4月、 大臣メッセージ
「特別支援教育の生涯学習化に向けて」 を発出
●平成29年度、生涯学習政策局に
(現総合教育政策局

男女共同参画共生社会学習・安全課)

「障害者学習支援推進室」 を新設



文部科学省行政説明資料

障害者の生涯学習に関する現状と課題

障害者の学校卒業後の状況

特別支援学校から高等教育機関への
進学率は約4%、ほとんどの
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※平成3 0年度障害者本人の意識等調査の結果より

「一緒に学習する友人, 仲間がいない」 →7 1.7 %
「学ばぅとする障害者に対する社会の理解がない」

→6 6.3 %
「知りたいことを学ぶための場や

学習プ口グラムが身近にない」 →6 7.2 %
3

障害者の生涯学習に関する現状と課題
「障害者の学習活動の支援」の経験, 事業 ,,

担当者 , 組織の有無

障害者の学習活動の支援について…

関わった経験がぁる公民館等 →1 4.5 %

関わる事業を行つている公民館等 →1 0.3 %

関わる担当者がいる

関わる組織がぁる

→5.6 %

→3.3 %
文部科学省「学校率業後の障書者が学習活動に参加する際の阻害要因・促進要因等に関する調査研究」4

6 3



文部科学省行政説明資料

基本的考え方

障書者基本計画 ( 第 4次 ) ①
( 平 成 3 0 年 3 月 3 0 日 間議決定)

障書の有無によって分け隔てられることな<、国民が

相互に人格と個性を尊重し合う共生社会の実現に向
け、可能な限り共に教育を受けることのできる仕組み

の整備を進めるとともに、いわゆる「社会モテル」を踏
まえっつ、障書に対する理解を深めるための取組を推

進する。

また、高等教育における障害学生に対する支援を推
進するため、合理的配慮の提供等の一層の充実を図
るとともに、障害学生に対する適切な支援を行うことが
できるよう環境の整備に努める。
さらに、i-一害者が、学被 2i1,装後も含・'jた 一1; の一生を
通l、: -1: 目らの可能1iを追1tて i 11111 i電蛙を整え、it域1
の 目 とia1-i.1、生i,◆る:とができ・i)よ J 、生,+
を通じて教育・,スホー ツ、文 1t等のl蒙々なii表1会l二差i l_
む1二めllr,関1系新a1表をi i断的.i・つ総合的に渡itすると

( 3)高等教育におiけるl連書学生支援の推進

第3期教育振興基本計画

( 平 成 3 0 年 6 月 1 5 日 閣藤決定)

第2部今後5年間の教育政策の目標と施策群
3.生選学び、活理できる環境を整える

障害者権利条約の批准や障害者差別角準消法の施行等も踏まえ、障書者が、学検率業後も含めたその一生を通
じて、自らの可能性を追求しっつ、地域の一員として豊かな人生を送ることができるよう、生涯を通じた教育やス
ボーツ、文化等の様々な学習機会の整備に関する関係施策を横断的かっ総合的に推進する。

〇学校率兼後における障書者の学びの支援
障書者の各ライフステージにおける学びを支援
し.障書者の地域や社会への参加を促進し、共
生社会の実現につなげることができるよう、学校
率業後の障書者が社会で白立して生きるために
必要となる力を生日二わたり維持・開発・伸長す
るための、効果的な学習プログラムや実施体制
等に関する研究や成果書及等を行う。

〇地域学校協働活動の推進

地域と学検の違携・協働の下、地域全体で子

供たちの成長を支え、地域を創生する地域学校
協働活動を. 特別支援学技等を含めて全国的に
推進し、障書のある子供たちの放課後や土曜日

等の学習 -体験プ口グラムの充実や.企業等の
外部人材等の活用を促進する.

障害のある子供が、その能力や可能性を最大限に伸ばし、自立し
社会参加することができるよう、医療、保健、福祉、労働等との連機

を強化し、社会の様々な機能を活用した教育の充実を図る。

〇 大学等における学生支援の11産
障害のある学生の在籍者数が急激に増加している高等教育段階の状況

を踏まえ、各大学等における修学支援・就労支援体制の整備を促進すると

ともに、大学等と関係機関(福祉や労働行政機関、障書当事者団体.企業
等)とが連携した取組を促進することにより.各大学等における障書のある
学生の修学を支援する,また、放送大学においてまた、放送大学におい

てテレビ授業への字幕付与や点字試験間題の作成など、陣書のある学
生への学習支援を層充実する。

0障書者スボーツ.障言者の文化芸術活動の振興等
障害者の継続的なスボーツの実施促進に向け、身近な場所でスポーツを

実施できる環境整備や、特別支援学校等を活用した地域における障害者

スポーツの拠点づくりを進める,また、障書者の侵れた文化芸術活動の国
内外での公演・展示や障書者が芸術作品を鑑宣しやすい環境づくりを推進

するとともに、パリアフリ一字幕や音声ガイド制作支援を行うことにより、映
像芸術の普及 -振興を図るn 併せて、図書a官等の環境整備を促進する,

〇学校卒業後の障書者が社会で自立して生きるために

必要となるカを生選にわたり維持・開発・伸長するため、
効果的な学習や支援の在り方等に関する研究や成果書
及等を行い、障書者の各ライフステージにおける学びを
支援する。このことを通じ、障書者の地域や社会への参
加を促進し、共生社会の実現につなげる。

〇地域と学検の連携・協働の下、地域全体で子供たち

の成長を支え、地域を創生する「地域学校協働活動」を、

特別支援学校等を含めて全国的に推進し、障害のある
子供たちの放課後や士曜日等の学習・体験プ口グラムの
充実や、企業等の外部人材等の活用を促進する。

〇放送大学において、テレビ授業への字幕の付与や点
字試験間題の作成など、障害のある学生への学習支援
を一層充実する。

〇公共図書館、学校図書館における障害者の読書環境
の整備を促進する。

〇その他、障害者が生涯にわたり教育やスポー ツ、文化
などの様々な機会に規しむことができるよう、多様な学習
活動を行う機会を提供・充実する。
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〇趣旨
平成26年の障害者権利条約の批;住(障害
者の生 131学習の確保が規定)や平成28年4
月の障書者差別解消法の施行、平成29年4

月の文部科学大臣メッセー ジ(特別支援数育

の生渡学習化に向けて)を契機とする取組等
も踏まえ、学校率業後の障害者が社会で自立

して生きるために必要となる力を維持 -開発 -
伸長し、共生社会の実現に向けた取組を推進

することが急務である。
今後、人生100年時代を迎え、超スマー ト 社

会(Society5.0)に向けた経済社会の変化が一
層加速する中で、講もが必要な時に学ぶこと

のできる環境を整備し、生Jlli学習社会を実現

するとともに、共生社会の実現に寄与するた
め.学校率業後の障害者の学びに係る現状と
課題を分析し、その推進方策について検討を
行う有識者会議を設置する。

〇検討事項
(11学校卒業後における障害者の学びの推進

方策に関する検討
( 2 )その他

〇検討の主なスケジュール
平成30年2月設置̃
平成30年9月 論点格理

〇委員一覧 >く◎座長、〇副座長(五十音順、敬称略)

朝日 滋也 東京都立大塚ろう学検検長

管 野 較 東京学表大学教授

是 松 昭 一 国立市教育委員会教育長

田申 秀樹 社会福祉法人一麦会理事長

田 中 正 博 2020年東京オリンピック -パラリンビックに向けた障書者
の文化表術活動を推進する全国ネットワ ク事務局長、
全国手をっなく'育成会連合会続括

田申 良三 愛知県立大学名誉数授

津 田 英 二  神戸大学大学院人間発連環境学研究科教授

戸田達昭 シナプテック株式会社代表取輪役

松 田 裕 二  千葉県教育庁生涯学習課主幹兼社会教育振興室長

〇松矢勝宏 東京学芸大学名誉数展、
全日本特別支援教育研究連盟理事長

愛 輪 優 手 積河電機株式会社人財総務本部室ダイパーシティ推進課
◎宮時英意 全国特別支援教育推進違盟理事長、東洋大学名誉教授

山田登志夫 公益財団法人日本障がい者スポーツ t我会常務理事
綿貴愛子 NP0法人東京都自閉症t癌会役員、

NP0法人リトルプロフェツサ ズ副代表

(オブザ バー:
厚生労働省社会 -援護局障書保健福;llt部障書福祉課
同 職業安定局雇用開発部障書者雇用対策課

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

国立数育政業研究所社会数育実i主研究センタ

平成31年3月 最終報告

有識者会議最德報告のポイント

目指す方向性

b 誰もが、障害の有無にかかわらず

0 障害者の主体的な学びの重視、個性や
得意分野を生かした社会参加の実現

取り組むぺき施策

〇 国、地方公共団体、特別支援学校、大学、民間団体が

役割分担し、 多様な学びの場づ<りを推進

〇 教育、福祉、労働等の分野の取組と連携の強化が重要
8
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「障害者の生涯学習」 を支える実践の多様性

・※神戸大学・津田英二数将lしよる整理 ( 「障害者の生、産学習支i碧推進の考え方」 『社会数育』201 8年12月号、 日本青年館より

「障害者の生涯学習支援活動」に係る文部科学大臣表彰とは

1 . 趣旨

障害者の生涯を通じた多様な学習を支える活動(「障害者の生涯学習支援活動」という)を行う個人又は団体
について、活動内容が極めて優れているものを文部科学大臣が表彰。
その活動を事例集としてまとめ、公表することで、当事者、支援者、自治体等に広く周知し、障害者の生涯学習支
援の推進を図る。

2 . 表彰の対象

障害者とその保護者、支援者、専門家等の意見や状況等を反映しつつ、「障害者の生涯学習支援活動」の普及
及び発展のために尽力・貢献し、社会教育やスポーツ、文化芸術等の分野における活動を活発かっ継続的に行う
個人又は団体。

①功労者表彰

見n 以上)に渡る活動の功績を讚えるもの。
②異励者表影
活動に願著な成果がぁり、今後の発展や他への普及が大いに期待されるもの。

3 . 選定方法

①都道府県・指定都市からの推薦、②全国の大学からの自震、a)文科省が関イ系団体等と連携して推震した候
補者について、審査委員会の審査を経て被表彰対象者を選定

4 . 表影件数(果計) : 2 6 5 件

学習、スポーツ、文化差術、情報保障、その価昆合するものなど、障害学習は多岐にわたる
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都道府県・政令指定都市からの推薦件数 (累計)

表彰件数(H 2 9̃R 2年度)
7件以上; -
4 ̃ 6 件 :
1 ̃ 3 件 :
0件 :

事例集

g̃
a l最市 2 l 名古量市
仙台市 l 京都市 3

さいたま市 1

i
l 大販市 1

千業市 場市

積浅市

1 l1 ial市
3 神戸市

1l 間山市

相a原市 1 l 広i市
新n市 l 北九州市 2

ll面市 2 l 福国市 1

振松市 4 l 線本市 2

1

令和2年度
「障書者の生選学習支授活動」に係る

文部科学大臣表彰

事例集

障害者の生涯学習一 。r富
6 7

2
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ll覚l章書者等の誌書環境の整備の推違に開する法律 (i室書パリアフリ一法) 1lll要
目 的 ( 1 条 )_
解 ( =解、発建障書、月交体不自由等の障営1こより、新にっいて、視覚による表開製な者 )の読書環境の整備を総合的6、つ言個的に設

障書の有無にかかわらず全ての国民が等しく読書を通じて文字・活字文化の意沢を享受することができる社会の実現に寄与

基本理念( 3条 )

アクセシプルな電子書籍等 lデイジ一図書・音声読上げ対応の電子書館・オーディオブック等) が視覚障書者等の利便性の向上に
著しく資することに鑑み、その苦及が図られるとともに、視覚障害者等の需要を踏まぇ、引き続き、アクセシ力l・な書箱(点字図
書・拡大図書等 )が提供されること

アクセシブルな書範・電子書箱等の量的拡充・質の向上が図られること

に応じた がなされること

国・地方公共団体の責務 ( 4 条 ・ 5条 )

国は、視覚障書者等の読書環境の整備の推進に関する施策を総合的に策定・実施

地方公共団体は、国との連携を図りっつ、地域の実情を路まえ、施装を業定・実施

基本的施素 ( 9 条 ̃17条)

①視覚障害者等の図書館利用「こ係る体制整備等(9条) ⑥端末機器等・ これに関する情報の入手支援 (14条)
②インター ネットを利用したサー ビス提供体制の強化(10条) ⑦情報通信技術の習得支援(15条)
③特定書箱・特定電子書総等の製作の支援(11条) ⑧アクセシブルな電子書籍等・端末機器等に係る先端的技術等
④アクセシブルな電子書結等の販売等の促進等(12条) の研究開発の推進等 (16条)
(1i)外国からのアクセシブルな電子i1港等の入手のための環境整備(13条) ③製作人材 - 図書館サー ビス人材の青成等(17条)

※地方公共国体は 、 的 のーアキストテー タ等の提i lイ111,11l1部分1i)・e1、一 8 を除き.国と同様に施策を證ずる.

文部科学大臣・9生労ll大巨が定める基本計国で基体化 ( 7 条 ) 、 地方公共国体は計画素定の要力●藤 ( 9 条 )

協議の場等(1s,条) 政府に対し、施集の実施に必要な財政上の特f事をt務付け(6条)

文部科学省、厚生労働省、経済産業省、総務省等の関係行政機関の離員、国会図書館、公立図i館. 大学等の図 i館、学校図 i館、点字図 i館.
上記aのネッ ト ワ クの通営者.特定書器・特定量子書器等の製作者.出版者、視覚随書者等その他の関係者による協議の場を設ける等

・読言環境の整備を進めるに当/こり

〔施策の方向性 1
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レッ ト 。・ 有識者会議報告「障害者の生涯学習の推進方策につい
て」に基づき、文部科学省が令和2年3月に作成。・ 学校の授業や事業生の同惠会等で、学校率業後の学び場
るきっかけとして活用 ・ 配布していただく こ とを期待。

m_二, 1i' ; _ :・全16ぺー ジ構成のリー フレットの主な内容は以下の通り
ている生渡学習の事例を掲載。公民館などの地域の社会
教育施設や大学で学べる活動を紹介。・ P 7 ̃ 1 0 ; ワ クシ トになっており、得意なこと、好き
な こ と 、 将来の夢を考えることを通じて、 率業してから
やりたい生獲学習を考えてみることを目的としている。・一P i i,i2 :国、関係機関など社会全体が、障書のある人の
生涯学習を応援していることを伝える。

開 i, l M ,司 統 出

の紹介や

べ一

について、 特別支援学校等の
した 「わかりやすい版 l リ フ

/ 裏表紙には、 「あなたの街の障書者学習支援担当窓口」を
記入できる枠を設けており、配布する際に、問合せ窓口の
連絡先を入れて配付することができる。

【本リ フレッl、掲載URL】 https://www.me1,lt.go.jp/amenu/lkusel/gakusyushlen/mext_00601.htm1 15ｻ

特別活動として
将来におljる自己実現に関わり, 一人一人の主体的な意思決定力'大切であることを学ぶ。ｻ
R体的には
高等部準業後の社会生活においても,様々なことを字んだり,職業経酸を積んだりすることが大切であることを学ぶ。

さらに,自分自身の在り方生き方や進むぺさ方向,l生とその具体的iは選択1技について探索 -試行する必要力'あることを学.l .
・その 1で. 常に将来證計や目標を修iFして, 自[◆実現にlli」けて努力していくことが大切でlf )る‘二とを学ぶ.

111l来, 一人馨らしをしてみだいと患し 、ますが, 一人で料理やお金の當理がきちんとでき
るか不宣でした. 調ぺてみたら. 住んでいる市「こも青年学級があるみ1たいたiから. 率業
したら学びに1Jきたいと思いましだi, (田子3ぺージを学習したAさんの感想)

f
:

・

一一一一-

,,教科「購業」として
理能場C 1働くことを中心とした生活をす4上で求められ?,, 休日の右効な生かし方などについi学ぶ,,ｻ
具体的には
公共施設が提供し(いるサ ビAや. 地域のサ クル活動などを利用il'i・1:とにより,休日を有効に生かiことがcきることを学,J1.
・職場1,よっcは. レクリ1 ションやサ クル活動. 福利厚生施設が能さ「1(いることを学ぶ,, ,
その上で,自分の生活11°二 ズに沿つて.これらを組み合〇eて利用するなど, 休Ejの計l直l的な過ごし方を考 11lる,

部活動でダンス部に入つていて. 率業するときにダンスをやめないといけないと思つて
いましたが,社会人が入れるサークルがたくさんあるんですね,ll事が1aの日は , ダ
ンスでリフレッシュできそうです. (l「a子10ぺージに書かれたBさんの思い)

f ig
'
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第1章 総則

第 2節 数育課程の編成

第5款 生徒の調和的な発蓮の支援

1 生徒の調和的な発達を支える指導の充実

( 5 )生能が,学校教育を通じて身に付けた知

識及び技能を活用し, tてる能力を最大限

伸ばすことができるよう , 生渥学習への意
欲を高めるとともに , 社会数有その他様々
な学習機会「こ関する情報の提供に努めるこ

と , また ,生涯を連じてスホーツや芸術文

化活動に親しみ, 豊かな生活を営むことが

できるよう ,地域のスポーツ団体 ,文化差

術国体及び陣害者福祉団体等と連携し, 多

様なスホーツや文化差術活動を体験するこ

とができるよう配慮すること.

本項は, 障書者のライフステージ全体を豊かなものとするためには.

障書のある生能に対して学校教育段階から将来を見揺えた教育活動の充

実を図ることを示している,

人が豊かな人生を送つていこうとすれば. 単に生活が保陣され, 仕事
により資金を得て, 社会における役割を果たしていくのみならず, 学習,

文化. スボーツといった生涯にわ1i:i二る学習や体願の中から生き甲斐を見
つ「:1, 人と繁がっていくことが必要となってくる.
そのため学校教育においては, 率業後の生活において,進路に関する

指導だけではなく , スボーツ活動や文化活動などを含め. 障書のある生

1定が. 白i実現を図るための生1産にわたる学習活動全般を楽しむことが
できるよう ,第2章以下に示す各教科・科目等又は各教科等の指導や.
第 1 章第 2節第 3款の 1 の ( 6 ) 及び第 5款の 1 の ( 3 ) , 第6款の1の

(3 )「こ示されてl,、ることを踏まえ . 在学中から地域における活動に参加
し , 楽 しむ態度を養 う と と もに , そのために必要な行政や民間による支

援について学l3lなど . 率業後においても様々な活動に積極的に参加でき
る よ う , 生涯学習への意欲を高めることが重要である.
障書のある生1走が. 学校率業後も1必要な支展を受けながら豊かな生活
を送るためには. 特別支援学被と, 企業や障書者福社施設考. 高等教育
機関といった率業後の進路先とが, 密接な連1装を図る一しとが不可欠であ

る.
引き続き,特別支援学被の陽におし 、ても ,  学校教育のみならず,  社会
教育, 文化及びスポー ツといった,就労や日常生活の時間とは異なる.
生涯を通じて人々の心のつながりや相互「l:理解しあえる活動の機会が提
供されるよぅな機能が総合的に発煙されるよぅにすること t大切である , 7

文部科学省では、 平成30年度から、
具体的な学習プ口グラムや実施体制等
に関する実践研究事業を実施
現状と課題

令和2年度は全国20力所
で実践モデル構築を行う
研究が進展ｻ
その成果の普及、 理解
の促進が今後の課題

社会福祉法人一麦会(和数山集1の取組

や 題を共

関係する行政職員、
実践者、関係者等が

一同に集まる場 aa基
=コンファレンス開催,8
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令和2年度「学校卒業後に

- 国立大学法人長崎大学
〔長崎県1

おける障書者の学びの支援に関する実践研究事業」
採択予定団体地域分布

者の数育と白立の保障をすすめる会
l要知県)

福岡市手をっな く゛育成会保護者会
1権画県)

・富ll lM.,

・国立大学法人筑波技術大学(表喊県1

国分寺市数育委員会1東京都)

学校法人日本社会事業大学 (東京都1

NP0法人障がい児・書の学びを保障する会
(東京都)

NP0法人PandA - J 1東京都)

・NP0法人ピープルデザイン研究所 (神表川県)

19

取組内容の慨要

地域連接コンソーシアムの構成イメ一l;1
障
・

室
の
生
一一一一一一1

持
続
的

．総
合
的

ト え
ワ る

期待される成果 (アウトプット)

関・地方公共団体一 全体調整(事業の事務局)、 コンソーシアム会識の設E、事業計画の策
證 定、教高部局と福社部局の要推による域内の情報集約と提供。コンファレ

関 ノスの開催等による告及・啓発 等
の・高等教育機関…藤座の企画・助言、議座開設(オープン力レッジ開設)、藤修証明プロ
役 グラムの作成、講師・指導者の旅繼、学生ポランティアの1f使・養成 等1'民間企業等 一寄附講座の提供、障書者雇用に向けた講座の企画・助言、障書者慮用の
例 推進協カ(マツチング協カ)  等
1 ・地域民間団体一講座の企画・ノウハウ共有・助言、多様な障書者の学びのニース対應 (

議座提供)、障書当事者 - 保護者の学びの一一ズの組提と共有 等・社会福社法人一 障害者福社サービスt通じた護座の提供、大学等の識座の連営支援、障
書着の就券支器、ポランティア人材の養成協力 等
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期待さ;llる成果(アウト力ム

◎各地域で障害のある人の
杜会〇加と活確を推進

〇各地域における支援人材の
増加と障書への理解を増進
◎障書のあるなしに関わらず
生きやすい共生社会の案現へ
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共に学び、 生きる共生社会コンファレンス<令和2年度実施>

趣旨「 平成2 6年の障書者権開の批准や平成2 8年の障書者差別解消・前 施 行 等t踏まえ、 学校卒業後の能
者が生涯を通じて学び続けられる社会、 共に学び生きる共生社会の実現に向けて、 降書者の生震学習の機会を
全国的に整備・売実することが急務である。

そこで、障書者の生種学書活動の関係者が集う「共に学び、生きる共生社会コ:ンファレンス」を全国プロッ
ク別に開催し、障害者本人による学びの成果発表等や、学びの場づくりに関する好事例の共有、障害者の生涯
学習活動に関する研究協議等を行う。障害の社会モfルに基づく障書理解の建や、 支援者同±の学び合いに

」る学びの場の担い手の育感、 降書者の学びの場の充実を目指す。 _

西
〇150̃300名程度を想定 C)障書者本人、学びの支援者・関係者、障害者の学びに関心のある人など一者S前 f県・ l l i田]村職員(障書者学習支解担当、生,産学習、教書、 スポーツ、文化・ i i術、福祉、労働等)、社会数自主事、公民
館・図書館・博物館職員、特別支i碧学校等教職員、教職員経,樓者、障言者の学習支援実践者(NP0等)、大学関係者、福社サ
Pス事業所職員、ネt会福ネ十協話会職員等,

No

コンファレンス
(Conference)
会康.協a会
関係者間で共有する間m
について協隆ずること

'_)多様な学習、参加、交流の方法の知見共有
0障害の社会モデルに基づく障書理解の促進
0関係者同士の学び合いによる担い手の育成
? 1全国各地における障害者の学びの場のi広大

ll
<令和2年度実施) 共に学び、 生きる共生社会コンファレンス各ブロツク開催概要

実施団体等名 事業名テーマ 開催日・開催方法

3 【関東甲信越ブ口ツクL 共に学び 生きるi生社会コンファレンス1N関東甲信越 日要 :令和3年1月!7日(日)一般財団法人福祉教月支援協会 、 、 ハ 主=場;なし(オー'フイン開催)

【東海.北陸ブロック】 日程;令和3年1月9日(土1 _. ..__ . , , -,。。a。 ,e a _a , , 一合 a _一 _ 。_a-._ _ 、 _ . . _ __ 主会場:愛知みず「ま短期大子

5【近畿ブロック】
兵庫県教育委員会

6 l【中国・四国ブロック】
l国立大学法人愛媛大学

近幾ブロツク共に学び、生きる共生社会コンファレンス
「障害があってもな<ても.もっと自由に楽し<学ぶ̃共に学び.
生きる共生社会に向けて」

共に学び、生きる共生社会コンファレンス中国・四国ブロツク
「〇はる)のつどい̃危機を乗り越え.共に考えようl障書理
解の促進、随害者の生 11Eを通じた学びの場づくり̃」

※オンライン併用予定
※別会場にて連動企画開催予定

日程 :令和 3年 1月 2 9日 ( 金 )

主会場:近幾地方各地に
サテライト会場12箇所設置

※参加者はサテライト会場に参集

日程:令和2年12月5日(土)、

6日(日)、12日(土)
主会場:なし(オンライン開催)

【九州.;中總ブ口ツク】 共に学び、生j j共,生社会コj ァレンス九州1,中縄ブ口ツク 日程:令和3年1月23日(土)
宮崎県 「f警もが、書に学び、生きる社x』を創るために、私たち一人一主会場;なし(オンラィン開催)人にできる一と」

詳細は、「共に学び、生きる共生社会コンファレンス」特設ウェブサイトをご覧<ださい。
URLはこちら 一 l
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平

l . 地域における持続可能な学びの支提に関する実選研究 〔85百万円)

( 1 ) 地 域コンソーシアムによるl1章書者の生:接学替支援体制の構築〔43Ei万〕,

学校卒業後における障害者の学びの支接に関する実踐研究事業 令構事基静 (案) 維要書 ) 無
:1l 6

・部道府1良 (政令市 ) が中心とな り 、  大学開別支標学校、 社会福祉法人、 地元企業等
が参画する障書者の生涯学豐のための「地域コンソーシ:1'ム」を形成.・学びの場の拡大に向けて市区町村職員向けの人材言成解モデルを開発・実証,

期特される成果 o各地要で障書〇ある人の社会參加と活確を推進
〇田における劃差人材の増加と l1童書への理解を増進

-◆ 成果や課題を共有 ◆
障書者の学びに関する9及・富発や人材育成に
向けた取組〔2 8日万円)

・社会教育と特別,ii器教育、 障害者福祉の
各分野におけるB主書者の生通学習推進の

人材育成に関する有識者検討会を設置.・実f生研究事業等により開発され11l 「生1llE
学 習 J l 1 ク ラ / 」 の成果普及P実1科進要流
等を行つため、 全国をプロックに分けて
コンファレンス(実題交流会)を実施.・障害の理解作i生P其牛ネト会実現に向けて

指す社会@建前あるなしに関わらず生きやすい英生社会

73
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「緊急事態宣言1

「合理的配慮」の考え方

74

・ 「合理的配慮」とは、障害者が社会参加や権利行使をしよ
うとする際に、障害ゆぇに起こる困難を取り除く措置のこと。

・ 「マニュアル」に沿つて可能な限りだれも排除されることの
ーない社会をっ<る努力はもちろん重要。

一方、障害者個々人の=ーズはそれぞれ異なるという前
提で(すべての=ーズを満たすことは難しいとしても)、対
話を通して着地点をみつけていくことも重要。 -

・ 学習要求は明示的ではない。 一歩踏み込んで学習者と経
験を共有したり、対話を試みたりすることが求められる。

※津田英二「障害者の生涯学習支援推進の考え方」(『社会
教育』2018年12月号、日本青年館)より
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最後に、、、
社会を変えていくことは、
一人一人が見ている社会 ・ 世界を
ーつずつ変えていくことの積み重ねｻ

既存の取組の本質的な部分を
大切にしながら、
まずは . . , - : _ ,

いつで も、 どこでも、だれでも… ?
生涯学習社会

=いつで:も
どこで:ti
だれで:も
学ぶことのできる社会

いまある事業・取組が
すぺてのひとにとって
開かれているか
tiう一度考えてみましょう

特別支接学校 大 学 N p 0法人

的



令和2年度「秋田大学における障害者の生渡学習モデル講座」実施要項

1 趣 旨 特別支援学校卒業後の障害者が参加できる持続可能な学びの場の拡大

に向けて、 障害者を対象とした生涯学習モデル講座を秋田大学で開催す

るとともに、特別支援学校卒業後の障害者の学習ニーズ、モデル講座の

学習プログラム、  実施体制等にっいて関係者で実践・検討する機会とす

る 。

2 主 催 秋田県教育委員会

秋田大学教育文化学部(こども発達 - 特別支援講座)
3 主 管

4 日 時

秋田県教育委員会

・ 1 回目  令 和 2 年 1 2 月 5 日  (士)

午前 1 0 時 3 0 分 か ら 午 前 1 1 時 3 0 分 ま で

2回目 令和 3 年 1 月 2 4 日 (日)

午 前 1 0 時 3 0 分 か ら 午 前 1 1 時 3 0 分 ま で

5 会 場 国立大学法人秋田大学 6 0周年記念ホー ル 3 2 5 5 教 室

〒 0 1 0 8 5 0 2 秋 田 県 秋 田 市 手 形 学 園 町 1 - 1

※参加者は、現地集合、現地解散とする。

6 対 象 秋田大学教育文化学部附属特別支援学校の率業生と高等部生の希望者

※定員3 o名

7 内 容 ・ 1 回 目 「パラバラ漫画を作ろう ! 一 じ っ く り 、 ゆ っ く り 、 楽 し く 一 」

秋田大学大学院教育学研究科 長瀬 達也 教授

2回目 「 おい し く食べよ う ! 」

秋田大学教育文化学部 佐々木 信子 特別教授

※それぞれの講座に係.る材料費、保険料等は、参加者の実費負担とする。

8 担当者

9 その他

・ 秋田大学教育文化学部こども発達・ 特別支援講座

准教授 谷村

准教授 前原

秋田大学教育文化学部附属特別支援学校

進路指導主事(教論) 黒木

秋田県教育庁生涯学習課 社会教育主事 小川

佳則

和明

良介

成樹

・ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、 参加者の検温、 手指消毒

にっいて配慮する。また、参加者は、特別な事情がない限りマスクを

着用する。

教室の席の間隔を十分確保して、 講座を実施する。

県内のコロナウイルス感染症の状況により、実施の中止又は延期を判

断する場合がある。
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A1

秋田大学で
大学の先生による魅カ的な

授業を受けられますl

キャンパスライフを体験!

大学の学生も手伝つて<れます

学んでみませんか?

特別Pfぶ駕本信子先生一
: , l 1. fまA高日 と も 1 0 : 3 0 ̃ 1 1 : 3 0

※準備物:筆記用具(両日とt)

参加料 5 日 : 2 0 0 円 2 4日 :無料

保険料 3 0̃5 0円程度
(各回ごとに徴収、 参加人数によって:l9減します)

※参加料、保険料は当日、お支払いください。

※新型コ口ナウイルス感染拡大防止のため、
マスク着用での参加をお願いします。

※当日は10時幅から「正門」で担当者が待機をし、

会場まで御案内します。

※御不明な点がありましたら、間い合わせください。
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パイ口ツ ト事業先資料

( 1 ) 北秋田市障書者生活支提センターささえ

令和2年度第2 回地域連携コンソーシアム
チ ームつながりプロジェクト 事業報告

1 . 事業内容

1 ) “社会福祉法人が障害者を対象とした生涯学習講座を開催する”から、広く地域で開

催されている生涯学習講座等に積極的に参加し、 活動からの学びを得るとともに地

域とのっながりを形成し、 障害への理解を求めながら相互に支え合うという姿を目

指して、様々な機会をっくる。

2 ) 駅前の空き店舗などでカフェを展開するため、障害の程度に開わらず誰でも自由に楽

しく交流し集うための場をっくる。

3 ) 余暇支援の充実を図ることを目的として、長く活動している当事者の会 (光の会) の

充実、 活動を支えるためのボランティアの育成を促進する。

計画① - ・ ・ 学びの会(交流会、講座)
計画②一 Caf3展開のための空き店舗の創出など

計画③一商品開発

計画④ ー ボランティア養成講座の開催(本日のからくりC a能第3弾 )

※視察研修一コロナウイルス感染拡大の為、 中止

活動計画 詳 細 学びと振り返り

【計画①】

学びの会

・ lハンズT〇ハンズプログラム」  への参

加(北秋田市生涯学習課主催)

・ 「楽しみながら防災を考えよう」への参

加 (秋国県生涯学習センタ一主催)

・ささえに来所している方が発案した講座

の企画と実施 (自発性の向上)

(手作りマスク教室、ヨガ教室、太極拳教室、陶

芸教室、木工教室、音楽を楽しむ会)

・生涯学習課の市民講座で、障害者

(小学生から成人まで) と市民と

の間で防災にっいて学んだ。お互

い、 自然に関わることができた。

・県生涯学習センタ一主催の生涯学

習講座で防災を学び、当事者白身

が参加者に内容等を発信しなが

ら、 市民講座に参加できた。

・新型コロナウイルスの感染拡大を

真剣に考え、行動することができ
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( 1 ) 北秋田市障害者生活支提センターささえ

た。 コロナ太り対策と余9度表支援の

試みができた。

【計画②】

Cafる展開の

ための空 き

店舗の創出

・ ささえ屋外スべースにあるウッ  ドデッキ

テラスにCa fるスべースを設置する。誰

でも気軽に立ち寄ることができ、コーヒ

ーを飲みながら誰とでも楽しく過ごせる

交流の場をっくる。

・誰でも安心して過こ°せるための居場所を

つ く る (重度の方などが集える場)。

・新型コロナウイルス感染症の状況をみな

がら、安心安全に集える居場所をっくる。

・ スチール製のテーブル. 精子の活
用そして木工教室で製作した椅

子も使い、 屋外の活動を行つた。

より自分たちのCa fe の イ メ ー ジ

づくりにっながった。

・コロナ禍でささえでの重心Ca f 6

の開催は難しかったが、からくり

Cafるでは、たかのす校の生徒た

ちも参加してくれ、市民理解にっ

ながる機会になった。地域に存在

をア11:ールすることができ、共生

社会への一歩と感じている。

【計画③】

商品開発

・ささえCa fる専用のオリジナルコーヒーの

商品化

・ふみきり野カフェとコラボした商品開発

を目指す

※昨年度からの比内支援学校たかのす

校、 秋田北鷹高校の家庭科クラブとの

共同開発予定のスイーツ商品は、 感染

症拡大防止のため見送り

・ 北秋田市で農業研修したネパー

ル人によるオーガニツク栽培、

精製、 加工したコーヒ一豆を使

って、 さ さえのオ リジナルコー

ヒーを完成することができた。

・北鷹高校の駅伝応援のパプリッ

ク ビ ュ ーイングで、ささえCa fる

の コ ー ヒーを提供した。 美味し

いと好評であった。

【計画④]

ボ ラ ン テ ィ

ア 養 成講座

の開催

・ 本日のから く り Cafる̃第3弾の開備

今年度は「l坊災を考える」をテーマに、

ハンズT 0ハンズプログラムや県生涯学習

センターでの講座を生かし、 災害時に自分

たちでできることは何か、 実践を通して考

えてみる。

※例年の集客スタイルではなく、感染予防

対策を充分に講じた上での開催を予定。

・ コロナ禍において、 最小限のス

タッフで対応することにした。

各福祉事業所からの人事交流も

限定され、一般参加もできず、新

しい交流ができないことが懸念

されたが、 たかのす校の高等部

生徒との交流ができ、 その生徒

さんとの交流活動がボランティ

ア養成の一助となった。
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( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターさ さえ

令和2年度 チームつながりプ口ジェクト 活動内容報告
北秋田市障害者生活支援センターさ さ え

日時 内容 場所
参カ口人数

13、りかえ り
当事者 ポランテ・ア他

6月27日
グットライフ講座
「障害者スボーツ
に挑戦1」

2 8 2 4
年6回 公民館定期講座(6/2 7
7 / l 8 9 / 2 6 l 0 / l 7
l l / 2 1 l 2 / l 3 )

北秋田市の公民館講座に障害者も
当たり前に参加することが目指すと
ころである。昨年度までの挑戦から
見えてきた課題であった。
今年度は、北秋田市の生涯学習課
が、グッドライフ講座という市民講
座で 「障書のあるなしに関わらず、
ともに学び合える」  八ンズT0八ン
ズプ口グラムと題した講座を計画し
てくださった。年6回シリーズの講
座に多くの障害者やボランティアが
参加することができた。講座では、
仲間意識やぉ互いにサポー ト し 合 う
気持ちを醸成するという目的を掲げ
たが、 毎講座終盤には自然とお互い
にサポー ト し合う姿が見られてい
た。
生涯学習フェスタでは、 さ さ え
Cafeを出店し、 地域の方々との交流
を深めた。

コムコム
多目的ホール

7月18日

グットライフ講座
再発見1たかのす
街歩きとノー トテ
イク術を学13l、

2 5 2 7

9月26日

グットライフ講座
防災プ口グラム̃
避難所での居場所

づ く り ̃

2 5 2 5

グ ッ トライフ講座

坊沢ソパ打ち道場
̃弟子入り体験̃

10月17日 坊沢公民館 1 2 2 2

グッ  トライフ講座

「木のぬくもりカ
フェ̃マイ ' コー
スターを作ろ う
」̃ 」

11月21日 3 0

1 8

1 7

2 5

コムコム
多目的ホール

グットライフ講座
生涯学習フェスタ
に参加しよう !

楽 「防災 」考

「し 、のちを自分で
守 る ̃ 自助 ̃ 」 ̃
身近にできる防災

対策 ̃

12月13日

7月25日
秋田県生涯
学習センター

2 5

防災の基本は白助。 とにか<白分
の命を自分で守るための力をっけ
る 。 普段の手洗いに一石投じられ、
仲間たちへの注意喚起を要すと、 参
加者全員がうなずく内容だった。

楽「[l方i11i」考
「東日本大震災・
熊本地震から学13i
̃共助・共同̃」
̃避難所の実態と

課題 ̃

当時の映像を見ながら、講師の及
川さんから 「避難することは我慢が
当たり前ということではない。 前向
きになれるような避難所を目指した
い」という話がぁった。また、参加
者には自分の基らす避難所をしっか
り把握しておくよう確認した。

8月22日 秋田県生j圧
学習センター

2 4

楽 「防災 」考

「新たな防災教育
̃ ア ウ ト ド ア と防
災̃ 」 ̃防災を学
13 bて楽しい̃

「フワフワオムライス」 と 題 し た
調理を行い、 飯ごうに必要な材料を
入れるだけで完成した。アウトドア
キャンプ活動が防災教育に値するこ
とを知ることができ、 楽しみながら
防災について学んだ。

秋田県生渥
学習センター

2 39月19日

楽 「防災 」考

「みんなで避難所
を設置しよ う ! 」
̃短時間でプライ
ぺー ト空間を確保

する ̃

2部構成での学びを合流させて、
当事者と関係者と一般市民が共に避
難所づくりを行つた。 テントとべッ
トを使つて、プライべー トルームが
でき、とても安心した。

10月24日
秋田県生涯
学習センター 2 5



( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターさ さえ

日時 内容 場所
参加人数

15、りかえり
当事者 n1ランアィア1也

10月3日
「チームつながり
0なかま市」

コムコム
屋外テラス

2 4 4 5

ささえや県立比内支援学校たかの
す校、秋田北鷹高校、11套巣銀座通り
商店会などが参加した。障害のある
なしにかかわらず、 老若男女を間わ
ず、共生社会の実現に向けた情報発
信とみんなで支え合うぬくもりのあ
る街づくりやにぎわいの創出につな
げることを目的に開催した。ささえ
は手作りマスク、木工品、ポスト
力一ド等を販売し、たかのす校は主
力商品うま辛どんどんやしそジュー
スの展示、 北鷹高校はケイポンスー
プ、農産物、 リンコ°シャーべ ッ ト
な ど を 展 示 ・ 販 売 し た 。  ま た 、
WAROCK体験コーナーを設置した。
買い物をした人には、 商店街で使え
る商品券の抽選会を行つて久しぶり
に賑わった。

本日のから<りCaf
e 「〇0したくな
る!命をつなぐ知
恵袋 楽しく学ぼ
う!l防災を」

コムコム
多目的ホール

3 4 7 5

か ら く りcaf eタイム(防災ビデオ
放映、 たかのす校の絆力フェとのコ
ラポ)と、防災の知恵袋として防災講
座、防災クイズ、防災体験等を実施
した。会場を避難所に見立ててのテ
ント設営、本気の手洗い、アルファ
米の央欠飯(30人2グルー プに分けて実
施)を行い、障害者も健常者も同じ
講座に集い学び、体験をした。会場
では、 たかのす校の絆力フェ と さ さ
えCafeがコラボしてコーヒーを提供
した。 コー ヒーの香りが参加者を和
ませていた。

12月10日

12月20日

令和2年度女子第
32回全国高等学
校駅伝競争大会パ
ブリックビュー イ
ング

コムコム
多目的ホール 7 9

地元高校の駅伝部が全国大会に出
場となったため、 地元市民で応援し
ようとの依頼がぁり、 ささえCafe活
動を行つた。 コー ヒーは無料提供し
た。また、高校の家庭科クラブと一
結に活動する良い機会となった。 今
回のCafeでは、今後、ささえCafeで
提供する予定の、 新しいコー ヒ一豆
を使用した。



( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターささえ

日時 内容 場所
参カ口人数

13、りかえ り
当事者 力1フンティア他

6月5日

さ さ え
ほっこりCaf e

さ さ え
(テラス)

7 2 コ口ナ禍の影響でイべントがほと
んど中止となり、 不要不急の外出を
控えた生活で気持ちが沈みがちな
中、 「Caf e活動をやりたい 」 とい
う声が上がり、 ささえCaf eデモン
ストレーションをした後、 週l回の
ささえCa feを行つてきた。 今まで
取り組んできたCafeの技術向上の
目的もあり、 コ口ナ対策を取りなが
らの活動。 「コー ヒー の香りが気持
ちをほっ こ り と させて くれ る ! 」 と
好評だった。その後ウッドデッキの
掃除から始め、 木工教室では看板や
流木の椅子、販売用木製棚などの製
作にも取り接かり、  テラスに”ささ
えcafe”として開店させた。パラソ
ルやテーブルをセッテイングするこ
とで、地域の方が来所するようにな
り 、  Cafeを通して交流を図ること
ができた。 コ口ナ対策で三空を避け
て野外Cafe活動の取組となった。
「WAKUWAKUミュージック」  と し
て地域交流も行つた。

6月12日 6

6月19日 8

6月26日 8

7月3目 9

7月17日 7 3

7月31日 1 2

8月7日 7 2

8月21日 7

8月28目 8

9月4日 6

9月11日 11 1

9月18日 1 2 8

9月25日 7

9月9日 太極拳体験教室lささえガレー 、

1 2

1 i

二

3

3

3

女子に特化した教室が楽しそうな
様子を見て、 体力づくりをしたいと
男子利用者から要望の声が挙がり、
男子向けの太極拳体験教室を実施。
こちらも地域の方に講師をお願いし
た。コ口ナ対策のため、屋外で活動
した。



( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターささえ

日時 内容 場所
参加人数

13、りかえ り
当事者 f :1ンティア他

8月4日

手基教室 さ さ え

4 コ口ナの影響でマスク不足だとい
う こ と を知 り 、 手芸教室としてもマ
スク製作に入る。当初は地域で手芸
八ンドメイドに取り組んでいる人か
ら、裁断済み布、ひも等マスクセッ
トを提供してもらい、 手縫いから始
めた。 メンバーで徐々に布地選びか
らデ、ザイン等各々の持ち味を生かし
た製品が生み出されて、機会をみつ
けてイべント販売を行い、 励みに
なった。 人数もちょうどよかったた
め、 感染症予防につとめながら交流
の場となった。八ンドメイドに取り
組んでいる方を講師にするなど、 協
力体制ができている。

8月25日 5

9月1日 5

9月8日 3

9月15日 5

9月25日 5

10月6目 7

10月13日 1

10月20日 5

10月27日 6

11月10日 3 1

11月17日 6 1

11月24目 4

12月1日 6 1

12月8日 6

12月15日 5



( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターささえ

【ささえほっこり0afe】

参加者:平均参加者3̃4名 延べ来店者数40名

開催日:毎週金曜日(8月̃10月)

内容 : コ口ナウイルス感染症拡大により、地域のイべントが軒並み中止になり、ささえCafe の活動す

る場がなくなってしまった。活動の場を設ける目的とコロナ対策のため、ささえのテラスを利用し、ささ

えSOT0 Oaf e を企画し、力フェ活動を展開した。店作りのために、土曜日の活動は環境整備を行

ったり、テラス脇のィ花壇の草むしりなどを行つたりして、来客者がここちよい空間でコーヒーが飲めるよ

うに工夫した。コーヒーの提供に関しても、コ口ナ対策を徹底して、手指消毒をはじめ、マスクや手袋の
着用等に配慮した。9月には「WAKUWAKUミュー ジック」と称し、コー ヒー を飲みながら、地域で暮ら
す音楽好きの方々が集まり、 ギターや太鼓などで参加者全員が音楽を楽しむことができた。

また、10月には、フリーマーケットを行つたり、北秋田市の福祉事業所に販売品のブースも設けたりし

た。手作り好きの地域の方が多く来店し、賑わいをみせた。



( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターさ さえ

【ハンズT0ハンズプ口グラム(グッドライフ講座)】

参加者:障害者12̃30名 スタッフ・ボランティア17̃27名

開催日:年6回公民館定期講座(6/2 7 7 / 1 8 9 / 2 6 1 0 / 1 7 1 1 / 2 1  12/13)

内 容:北秋田市の公民館講座に障害者が当たり前に参加することが目指すところであるということが、

昨年度までの挑戦から見えた課題であった。今年度は北秋田市の生涯学習課が、グッドライフ講座

という市民講座で「障害のあるなしに関わらず、ともに学び合える」ハンズT0ハンズプ口グラムと題し

た講座を計画してくださった。年6回シリーズの講座に多<の障害者やボランティアが参加することが

できた。講座では、仲間意識やお互いにサポー トし合う気持ちを醸成するという目的を掲げたが、毎

講座終盤には自然とお互いにサポートし合う姿が見られていた。
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( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターさ さえ

【チームつながりoなかま市】

参加者:69名(内訳 障害者45名 職員・ポランティア24名)

開催日:令和2年10月3日

内 容:ささえや県立比内支援学校たかのす校、秋田北鷹高校、鷹巣銀座通り商店会が参加した。

障害のあるなし、 老若男女を問わず、 共生社会の実現に向けた情報発信とみんなで支え合うぬくもり

のある街づくりやにぎわいの創出につなげることを目的に開催した。ささえからは手作りマスク、木工品、

ポスト力一ド等、たかのす校からは主力商品うま辛どんどんやしそジュースを販売した。また、北度高

校はケイポンスー プ、農産物、リンゴシャー べツト等を展示した。他には、WAROCK体験コー ナー を設

置した。買い物をした人には商店街で使える商品券の抽選会等を行い、賑わった。

改善点として、企画から開催日まで時間がなかったことや、コ口ナ対策への配慮から、出店も限定
されたことがある。また、他の団体からも参加したいという要望があった。
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( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターさ さえ

【本目のからくり0af e】
̃〇〇したくなる!命をっなぐ知恵袋楽し<学ぼう1 !防災を̃

開催日:令和2年12月10日

参加者:109名(障害者34名 一般 ・ボランティア75名)

内 容:から<りCaf6タイム(防災ビデオ放映、たかのす校の絆力フェとのコラボ)と防災の知恵袋として

の防災講座、防災クイズ、防災体験等を実施した。会場を避難所に見立ててのテント設営、本気の

手洗い、アルファ米の炊飯(30人2グルー プに分けて実施)を行い、障害者も健常者も同じ講座に

集い学び、体験をした。会場では、たかのす校の絆力フェとささえCaf6がコラボし、コーヒーの香りが
参加者を和ませていた。反省点として、コ口ナネ局で人数制限があり、障害者や地域住民の出席者が
限られてしまったことが挙げられる。手洗いの見直しや防災への備え、そして自助、共助を強化する

必要性を学ぶことができた。
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( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターさ さえ

「女子筋力アップ教室 ・太極拳体験教室・木工教室】

開催日:7月から10月の月1̃2回

参加者:筋力教室(計6回)6̃9名、太極拳教室(計3回)11̃15名、木工教室(計6回)3̃5名

女子筋力アップ教室一コ口ナウイルスの感染症拡大に伴い、外出自粛ムードで自宅待機を強いら
れた結果、運動不足による肥満や気持ちの落ち込み、体調不良を訴える方が増え、「運動をしたい」

との要望が利用者からあった。地域の方にヨガの講師をお願いして、三密を避けるため、屋外で活動

するなど感染症対策への配慮をしながら開催した。参加者からは、「呼吸法を教えていただき、気持

ちがすっきりした!」「ダイェットできた」などと高評価で、来年度の開催を望む声が聞かれた。

太極拳体験教室一女子に特化した教室が楽しそうな様子を見て、体力づくりをしたいと男子利用者
から要望の声が挙がり、男子向けの太極拳体験教室を実施した。こちらも地域の方に講師をお願い

し、コ口ナ対策のため、屋外で活動した。

木工教室一就労を目指している利用者から、木工を使つた物づくりをしたいとの要望があり、山で杉
の木の切り出しから体験し. コースタ一作りに挑戦した。また、流木を利用して、ささえCafe の看板や
Caf6にかざる椅子を作つている。

90



( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターさ さえ

【楽「防災」考!県生涯学習センターの講座に参加しよう」】

開催日:年4回(7/ 2 5 8 / 2 2 9 / 1 9 1 0 / 2 4 )

参加者:障害者2名 職員3̃5名

内 容:秋田県生涯学習センタ一主催の、4回シリーズ講座に参加した。今年度の「本日のから<り

Caf6」は防災に取り組むことを念頭に置き、参加者を固定した。秋田市での学びを、北秋田市で行わ

れる研修会に活かそうとした。障がいがあるなしにかかわらず、災害がおきた時に何をどうしたらよい

のかを学び合う計画を立て、実施した。日本赤十字秋田短期大学の及川先生からは、実践を通して

自助と共助の大切さと、常に日常から防災を意識した生活を心がける大切さを学んだ。「北秋田市の

森吉山で防災キャンプをしよう!1」と来年度の計画と課題も考える機会となった。

【その他の活動
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( 1 ) 北秋田市障害者生活支援センターささえ

【秋田北慮高校駅伝部全国駅伝競走大会パプリックピューイングでのSASAE Cafe】

開催日:令和2年12月20日

参加者:16名(障害者7名 スタッフ ・ボランティア9名)

内容:地元高校の駅伝部が全国大会に出場となり、地元市民で応援しようとの依頼があり、ささえ

Caf e 活動を行つた。コーヒーは無料で提供した。また、高校の家庭科クラブと一緒に活動する良い機
会となった。今回のCafe では、 今 後、ささえCafeで提供する予定の新しいコーヒ一豆を使用した。



( 2 )能代市中央公民館

令和2年度障害者の生涯学習支援モデル事業(能代市中央公民館)

年間予定 2020.12.17版

事業内容(予定)

4 月

5 月

6月

7 月 7/9 (木) 第1回連絡会議(中央公民館)

8 月 8/1 (土) 講座①陶芸形づくり

8/30(日) 講座②陶芸色付け

9 月 9/5 (土) 講座③能代支援学校との企画検討中に コ口ナ対策で中止

9/12(土) 言営座④防災実践講座(炊き出し・防災講演)

1 0 月 10/3(土)or10/4(日)講座⑤公民館祭展示 コロナ対策で中止

10/2(金)̃10/9(金)講座⑤代替 陶芸講座の作品を口ビーで展示

10/3(土) 講座⑥公民館察 ささえカフェ コ口ナ対策で中止

1 1 月 11/21(土)10:00̃11:00講座⑦感染予防グッズづくり(マスク、 石般、 手提げ袋)

11/28(土)10:00̃12:00 講座③能代支援学校連携講座(ポッチャ、 車球バレー )

R3.1月 下旬 講座⑨⑩のしろまち灯りイべント コ口ナでイべント中止

1/16(土)10:00̃12:00 講座⑨代替 端燭灯りイルミネーション製作

1/23(土) 公開講演会 【災害時の障害者避難と支援を考える】

[パネリスト]南三陸ホテル観洋 女将 阿部憲子氏

[パネリスト]岩手県社会福祉協議会 地域福祉企画部長 斉藤機氏

[コーディネー ター ]秋田大学 准教授 谷村佳則氏

2月 上旬 第2回連絡会議

2/6(土)16:30̃17:30講座⑩代替 蝋燭灯りイルミネーション設置
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( 2 ) 能代市中央公民館

事業実施結果報告書

報告:能代市中央公民館 佐藤邦彦

講座⑤(代替)

障害者の生お差学習支援モデル事業 陶芸作品展示会

(公民館請座 「創作かるたコンテスト 」  と共同開催)

事 業 名

テ ー マ 陶芸講座で作成した成果物を展示

ロ 時 令和2 ff- 1 0 月 2 ロ ̃ 9 口

場 所 大ホール 1 階ホワイェ

入場者数 延 べ 3 0 0 人

g /1



2 ) 能代市中央公民館 事業実施結果報告書
報告 .能代市中央公民館佐藤邦彦

事 業 名 障害者の生涯学習支援モデル事業(講座⑦)

テ ー マ 簡単にできる感染予防グッズづく り

日 時 令 和 2 年 1 1 月 2 1 日 (土) 1 0 : 0 0~ 1 1 : 2 0

場 所 働く婦人の家 実習室

参加人数 1 4 人  (内、 障害者5人、  障害者家族2組)

講 師 能代山本障害者就業・生活支援センター

事業内容等

業鹸 前 り】

グリセリンと色素を加える→溶かす→香りを入れて混ぜる→冷やして固める

2 【簡単マスク 】ハンカチを折る→ゴムを通す

3 【手提げ袋 】手ぬく°いを折る→2か所縫う

就業・生活支援センター利用者5名、親子2組、 一般参加5名

始めに石鹸づくりをし、固まるのを待つ間に、マスクと手提げ袋を作つた。

障害者と健常者が共に声を掛け合いながら作業をし、 共生の空間になった。

マスクは簡単に完成し、 他人に教えてあげられるので自信に繁がった。

手提げ袋は、 いざという時の簡易袋として活用できる。

今回のような、皆で一緒に楽しみながらできる講座を今後も期待する声多数。



2 ) 能代市中央公民館 事業実施結果報告書

報告.能代市中央公民館 佐藤邦彦

事 業 名 障害者の生涯学習支援モデル事業 (講座lE))

テ - マ 能代支援学校連携講座(ボッチャ、 卓球バレー)
日 時 令和 2 年 1 1 月 2 8 日 (土) 1 0 : 0 0 ̃ 1 2 : 0 0

場 所 能代支援学校 体育館

参加人数 1 2 人 (在校生3名、 卒業生7名、 保護者2名)

講 師 秋田県障害者スポーツ協会 佐藤慶子様

事業内容等

9 - 0 0 支援学校にて準備(暖房、卓球台、精子出し)
9 - 2 0  講師到着(ポ、ッチャのライン引き)
9 - 3 0  受付開始(検温・消毒)
1 0 ・ 0 0  講座開始(同窓会会長挨拶̃公民館挨拶̃講師紹介̃講座)

1 0 ・ 1 0  準備運動、ポッチャ

1 0 ・ 5 0  【休憩】

1 0 ・ 5 5  卓球バレー

1 1 ・ 3 0  講座終了、アンケート記入

1 1 ・ 4 0  同窓会会長挨拶̃公民館挨拶̃講師挨拶

1 1 : 5 0 解散

【講座の様子】

ポ、ッチャ. 卓球バレーともに皆が楽しめた。

同窓会の交流の場となり、 白熱した試合となった。

【役割分担(支援学校)】

会場提供 ・用具の準備 ・在校生へ周知 ・当日受付

【役割分担(公民館)】

チラシ作成 ・卒業生へ周知 ・講師との連絡調整
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( 2 ) 能代市中央公民館
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( 2 ) 能代市中央公民館

言基'l月2 3日田
らな

に

方

マ
る
も

一
あ

で

テ

の
た

の
心
な

こ
関

ど日

l

田 1 3 : 0 0 田 1 3 : 3 0

田 能代市文化会館大ホール

・障書者か災害を受け避難をする際に課題になることとは。

・障害者の防災について日頃から心がけることは.
東日本大震災の教訓など。
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( 2 ) 能代市中央公民館

f - '・
, 」_ J -
f - r 二L _ _ ._

阿 部 意子 (あべのりこ)

東洋大学短期大学ホテル観光学科率業後、家業

の水産業と観光業を営む「株式会社阿部長商店」入

社。観光部門が違営する同ホテルに従事し、5年後

に初代女将に就任。

全国のホテルや旅館を対象にした「第44回プ口

が選ぶ日本の 1、テル -旅館100選」の他、「人気温泉
旅館ホテル250i要一五つ星の宿」「文部科学省青少
年体鹹活動推進企業表彰」にも選出された。震災直

後は宿泊客や地元住民350人を収容して命の些と

気仙沼市出身

なり、その後、1lJ民約600人の2次選難所となるな
ど、地元の生活再建に大きな役割を果たした。医療

ポフンテイアや災害復l日関係書の活動拠点となり、

雇用を守りながら町の経済復興を支えている。ま

た、子どもの学習支援も継続。震災後はパスで南三

陸町の被災地を回る「話り部パス」を開催。震災後

に町内に点在する商店をまとめた地図「南三陸てん

店(てん)まっぶ」を作るなど、地域振興にも貢献し

ている。現在、みやぎ観光振興会議委員を務める。

斉 藤 標 ( さ い と う ゆ たか ) 解市出身

「l所属-役購/社会福祉法人岩手県社会福祉協議会地域福祉企画部長

ポランティア -市民活動センタ一 所長
口所有資格 /社会福祉士

口経 歴 / 平成 3 年 3 月 日本福祉大学社会福祉学部社会福祉学科卒業

平成3年4月 社会福キ止法人東京都社会福祉協議会入職

東京精神薄弱者 -痴呆性高節者権利據護センタ一配属
平成6年4月 社会福祉法人岩手県社会福祉協議会入職

S、れあいランド岩手開設準備室、同管理企画課配属

以後、地域福;i1lt課(市町村社会福祉協議会部会、ポランティア・市民活動センタ 、県民生児重委員協議会、
県地域包括 -在宅介護支援 12 ンタ一協議会事務局担当)、福祉経営支援部(障がい者福祉協議会、県知的降害者
福祉協会事務局担当、障がい福祉サービス復興支援事業、福祉サーピス第三著評価事業)、福祉人材センター

等の業務のほか、平成19年度には社会福祉法人盛岡市社会福祉協議会勤務(人事交流)を経験。

平成31年4月から地域福祉企画部長、令和2年4月から現購。※ポうンティア -市民活動センタ一所長兼務

谷村 佳則 (たにむらかずのリ)

1982年(S57)3月 岩手大学教育学部・小学技教員養成課程率業

1982年(S57)4月̃宮城県公立小学校・教諭

1991年(H3) 4月一 岩手県立特別支援学被 ・教論
2005年(H17)4月̃岩手大学教育学部附属特別支援学校 ・文部教官教諭

(2008年より1年間・国立特別支接教胃総合研究所・研究研修員に派遣)

2013年(H25)4月̃南九州大学人間発達学部子ども教青学科-講師

2015年(H27)4月̃南九州大学人間発達学部子ども教育学科・准教授

2018年(H30)4月̃秋田大学 教青文化学部・准教授(現在に至る)

【専門分野]特別支援教青学:知的障書教言、重度・重複障書教育

【主な研究テーマ]特別支援教育の教言課程と搜業づくり
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( 3 )潟上天王つ<し苑

令和2年度

Let's W I N -W
̃ 拡げよう 笑顔のサー クル ̃

(活動報告)

100

22日

苑



3 ) 潟上天王つくし苑

連絡会について (報告 )

令和2年12月17日 潟上市で 「連絡会」 を行いました。 皆様から

貴重なご意見を伺うことができました。

(評価)

*高校生ポランティアの活躍が3年続いて、良い活動になっていると

思われる。今年は「講座」 もあり高校生にとっても良い社会経験と

なっているでしょう。参加者にも色々な良い刺激や経験・体験が沢山

あることで良いと思われる。

*参加者数が当初の見込みでは10人もいないであろぅと、 予測していたが

多くの人が参加し、 また継続して出席している事は素晴らしいと思われる。

ひきこもりの方も毎回ではないものの、参加していることも驚いている。

来年度、市でも「ひきこもり」に関して対策も考案中であるので今後の

参考にしたい。

*送迎を最寄り駅からだけでも行つていることは、頑張つていることと

思われます。参加者増になるといいですね。

(課題)

*今年はコロナで地域の方々と一緒の活動が出来なかった。 しかし、 高校生が

これだけ頑張つているなら今後、 地域のボランティアは必要か7

*参加者が徐々に減つている a 今後、 みどり学園との合同活動も考えて

みてはいかがでしょ うか ? (コロナ感染症の影響にもよるが)

☆会議出席者

・秋田県教育庁 生涯学習課 社会教育主事

秋田県教育庁 生涯学習課 社会教育主事

秋田県立支援学校 天王みどり学園 校長

潟上市 文化スポーツ課 課長

潟上市 社会福祉課 課長

潟上市 教育委員会 天王公民館 館長

潟上市社会福祉協議会 事業課 係長

Let' s W I N-W I N 代表

(天王つくしタ苑 施設長)
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小川 成樹

櫻庭 直

佐々木 孝紀

樓庭 輝雄

筒井 弥生

小瀧 清隆

長門 麻友子

佐藤 千技子



3 ) 潟上天王つくし苑

」' R2スター ト
今年はボランティ ア

講座を行うこと

にしました。

1視覚障害について (折り紙)

緊張を和らげよう としましたが ・ ・

でも徐々に笑顔が出てきました。

1車いす操作を体験

」'開級式
自己紹介後、 コミュニケーションゲー ムで
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1視覚障害 (誘導)

N0:1



3 ) 潟上天王つくし苑

ゲーム開始。

i 皆の輪に入りずらい・

でも参加してくれました。

N 0 : 2

」1 ポッ トを皆で協力して積み上けてい<ゲーム。

ボットが足りず、お隣さんと共同作業。

j、沢山あったグルー プが最後
には3 ̃ 4グループに

なっていました。

1今年の特徴の1つ、 「座学」 を行 う こ とにしま した 。 人との関わり方・地球環境

仲間づくりなど「しゃべり場」を計画してます。

1 0 3



( 3 )潟上天王つ<し苑

活動報告書 (潟上天王つくし苑)
障害者の生涯学習モデル事業

事業名/講座名 * ̃ 仲 間づ く り ̃ 「 コ ミュニケーシ ョ ン ゲーム 」

日時 令和 2年 9 月 2 6日(土曜日) 9 時 から 12 時まで

場所

参加人数(内訳)

潟上市 飯田川公民館

参加者13名、高校生ポラ7名、スタッフ8名( + 2、生涯学習課) 計31人

実施状況(準備) 7 : 00̃送迎職員出動 (八郎潟、 追分、 の2か所にポラの方々を迎えに行く。

8 : 0 0 ̃会場準備・ (Aチーム職員準備)

( Bチーム職員、ボランティア講座①を実施)

9 : 0 0 ̃ ラジオ体操スタ ー ト ( コ ミ ュ ニケーシ ョ ンゲー ム0) 「仲間を作ろう」
1 0 : 0 0 ̃休態

1 0 : 1 0 ̃ ( 創 作 ダ ン ス ・手のひらを太陽に ・マツケンサンバ )

11:10̃休憩(水分補給)

1 1 : 2 0 ̃座学「友達とは?仲間とは? 」コ ミュニケーション向上講座

*同世代交流で、「仲間づくりに大切なこと」にっいて皆で話し合いまし

た。

11:45̃終了会(次回の予告) ・公民館を皆で掃除。

1 2 : 0 0 ̃終了挨拶・帰宅。

*識座開始

成果〇と課題● 〇先月の反省を踏まえ、 各職員の 「持ち時間の活動内容の充実」 にっいて話し合

った。職員同士がぉ互いにサポートをしながら、担当する活動を進めた。

・高校生ポラの講座は好評で、体験・経験型の内容にしている。特に車いす操作

や目隠し折り紙は、 参加者にとっては、 新感覚の様子で真剣であった。

・「内容はどのような方法で人との関わりがもてる活動内容となるか?」をテー マ

にゲームや座学を検討した。ルールがあること、 1人から複数になること、会話

があることなどを盛り込んだ内容にした。結果、笑い声や笑顔が見られ、 自然

に高校生も参加者さんに寄り添う安が少し見られた。 初めての体験だという高

校生には、 少しでも障害に対する壁や偏見を軽減し 「楽しい」 と感じてほしか

った。参加者からも「今日は楽しかった」「次回も〇〇さんと話したい」などの

声があがり、嬉しそうだった。会話の一歩が、 こんなにも難しいものかと実感

させられた。

●課題としては、「人との関わりとはどのようにすればょいか?」 「会話の一歩は

どうすればよいか? 」  「これには障害者理解と同時に高校生理解も必要なの

か?」などが挙げられる。1回毎に替わる高校生ポランティアだが、充実したボ

ランティアの活動内容となるように考えていきたい。また、参加者数が、今年

は少ないので、今後はどのように增やして、活動を盛り上げていくかにっいて

も検討していく。 コロナ禍ではあるが、逆転の発想で乗り越えたい。
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3 ) 潟上天王つくし苑

」)朝の会 (顔合わせ

) 3 人ハ リ ケ ー ン

目がまわります

105

」1 4グル プに分かれ、 スタ ト。

先ずは「自分のグルー プの仲間」と仲良く l

( 共同作業 ・ ・ 「う し 」 を 描 こ う ̃ )

l
」) 4頭の牛に

名前も付けました。

(モ一君)

.l)中あてドッジポ ル
ポー ルが1・ 2 ・ 3 ・ ・ と 增 え て い く

ドッj; 1、ポ ー ル。高校生ポランティアも

参加者も笑顔で必死でした。



( 3 ) 潟上天王つくし苑

」'高校生ボランティアの中には、 2 ・ 3 回目 と
いう方も出て来ました。 「日t年参加して楽しかったから」
「将来、学校の先生になりたい」などの声も聞かれ

ました。参加者からは、 「色々な子と話が出来て

嬉しい。 また来るね 」 等の声が寄せられてます。

10lil



( 3 )潟上天王つくし苑

活動報告書 (潟上天王つくし苑)
障書者の生涯学習モデル事業

事業名/講座名 * ̃ ミ ニ ミ ニ 運動会 ̃

日時 令和 2年 10月 24日(土曜日) 9 時 から 12 時まで

場所 潟上市 飯田川公民館

参加人数(内訳) 参加者14名、 高校生ポランティア1 3名、 スタッフ 8名 ( + 3. 生涯学習課) 計3 9人

講師 つく し苑の職員にて実施。

実施状況(準備) 7:00̃送迎職員出勤 (八郎潟、追分、羽後飯塚、 の3か所にポラの方々を迎えに

行く。天王駅2名の参加者を迎えにいく。

8 : 4 0 ̃会場準備・ ( Aチーム職員準備)

(Bチーム職員、ボランティア講座①を実施)

9 : 30̃ラシ°オ体操スタート、本日の内容説明

1 0 : 0 0 ̃ 「ミニミニ運動会」始まり①追いかけ玉入れ②何が出るかな?③借り入

競争④中あてドッジボール

1 1 : 1 0 ̃ ( 創 作 ダ ン ス ・手のひらを太陽に・マツケンサンバ )

11:45̃終了会(次回の予告) ・公民館を皆でお掃除。

12 : 0 0 ̃終了挨拶・帰宅。

*講座開始

成果〇と課題● 〇3 年目を迎え、 参加者同士も慣れてきて朝の集合時間で待つている間や、 活動

中の休憩時等、ちょっとした会話や自分の「出来事」等を話す場面が多く見ら

れるようになった。また、自閉症の方でもこの活動に参加し皆と一緒に行動で

きるようになってきた。(他者の声等、大きい音は苦手な様子ではあるが声掛け

に応じる)

・公民館の方も初回は「時間だから、規則だから」と朝9時にならないと入れて

もらえなかったが、最近は「いいですよ。頑張つてね」と8時40分頃には環境

を整えて(冷暖房など)迎えてくれます。 とても嬉しいです。 この活動を理解し

ていただけていると思い、職員も喜んでいる。

・保護者も一緒に参加してもらえていることも良いと思います。

●今回、 開催日が変更になっていることが周知しきれず、参加者が少なかった。

事前の欠席の連絡もなかった。次回からは、気を付けたい。

・高校生ボランティアの参加時間を検討したい。朝、遅刻してくる方への対応で、

活動途中に迎えに行くことになる。また、電車時間が活動終了時から20分後と

なると飯田川公民館から追分駅まで25分位かかるため、片付けなどせずに活動

半ばでポランティアの送迎に出ないと行けない。 今後の検討事項である。

・高校生ポランティアの「活かし方」を研修したいと考えている。職員も自分で

動いてしまいポランティアを動かしきれない。 どうしたらよいか検討したい。

・今年はコロナ禍ではあるが、上半期は終了したので、後半も活動を今一度検討

し直したいと考えている。参加者、高校生ボランティア、職員、地域を巻き込

んだ活動を検討したい。

107



( 3 ) 潟上天王つ<し苑

一一l ' l

1視覚障害体験 (折り紙

」1G 1グランプリ

.l1高校生たちへ、 ボランティア講座
知的障害者への理解・視覚障害体験(2種類)

車いす操作体験を実施。

.11 11軍動会スタ ー ト ・i巽手宣誓

」、ど こ行 < ! 王入れ ( 能が う ご く
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3 ) 潟上天王つくし苑

ジ

f 「中あてドジチボー ル」

お馴染み ドッチボールですが、

コ ー トは1つで全員が中に。2人が

外野 ( 鬼 ) で 、 ボールを持ち中の

人に当てます。 (転がします)

当たれば外野(鬼)で中の人が

いなくなったら終了です。

(参加者、笑顔の必死1)

」1車いすの方も蹴つて参戦

N 0 : ;2

」'●lのェ一スが出てこない !

ポランティアと職員は ト ランプ

力一ドを持つています。

参加者がめくった力一ドと

同じ数字のボランティアを

探して コ°ールします。
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( 3 )潟上天王つくし苑

活動報告書 (潟上天王つ<し苑1

事業名/講座名 ミ ュ ージカルに初挑戰! ! &座学 「環境問題にっいて」

令和 2年 11月 2 1日 (土 ) 9時 から 12 時まで日時

場所 飯田川公民館

参加人数(内訳) 参加者15名、 ボランティア 1 3人、 職員7人

実施状況

8 : 3 0 ̃

・ ボ ラ ンテ ィ ア到着 (準備出来次第、 ボラ講座に入る)

*ボランティア講座開始(合理的配慮とは?・車椅子の操作・視覚支援とは?等)

*他の職員は会場準備・参加者受け入れ準備

*受付時の感染症対策 (手指消毒・マスク等)準備体操・創作ダンス

*講座開始、ポランティア活動開始

* コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ゲーム「風船バレーとビンポン送りゲーム 」

・ 休態(水分補給・室内換気・トイレ )

★ ミ ュージカル 「八郎太郎物語」

・物語の内容を知る(プロジェクターで動画をみる。 )

・人物像を皆で話し合い自分はどの役になりたいか検討する。

*体態 (水分補給・室内換気・トイレ )

*ダンス 「 R P l1:iダンス」、座学「環境問題にっいて」
*みんなで清掃

・次回の予定説明

*終了、解散

9 00̃参加者来館

9 3 0 ̃

9 4 5 ̃

10 2 0 ̃

10 3 0 ̃

11 2 0 ̃

11 3 0 ̃

11 4 5 ̃

12 0 0 ̃

成果0と課題● 〇今回の高校生ボランティアは 2 ̃ 3 回目の方がいたため、 ポランティアから関

わりをもと うとしてくれる様子がみられた。

・ 初 の ミ ュージカルに挑戦で活動の進め方が不安もあったが、参加者は、 と て も

楽しんでいる様子であった。役柄もすでに決めているような人も見られた。ポ

ランティアも参加者に賛同して話の流れに沿うように進めているのが伺えた。

初の試みだが、参加者・ボランティア・職員が一体になって成長していけるよ

うな ミュージカルにしたいと考える。

・座学の環境問題は、クイズ式で進めてみた。参加者も高校生ボランティアもと

ても発言・発表してとても盛り上がった。メディアの影響はとても大きく 、障

害のある方もこの問題には興味・関心があると感じた。

・今年度はポランティアの参加者数がとても安定している。

●障害のある参加者が徐々に減つてきている。今後、 どのように周知していくか

検討したい。

1i0



3 ) 潟上天王つくし苑

ました。

1準備連動 「風船バレ ー 」

」1 ミ ュ ー ジ力ルに挑戦。 「八郎太郎と辰子姫」

の物語を上映し話の中身を確認しました。

役を決める事になると一辰子姫がいっぱい!1

太郎は誰̃お楽しみに ! ̃

1i

リンゴの絵

」' 「環境間題」 にっいて参カl;r者 ・ ポ ラの
皆さんからは白熱した意見が出ました。



( 3 )潟上天王つ<し苑

活動報告書 (潟上天王つくし苑1

事業名/講座名

日時

メ リ ー ク リ スマス 2 0 2 0 ・ オン リ ー ワンツ リ ー

令和 2年 12月 1 2日 (土 ) 9 時 から 12時まで

場所 飯田川公民館

参加人数(内訳)
参加者 1 5名 ・ボランティア 7名 ・保護者 3名 ・外部 (天王みどり学園校長先生・

渋谷先生)職員7 (-1 1菅生 1 1 : 0 0 ̃ )

実施状況

9 : 0 0 ̃

9 : 1 5 ̃

9 : 3 0 ̃

7 : 1 5職員集合 7 : 3 0 ̃送迎開始

8 : 3 0 ̃ (新ボ 'ランティア3名に、講座を実施)

・受付(検温・名札・参加者受け入れ)  *職員会場準備(机・枝・部品等)

・ ラ ジオ体操、創作ダンスでウォー ミ ングア ップ

・ 「オンリ ー ワンツリ一創作スター ト」

※見本無し9 !参加者2名に高校生ボラ1名で自由にコラボツリ ーを作つた。
会話が自然と成り立ち、 共同作業になった。

・休態 ( ト イレ、水分補給 )

・ 「 ク リ スマス ソング &キャン ドルナイ ト 」

※カー ドに絵を描いたり装飾したり ・ ・ ロ ウ ソ ク受けを作り 、 ロウソ クを中央

に差し込みした(写真参照)。みんなで火を灯してジングルべル、きよしこの

夜を歌つた。そこにサンタクロースが登場。みんなでお菓子を食べた。

・次回の予定・終了

・ポ°ランティアと片付け、清掃

・送迎(参加者、ボランティア)秋田方面、八郎潟方面、天王方面

・職員解散

1 0 : 2 0 ̃

1 1 : 0 0 ̃

1 2 : 0 0 ̃

1 2 : 1 0 ̃

1 2 : 3 0 ̃

1 3 : 3 0 ̃

成果〇と課題● 〇今回は、 自然の素材を生かしたツリ ーを、 ポランティア高校生と参加者の2人

で作成を試みた。アイディアもどんな感じに作るかも2人で話し合い協力して

もらうように計画を立てた。始まりは緊張気味な様子であったが、枝を取りに

行く と ころからのスタ ー ト で は 、 太 さ ・ 長 さ 、 大 き さ ・ 色 ・ 部品選びな ど一緒

に工央していく姿があちらこちらでみられた。講座では伝えきれない、「どのよ

うに関わるか?相手に適した関わり方とは? 」など自然に、自分なりに経験・

体験できているよ うに感じた。参加者 ・ボランティア関係なく 、 1つのこ とに

向かい協力して仕上げていく 「楽しさ」 が見られた日だった。

●参加募集のチラシ配布が不十分なこともあったため、「今回はありますか?」と

の問い合わせがあった。登録者には必ず、配布していくように配慮する。

●前日の段取り不十分があり、忘れ物があった。
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3 ) 潟上天王つくし苑
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3 ) 潟上天王つ<し苑

・ _
::i:j、_ _,._

1i4

」、表敵なリ ー スが
できました。



( 4 ) N P〇法人「逢い」

令和2年12月22日

令和2年度障書者の生涯学習支援モデル事業

由利本荘市「虹いろ学級」 (中間報告)

特定非営利活動法人逢い

1 事業実施状況

9/25 (金)  第1回 由利本荘市連絡協議会

10/24 (土) 「食べよう二食育講座̃簡単ビビンバ丼̃ 」

11/8 (日) 「 動 こ う二ボッチャとアフ リカンダンス講座

2 事業の実施に関する内容 (特定非営利活動に係る事業)

( 1 ) 連絡協議会

目的及び内容 効果的な学習体制や関係機関、 団体等との連携の在り方を検討

する。

実施日時 令和2年9月2 5日 (金) 15:30̃17:00

N P 〇 法 人 逢 い ア ト リ ェ実施場所

出席者 ①障がい者基幹相談支援センター

②障害者就業・生借支援センター

③ゆり支援字校

④由利本荘市健康福祉部 福祉支援課

⑤由利本荘市教育委員会生涯学習課

⑥由利木荘市育成会

⑦ゆり支援学校後援会

⑧福祉サーピス事業所

⑨秋田県教育庁生提学習課

⑩N P 0 法人 逢い 計 13名

( 2 )  食べよう二 食育講座

目的及び内容 多様化している食環境の中で、自分で選択する力を養い、 豊か

な食生活で、健康な心と体で日々を送れるよう料理を学ぶ。

※参加費(500円)

実施日時 令和2年10月24日 (土) 9:00̃13:00

実施場所 由利本荘市 「カダーレ」 調理室/創作テラス

支援者の人数 5人 ( ボ ランティア l人含む )
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( 4 ) N P〇法人「逢い」

対象者延べ人数 13人

メ ニ ュ ー 『簡単ビビンバと塩こんぶスープ、 電子レンジでっく

るフルーツきんとん』

・ ポイン トはごはんに焦げ目をっけること 。フルーツと芋

を了寧にっぶすこと。

・参加の皆さんは、 久々の活動に調理意欲満々で、 ダルー

プごと和やかに取り組んでいた。

・配膳や後片付けも参加者が協力して行い、手際の良い様

子を随所に見ることができた。

具体的な内容

( 3 ) 動こう二 スポーツ等活動

目的及び内容 スポーツやダンスをとおし 、日々のストレスや運動不足を解消

し、生活意欲に繁げる。 ※参加費(無料)

実施日時 令和2年1 1月8日 (目) 9 3 0 ̃ 1 5 0 0

9 3 0 ̃ 1 1 3 0 ボッチャ教室

(11 ' 3õ 1 3 0 0 同館内にて昼食・休憩)
1 3 0 0 ̃ 1 5 0 0 アプリカンダンス

実施場所 由利本在市 「ナイスアリーナ」 サブアリーナ全面

支援者の人数 5人 ( ボ ランティア l人含む )

13人対象者延べ人数

具体的な内容 ■ボッチャ教室

・ 指導 ・ ・ ・秋田県ポッチャ協会  高橋さん、佐藤さん

・指導者の指示で参加者は、 体育館フロアに競技ラインを貼つ

て準備を整えた。その後集合して挨拶を行い,3人3チーム、

4人1チームに分かれる話し合いをし、競技ルールを教えて

いただいた後に総当り方式により試合が進められた。

・競技のボールは投げても職つてもよく、参加者は自分が行い

やすい方法を選び競技をしていった。

■アフリカンダンス

・ 指導 ・ ・ ・岡本雄さん、輝美さん、奏者 1名

・参加者はサブァリーナフロア中央部に3列に並び、指導者で

ある岡本夫妻と太鼓の奏者がその前方に立つた。

・挨拶の後、最初にァフリカンダンスの基本的な動きのパター

ンを教えていただき、徐々にそれらを連続させて展開させて

いった。

,後半には男性特有の踊り、女性特有の踊りの紹介が講師から
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( 4 ) N P 〇法人「逢い」

( 2 )  動こ う二 スポーツ等活動・  ・ ・ボッチャ教室

( 3 ) 動 こ う 二 スポーツ等活動・  ・ ・アフリ力ンダンス

YouTube
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( 5 ) トータルサポー トスクールリー ド学合

令和2年度 障害者の生涯学習支援モデル事業 第2回地域連携コンソーシアム

学び場TAB I J I アダプタプラン

令和2年度 活 動 報 告

日時 ・ 令 和 2 年 1 2 月 2 2 日 (火)

午後 1 時 ̃ 3 時 3 0 分

場 所 ・ 秋田県生涯学習センター

I ● I I I I I I ● I ● ● ● ● ● ● ' ' I' l ●

トータルサポー トスクール リ ー ド学舍
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( 5 ) トー タルサポー トスクールリ ー ド学告

YuzAwAアタプタプラン 学び場TABIJI 令和2年度実施報告
〇基本活動日毎月第1・第3土罐日 e活動時間13;30̃16 l00 〇参加無料〇速隔レッスン随時対応

令和2年12月21日現モi

日付

7月13日

7月18日

曜日

月

土

会場

1場沢市役所

TABIJ1

いつでもできるメニュー 特別メニュー ( 解 更 新 中 〇 R・ードでHPをご覧<ださい。) 参加者

繼続 新規
うち
違購
書解 ボラ

1 第1回二法沢違絡会 _
2 創作・情報・書道・検定

など
iPadで気持ちを伝えよぅl①
ピクトグラムレッスン

3 2 1 5 12

3 8月1日 土 TABIJ I
湯沢翻北高校地域デザィンチームln T A B I J I ①
〔i)プログラミング体験 ②お楽しみメニュー

2 2 1 ll 12

4 9月5日 i TABIJ I 創作・情報・書道・検定
など

やさしい「華道・茶道」体験① 5 1 0 e 4

5 9月t9日 土 TABIJ I
場沢翻北高校地域デザインチーム l n TABIJ I ②

1i)プログラミング体験 ②お楽しみメニュー 1 3 1
・1l 13

6 10月3日 土 TABIJ I 創作・情報・書道・検定
など

秋田県生活センタ一消費生活出前識座in TABIJ I
「よくある消費トラプル事例&解決策」

6 a 0 a 2

7 10月17日

10月18日

土

日

TABIJ I

場沢市役所

湯沢雄勝陣書者就業・生活支援センター (なかぽっ) in TABIJ I
創作・情報・書道・3Dレーザ一体験

3 10 0 1a z

08 第2回「地元を描こうl!スケッチワークショップat湯沢」への協力

対象l小中高生 新型コロナa ためg 業規最 i縮,11 l1l

9 11月5日 木
湯沢

グランドホテル
湯沢市民生児重委員福祉部会研修会での請演(活動報告)

T A BI J1支援

0

l 1阿
0 0

l対応
a 0

部・提l

10 11月7日 土 TABIJ I
湯沢翻北高校地域デザインチームln TAB I J I③
やまばと園さんとの違隔通動レッスン

2 20 18 理 10

11 11月14日 土
湯沢

グランドホテル
湯沢市福祉セミナ一 販 売 実 習 0 6 0 e 0

12 11月18日 水 湯沢市役所
第2回「地元を描こうllスケッチワークショップat湯沢」表彰式への協力

対象:小申高生 T A R I J1支援

0 0 0

l対応
0 0

l l l阿 l組 -提l
13

14

11月19日

11月21日

木

土

やまばと園

TABIJ I

TABI J1絵画レッスンinやまばと園 0

4

60

2

0

0

lBa 0

1創作・情報・書道・検定
など

場沢警察響in TABIJ I
「防犯講座 J

g

15 12月5日 土 TABIJ I 創作・情報・書道・検定
など

やさしい「基道・茶道」体験② 4 0 1 l l 1

16 12月7日 月 温沢市役所
場沢市ふれぁいフェスタ 活動報告&販売活動

(チラシのデザイン画協力) TABIJ1支援

0

l l 阿

0 0

i対応
0 0

l和・梶l

17 12月13日 日
湯沢市文化
交流センター

青年学級 i n TABIJ1
①スボーツを楽しもう ②湯沢の歴史文化を楽しもう

10 18 2 期 10

13 12月19日 土 TABIJ I 創作・情報・書道・検定
など

i Padで気持ちを伝えようl②
コミュニケーションアプリレッスン

7 0 0 f t

19 1月16日

2月6日

2月下旬

土

土

TABIJ I

TABIJ I

期尺市役所

創作・情報・書道・検定
など

オンラインゲーム体験

20

21

湯沢雄勝障書者就業・生活支援センター (なかぼっ) in TABIJ1(予定)
創作・情報・書道・3Dレーザ一体験

第2回場沢連絡会 _
計 4事l 119ll 期 i 1 l 融
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( 5 ) トー タルサポー トスク ー ルリ ー ド学含

幼稚園児から大人の方までご參加くださいました。

令和2年 l 2 月 l 3 日 (日)

午前 9 : 3 0
から正午

= ; ' i= 「上;' t1 ̃ 1 ;
j三 / -, i i「、:i:

- r , 湯沢市文化交流

1 センターにて開催

, , , 、、 、 , , , , " (湯沢文化会館となり)

【お間い合わせ】 学び場TABI J I阿部・梶原(湯択市大工町5-2 0 1 8 3-5 5-8 5 5 0 )

12



( 5 ) トー タルサボー トスク ー ルリ ー ド学舎

オiイン交流会̃l共に学び. 生きる共生社会を目指して,- l独国限社会組社事業国

オンライン交流会̃共に学び、 生きる共生社会を日指して̃

1'人トップぺ ジ プライパシ 1 l リ シ サイトvツブ ァクセス lj ンク
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( 1 ) 県生涯学習センタ

第1回 「ブルーS3(プルースリー)」杯 ボッチャ交流大会

1 趣 旨

2 日 n寺

3 場 所

4 主 催

5 協 贊

障書の有無に関わらず誰もが取り組むこ とができる 「ポッチャ」

を通じて参加者相互の交流を図り、 共生社会の実現を目指しま

す.

1 2 月 6 日 (日) 9 : 0 0̃ 1 2 : 0 0

秋田県生涯学習センター 中 2 階 障害者スポーツスべ一ス

秋田県生涯学習センター

プルー S 3 (ブルース リー )

※ ブ ル ー S 3 ( ブ ル ー ス り一 )

共生社会の実現に向け、 「障書者の生l屋学習」の究実のためさまさ'まな取組をしている.f次田県生

権学習 、t :ンターの学習福動の趣旨に寶同したl0の県内企業で設立した団体。”Subse r i bers fior

Sus的 inable Sooiety”の頭文字1jつの_S 11 と秋国県生種学習センターのプ f イ ド力ラーの「a i
f t合わせている.

6 参 加

7 試 合

8 その他

l

秋田県生涯学習センタ一障書者スポーツスへース利用者

( 1 チーム 3̃ 6 名 、 6組程度を予定)

予選リーグ、
ルール

決勝トーナ メ ン ト

・ l 試 合 4 エ ン ド で行 う

・障害者も健常者も. 座位も立位も開係ない

決勝 トーナメ ン ト出場チームには協賛団体より賞品が出ます。

参加無料です。

( 担当 )

秋田県生涯学習センター 学習事業班 (柏木)

〒0I0-0955 秋田市山王中島町1 - 1
電話01 8-865-1 1 7 1 / FAX 018-824-1799
E-mai1 sgcen002@maiI2.prefakitajp
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( 1 ) 県生渡学習センタ

第 1 回 「プルー S 3 (プルース リ ー ) 」 杯

ボッチャ交流大会

<協賛企業>

団体名 : プ ル ー S 3 ( プ ル ー ス リ ー )

井楽8專門〇 梅星楽器店 e 言 ,t,h ・jd
i S親e完ヨ言 サーノワメタルス株式会社
a 株式会社仲村保険サービス

Sante et Beaut6
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1 開会

2 県生涯学習課長

あいさっ

令和2年度1章害者の生涯学習支援モデル事業

第2回地域連携コンソーシアム 議事録

日 時 ; 令 和 2 年 1 2 月 2 2 日 ( 火 )

1 3 : 0 0 ̃ 1 5 : 3 0

場 所:秋田県生涯学習センター

日頃から、障害福祉施策や特別支援教育及び社会教育の充実と

発展にっいて、 それぞれの立場で尽力いただき感謝申し上げる。

第2回目の地域連携コンソーシアムの開催に際し、 一言挨拶申し

上げる。

9月に実施した第 1回コンソーシアムでは、 委員の皆様からた

くさんの意見をいただくことができた。議事録を県のホームぺ一

ジに掲裁しているが、読み返してみると、関係機関の連携・役割

が明確になることで、 各地域の障害者の学びが持続可能なものへ

と発展していくことを改めて実感している。

そのため今回のコンソーシアムでは、 グ ル ープ協議の時間を長

く設定している。 協議テー マ は 「障害者が地域の学びの場に主体

的に参加できる持続可能な地域にするために、 関係機関ができる

ことは? 」である。前回同様に、各委員の皆様から、各地域での

障害者の生涯学習推進に向けて、 たくさんのご意見をいただきた

いと考えているのでよろしくお願いする。

さらに今回のコンソーシアムでは、 文部科学省総合教育政策局

障害者学習支援推進室の井口啓太郎係長から、 「学校卒業後にお

ける障害者の学びの支援に関する実践研究事業」 にっいて、 オン

ラインで行政説明をしていただくことになっている。 国の動向を

はじめ、  先進的な取組をしている教育委員会や各団体の情報等を

御教示いただけるものと思つている。

うれしいお知らせとして、  この度、今年度の「障害者の生涯学

習支援活動」に係る文部科学大臣表彰が12月8日(火)に行われ、

本県からは「N P 〇法人アー ト リ ンク うちのあかり 」が受賞した。

「アー ト リ ン ク うちのあか り 」は 、本コンソーシアムの委員であ

る. 秋田公立美術大学の安藤郁子准教授が代表理事を務めている
N P〇法人である。 これまでの障害者アー トに関する文化芸術活

動の取組にっいて改めで敬意を表したいと思う。

また、県障害福祉課が実施している がんばる障害者発信・発

見事業」では、今月から、県内で芸術やスポーツ等で活躍する障

害者を、テレビや新聞で数回にわたり紹介している。パラリンピ
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3 行政説明

ックの周知活動を含め、県民が障害者の活躍を知る機会にっなが

っている。

終わりになるが. 3年目となる本事業の実施に当たり、今後も
障害者の生涯学習の推進に向けて、 関係機関の一層の協力と連携

をお願い申し上げ、開会の換指多とする。

「学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研

究事業」にっいて

文部科学省総合教育政策局

男女共同参画共生社会学習・安全課

障害者学習支援推進室 障害者学習支援第二係

係長 井口 啓太郎 氏

コロナウイルスの感染が拡大しているため、 オンラインで説明

する。 文部科学省のこれまでの取組、 実践研究事業の来年度の計

画等にっいて触れていきたい。

文部科学省で障害者の生涯学習に取り組むきっかけとなった経

緯を確認させていただきたい。 文部科学省では平成29年4月から

障害者学習支援推進室という部署を立ち上げた。 その背景には平

成26年の障害者権利条約の批准がある。権利条約の第24条には「生

涯学習の機会を確保する」 と謳われており、 日本政府としてもこ

れに取り組むために、 平成29年に文部科学大臣メッセージが出さ

れ、 「特別支援教育の生涯学習化に向けて」 と い う コ ン セプ ト の

も とにスタートしている。 もちろんこの間、障害者差別解消法の

中での障害者施策の進展があり、 この障害者差別解消法の中で合

理的配慮が国と白治体に義務化された。 この義務化は、今後さら

に広がる可能性があ り 、 障害のある方をきちんと包摂した社会を

つくっていこ う とい う こ とだ と認識している 。

学校卒業後の障害者の学びを考えたときに、 非常に大きな課題

があると考えている。示しているスライドにあるとおり、特別支

援学校から高等教育機関に進学する人はわずか4%に留まってい

る 。 I S歳になって特別支援学校を卒業すると、 ほとんどの障害者

の進路先が就職または障害福祉サービスとなる 。 特別支援学校の

入学希望者数や入学者数は毎年増えているという現状にあるが、

卒業後は進学するという選択肢がなかなかないというのが現状で

ある。 障害者本人の意識に目を向けても、 平成30年度の調査によ

れば、 「一結に学習する友人、仲間がいない」 と い う 人が 7 割 を

超えていたり 、  「学ぼうとする障害者に社会の理解がない」 と認

識している人が66 %を超えていたりする。他方で、  「知りたいこ

とを学ぶための場や学習プログラムが身近にない」 という回答が
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6 7 %で 3分の2を超えているという現状があり、  この深刻な状況

を解消していく必要があるというのが我々の課題意識である。

ただ、次のスライドにあるとおり、社会教育施設として最も身

近な公民館でも、  「障害者の学習活動の支援に関わった経験があ

る」 と答えた公民館は14 5 %しかない。つまり、障害者が気軽に

公民館をはじめとする社会教育施設を利用するということができ

ていないという現状がある。 もちろん社会教育だけの課題ではな

いが、社会教育、特別支援教育、障害福祉の関係者が手を携えて

この問題を解消していく必要があるのではないかと考えている。

国としても 、  計画を明確にして、 計画の実現に向けた取組を一

歩一歩進めていきたいと思つている。 都道府県や市町村が策定す

る障害者基本計画、 教育振興基本計画への、 学校卒業後における

障害者の生涯学習の記載を強く要望している。 両計画の改定の際

には、 是非この観点を盛り込んでいただきたい。

こうした国の施策の方向性を定めていくために、平成30年2月

に学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会議を

開催した。会議は約1年、計16回の会議を重ね最終報告を出して

いる。 この有識者会議の最終報告のポイントをかいっまんで紹介

する。  この報告では、 目指すべき方向性と、社会の在り方にっい

て掲げている。 一つは 「誰もが、 障害の有無にかかわらず共に学

び、生きる共生社会の実現」、 もう一つは「障害者の主体的な学

びの重視、個性や得意分野を生かした社会参加の実現」である。

「学び」というと学校教育のイメージをもっている方が多い中で、

生涯学習においては楽しみや生きがい、やりがいにっながるよう

な学びを続けながら、  自らが得意なことや要fきなことを活かして

社会参加していく とい う こ とが重要となってくる 。 これらの実現

に向けて取り組むべき施策として、国、地方公共団体、特別支援

学校、大学、民間団体等が役割分担をして、多様な学びの場をっ

くっていくことが求められている。これまで、学校在学中は教育、

学校卒業後は障害福祉というように、無意識のうちに分別されて

きたため、 障害者の生涯学習の分野が取り上げられることは少な

かった。そういう意味では、先ほど申し上げた社会教育・生涯学

習という分野のみならず、  特別支援教育や障害福祉も、 官民問わ

ず分野や立場を超えた連携がますます重要となる。

そうした背景のもと、  今回のコンyーシアム事業で皆様に取り

組んでもらっている。各分野での取組と推進と連携が課題となる。

障害者の生涯学習を支える分野や実践は、 非常に多様な領域に

渡つているということを次のスライドで示す。伝統的には、公民

館や社会教青行政等で障害者青年学級が取り組まれているが、 そ

れは -部地域に留まっている。 一般の方に向けての障害理解講座
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等は充実してきた経緯があるが、 障害のある方が気軽に参加でき

るための合理的配慮等にっいては、 まだ課題が多い。 その他にも

公民館だけではなく、その他の社会教育施設、博物館、図書館、

スポーツセンタ一等における課題も指摘されている。 また、 特別
支援学校の教員が多忙になってきている中、 青年学級がない地域

では、 特別支援学校等でも同窓会のような形で様々な取組がなさ

れている。

特別支援学校卒業後、 進学がなかなか難しいという現状がある

中で、大学も一般学生としての入学だけではなく、公開講座等で

学習プログラム等を活用した様々な学びの機会を障害者にっくっ

ていく必要も指摘されている。 オープンカレッジや公開講座とい

う形で取組がなされているし、秋田大学でもそのように進めてく

ださっていると うかがっており 、そ ういった学校組織づく りを進

めていく必要がある。社会福祉、就労支援の役割も、学校卒業後

の障害者の生活を支えているのは、 やはり福祉の関係者である。

そうした福祉の関係者には、常に学びという観点を考慮して活動

されている事業者や 地域ですでに取り組んでいる団体が多数あ

るとうかがっている。そうした学び・成長という部分の理解を広

げていく必要がある。

このよ うな活動をきちんと検証 ・周知していくことが大事だと

いうことで、文部科学省では平成29年から「障害者の生涯学習支

援活動に係る文部科学大臣表彰」 を実施している。 今年度、 秋田

県から 「 うちのあかり 」が受賞されたが、  こうした取組をますま

す広げていく必要があると考えている。 今年度は、 全265の団体

と個人の受賞があった。 まだ推薦がない都道府県もあるので、 ぜ

ひこの取組を広げていく必要があると考えている。 秋田県でも引

き続き地域で尽力している人材を相り起こし、推薦をお願いした

い。今年度、文部科学大臣表彰を受けた団体・個人の事例集を発

行する。文部科学省のホームぺージでも関覧することが可能なの

で、 どんな活動があるかという観点でご覧いただければありがた

いo

新しい動向として、そして皆様に取り組んでいただきたい観点

と し て 、 ま た 、  これまでの取組の中でも障害福祉が進んでいない

分野として、 視覚障害者等の読書環境の整備がある。 この課題に

ついては、 読書バリアフリ一法という法律ができており、  基本計

画を国で定めている。国が読書バリアフ 1J 一の法律を定めたこと
にイ半い、各都道府県でも計画づくりを進めてほしい。視覚障害の

ある方、または上肢に障害のある方、ディスレクシア等の発達障

害のある方には、 なかなか読書が難しい環境がある。 このバリァ

を少しでもフリーにしていく必要があり 、  様々なァクセシティブ
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な取組や書籍づく りなどに国でも取り組んでいきたい。 各都道府

県や地域等でもこうした取組を進めてくれればぁりがたい。

もう一つ、障害者の生涯学習の環境整備ということで、障害者

本人自身が、 生程学習という選択肢があることを理解していない

場合もあるという指摘がある。そのために、特別支援f校等の学

校教育段階から生涯学習への意欲をもたせることが重要だという

ことが学習指導要領に明記されている。 その中で、 是非活用して

ほしいのが「障害者の生涯学習啓発リーフレット 」である。今年

の令和2年6月に公開したもので、 11月に印刷して各特別支援学

校に配付した。 是非皆様も手に取つていたたき授業等で活用して

ほしい。 特別支援学校においての具体的な活用例等を示している

ので、 「特別活動」や「職業」等の中で試してほしい。次のスラ

イ ドには、 特別支援学校高等部の学習指導要領における生涯学習

に関する記載事項を載せているので、 後でこ覧いただきたい。

次に、今回の本題となると思うが、文部科学省では、こうした

取組を推進するために平成30年度からいわゆるモデル事業づく り

として実践研究事業を実施している。 毎年約10億円程度の予算を

付けながら実践モデルを構築していくということで、令和2年度

は全国20か所で実践研究事業の委託をしている。 この実践研究事

業の成果を共有し普及していくため、 共生社会コンプアレンスを

開催している。北は北、海道から、南は九州宮崎県まで、全国20か

所の各団体で様々な取組をしていたたいている。 また、今年度か

らは、 「地域における持続可能な学びの支援に関する実践研究」

として、  地域連携コンソーシアムを、都道府県が旗を振つてっく

っていくことをお願いしている。その一つとして秋田県にも取り

組んでいたたき、  今日の会議が開催されている。 コンソーシアム

の場で、 地域や各分野を超えて成果を出すことを期待している。

このコンソーシム事業でやっていただきたい内容として、  文部科

学省が具体的に示しているのが次のスライトである。 国の概要と

しては教育部局、 福祉部局の垣根を越えて軸になっていただきな

がら、大学等の高等教育機関、社会福祉法人、地元の企業、NP

〇団体等が連携したコンソーシアム を っ く っ てい く と い う こ と

で、皆樣が集まりこのような会議を重ねるということになる。 コ

ンソーシアム会議というのは合議体なので、 具体的な学びの貨源

や場づくりは地域で進めていく必要がある。秋国県の場合は、 5

つの再委託先で学習プログラムづくりを具体的に実践してもら

い、また、秋田大学でも fびの場として、モデル事業を実施して

いただいている。各関係機関がネットワークを構築しながら、諸

課題を解決できるような議論を進めていただきたい。

また、  「共に学び、生きる共生社会コンファレンス事業」を令
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和元年度から進めている。 令和元年度は、 秋田県でも12月末にコ

ンファレンス  (東北ブロツク )を開催したが、今年度はコロナ禍

ということもあり多人数を集めての会議・研究協議会を開催する

ことはできなかった。主にオンラインを活用しながら、 一部ブロ

ックではサテライト方式で各会場をっないでコンファレンスを開

催している。 コンファレンスは全国7か所で実施されるが、  11月

と12月に1か所ずっ実施され、本格的には1月からスター トする。

オンラインで参加することが可能なブロツクがほとんどなので、

プロツク毎に開催することの意味がなくなっている。例えば、秋

田県から官崎県のブロツクに参加することも可能になるなど、大

きな変化だと感じている。 このような状況になっているので、是

非オンラインで参加してほしい。

次に、令和3年度の予算要求で閣議決定されたものがある。 「学

校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研究事業」は、

ほぼ昨年度と同額の予算が付き、 1億 1千 6百万円の事業となっ

た。 具体的には 「地域における持続可能な学びの支援に関する実

践研究」が主な内容となる。 l 1 )地域コンソーシアムによる障害

者の生涯学習支援体制の構築には4千3百万円の予算が付いてい

る。 これは、  今年度秋田県に取り組んでいただいているコンソー

シム事業の継続予算となる。 今年度は予算的には3か所で実施す

る 一手算であったが、 全4か所で実施した。 来年度は5か所で実施

する計画で構想を進めている。 各団体で約50万円程度の予算をイ

メ ー 、ジしていただきたい。( 2 )は新規事業で、 この 3年間の成果

を踏まえて、具体的に全国に広げていくため、特に地方公共団体

や市町村の取組を推進していく 「市区町村による障害者を包摂す

る学習プログラムの開発」 を全25か所に委託して推進したい。 秋

田県としては、 県をあげて市町村に再委託するという件組みで推

進していただいているが、より多くの予算額を市町村として確保

したいという要望があったら、  メニューの活用という点を検討し

ていただきたい。 1か所にっき、約150万円程度の予算をお預け

して、具体的なプログラムや体制をっくっていただく事業内容に

なっている。その他、調査研究も国では継続して進める。 コ ン フ

ァレンスの事業や、 超福祉の学校という名称で進めていたフオー

ラム事業も継続する。

文部科学省では. 「障害者の生涯学習」 の推進に係る人材育成
に関する在り方検討会というものを立ち上げて議論をしていると

ころである。 障害者の生涯学習を進めていく上での大きな課題と

して指摘されているのは人材の問題である。 障害者の生涯学習が

重要だということは多くの方々が共有できるところだが、それを

講が進めていくのかということが課題となっている。そうした検
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討を国では進めていこ う と考えている。

最後に少しだけ事例を紹介するが、 市区町村の取組としては、

歴史的に町田市の取組が有名で、成果を紹介させてもらっている。

また、このコロナ禍というこ とで、学びの場がなくなり活動でき

ないという声が出ている中、 東京都練馬にあるN P 〇法人では、

オンラインによる取組をいち早く取り入れて取り組んでいる。 こ

うしたオンラインによる学びがようやく定着しっつあるが、障害

のある方々には、またまだ馴じみがないということで、このよう

な取組を進めていくことが必要と考えている。

社会の仕組みを変えていくには時間がかかる。 しかし、一人一

人が世界を一つ一つ変えていくという積み重ねが重要である。 国

でも新しいことを求めがちだが、それよりもまずは既存の取組を

本質的な部分で大切にしていきながら、 これまで障害のある方に

開いてこられなかったのはなぜなのかと問い返し、 0 か ら 1 を 目

指すのではなく、 9から10を目指すのが大事なのではないかと指

摘していただいているところである。皆様の日々の取組を、常に

アップデー トしていくという観点で障害者の生涯学習を進めてほ

しい。 「 いっでも ・ ど こでも ・誰でも 」  というのが生涯学習社会

の目指す理想だが、 それができていないとすれば、 それはなぜか

と考えるべきであるし、  色々な方々が手を取り合つて連携してい

くことが重要である。 そして、 それをっなぐのがコンソーシアム

会議で活躍している皆様であると考える。  御清聴に感謝する。

< 質疑応答 >

障害者の方が相談をする際に、 担当者とのマツチングや情報提

供がうまくいっていないと言われることがある。担当者の人材育

成にっいて、 好事例等があれば教えていただきたい。

障害のある方から福祉に関する相談はこれまでもたく さんあっ

たかと思うが、  御指摘のとおり、余暇や生涯学習の部分にっいて

は、福祉の相談を受ける方々に情報が必ずしも伝わっているとは

限らないという課題を感じている。 それをどうやって解消してい

くのかというと、事例としてはまだまだ蓄積ができていないと言

える。考えていることは、 こ ういったコンソーシアムのよ うな連

携の中で福祉の関係者や生涯学習の関係者が、 まずはきちんと情

報を共有していくこと。それから、その情報をなるべく 一元的に

公開してくというプロセスが重要であると考えている。相談者の

ニーズを引き出しながら地域資源にっないでいくときに、 相談支

援事業の関係者が非常に重要な役割を担うと考えているので、 そ

うした課題解決へ向けた取組がますます重要となっていくと思
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1 事業報告

・事務局

「秋田大学における障害者の生涯学習モデル講座の取組」に

ついて

実施要項にあるとおり、 令和2年12月 5日に第1回目の講座:
行つた。第2回目は令和3年1月2 4日に開催する予定である。 F

容は、秋田大学の長瀬連也教授、佐々木信子特別教授に、それ:

れ美術、 家政学の講座を実施していただく。 この講座実施にi

たっては、 秋田大学と附属特別支援学校の皆さんに御協力をt

ただきながら進めている。

講座の様子をスライ ドで簡単に説明する。

秋田大学の60周年記念ホールで実施した第1回目の講座では、

バラパラ漫画を製作したが、 座席間のディスタンスをかなり保 -
て活動した。 初めて60周年記念ホールに入る障害者もいた。

また、  障害者と支援する大学生が、 一緒に学んでいる様子がに

象的であった。 参加した障害者は、 非常に熱心に製作に取り組/

でいた。

令和3年1月24日には、佐々木信子先生から家政学で「おい1

く食べよ う 」  という講座をしていただくことになっている。

o グループ協議 < 協 議 テーマ >

「障害者が地域の学びの場に主体的に参加できる持続可能な

地域にするために、関係機関ができることは? 」

:) K P T法で、  委員が 5つのグループに分かれて各委託先の取系
にっいて協議

・ K ( K e  e p ) ̃成果が出ているので継続すること

・ P ( P 1 o b l e m ) ̃ 問 題が あ り 改善が必要な こ と

・ T ( T r  y ) ̃ 新 し く 取 り 組 む べ き こ と

Aグループ (北秋田市障害者生活支援センターささえの取組)

ここ数年の取組、 さらにそれ以前からの長く取り組まれてきf

取組の成果で、非常にK f キ ープ )が充実していて、たくさんo

よい成果が出ている。その反面、職員の多忙化、事業が多くな,
ことによる負担感等、それをどのように解消していくのかが課是

である。今はモデル事業だが、この後、 どのようにして事業を系

続していけばよいかといったことを中心に話し合われた。 人材o

育成や活用といったことが課題だとされたが、 全てを日分たち 7'
けで抱え込むのではなく、 専門家の方々にお願いすることはど/

・ 各 グループのまとめ

ん



どんお願いしたらよいのではないか。 福祉施設の職員であった方

にお願いをして協力をいただいたらよいのではないか、 たたし、

若い世代にも協力してもらわないと持続可能なものになっていか

ないので、 高校生が人材育成からボランティアの育成等にも関わ

っていけばよいのではないか、 という意見が出された。 やはり

「人」 とい うのが鍵であり 、人と人とのっながり 、そ うい う人た

ちが集える居心地のよい場づくりが重要ではないかということで

あった

Bグループ (能代市中央公民館の取組)

委託先が公民館ということで、健常者と障害者が一緒になって

事業をしているのが何より素晴らしい点である。また、特別支援

学校と協働で取り組んでいて、 社会に出てから役に立つ活動を行

っている。 課題も色々あったが、 A グループと同樣に人材育成、

または事業実施に当たっての参加者への周知等が間題と して出て

きた。 T ( ト ラ イ ) にっいては、やはり連携が大切であるとい う

ことに行き着いた。 地域には色々な人材力、いるが、 その人材をう
まく発掘できていない、 連携できていないというのが大きな問題

ではないかということになった。 そう考えたときに、 地域ごとの

会議をやる際には、教育委員会だけでなく、福祉部局等の多様な

人たちによる会議か必要ではないか。 福祉部局の人たちは 障害

者のニーズをしっかりと把握しているので、 色々な調査結果を基

にして広く事業を進めていけるのではないか。 一番重要なのは、

目標共有であり、地域ことに、何のために、誰のためにやってい

るのかということを考えながら頑張つていけば、持続可能な地域

になっていくのではないかということになった。

cグループ (潟上天王つくし苑の取組)
現状としてできていることとしては、高校生のポランティアが

増えてきているということが挙げられる。高校生は、ボランティ

アとして活動しなから障害者の方と一緒に楽しんで活動してい

る。活動すること自体が楽しいというの力、、 高校生ポランティア
が増えていることにっながっているのではないか。

参加する際の現地までの交通手段か、昨年度までの課題だった。

今年度. 駅と会場との送迎を始めたところ、 新たな参加者が増え
たということが成果として挙げられる。 P ( プロフレム ) と して

は、 高校生ボランティアに比ぺると地域住民のボランティアが少

ないということである。施設としても声掛けをしているが、なか

なか増えてこないというところが来年度の改善すべき課題とな

る。 学校との連携も、 この後更に進めていければということがP
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(プロプレム ) として出たところである 。 T ( ト ラ イ ) に っいて

は、近隣に色々な学校や青年学級、企業、関係機関等がたくさん

あるので、 そういったところとどんどんコラポして連携を深めて

いきたい。そ うすることで、この取組ももっと発展していくので

はないか。 ボランティアにっいては、 障害者と一緒に参加して楽

しむという意識改革を図らればよいのではないか。 障害の有無に

関係なく交流できる場を創出することで、 お互いに目標共有でき

る場になるのではないか。 学校から出た新しい視点として、 支援

学校の先生たちは色々なノウハウ・技をもっているので、そうい

う方を招いて講座を考えていくとよいという意見が出た。

Dグループ ( N P〇法人逢いの取組)

N P〇法人逢いでは、虹色学級という事業を進めており、 非常

に充実した活動を続けている。 情報提供の方法として写真や動画

をYouTu b eで配信するという画期的な取組を進めているとのこ

とである。ただ、活動が充実していけばいくほど、一事業所が抱

えるポリュームがどんどん増えていくということが課題として挙

げられていた。 そこで、 この後、 主体的に参加できる地域にする

ためにできること として、大きく次のよ うなことが挙げられた。

「障害者が互いに顔が見えるっながりを創出していくこと」「主

体的に参加できるということは、障害者の方々が主役になって活

躍できる場をっくる必要があるということ 」例えば、講座等のプ

ログラムの企画も障害者が企画に加わることも必要であろう。ま

た、 健常者と交流するためには、 公民館が一つの重要な施設にな

る。 「特別支援学校在学中から入り口をっくり、関係をっくって

いく こ とが必要だとい う こ と 」 ただ 、 この取組を進めていくため

には、先立つものも必要だということで、 「市の教育委員会等で

しっかりと予算化していくこと 」 ということで話合いが行われた。

Eグループ ( トータルサポートスクールリード学舍の取組)

T ( ト ラ イ )の内容だけ、かいっまんで紹介する。問題点とし

て挙げられたこととして、 卒業後にどんな地域にどんな施設があ

るのかということも含めて、在学中に障害者の生涯学習に関する

情報を伝え、つなぎをしっかりすることが必要である。また、行

政とうまくマツチングしない部分が課題として挙げられたが、自

立支援協議会等の組織とのつなぎをうまくすることによって様々

な部分が円滑にいくのではないかという意見があった。 「学び場

T A B I J l 」 は 、広く参加対象を受け入れているので、色々な

方に対応するためにはスタッフだけでは大変な苦労を伴う。 地域

人材を活用していくことが持続可能な取組にっながっていくので

134



講評

原副委員長

はないかと提案された。 何でも白分たちでやるのではく、 出前講

座も含めて既存の講座をうまく活用しながら持続可能な取組にっ

なげていくことができるのではないか。そういったことも、関係

機関を含めて主体的に参加できる持続可能な取組にっながるので

はないか。課題として出たのは、保護者の安心感だけではなく、

当事者の安心感にっながるような取組をしていかなければならな

いのではないか。

そこに行くと何かしなければいけないのではなくて、 何をして

も、 または何をしなくてもよいという場所、 そこに行けば誰かが

居る とい う 、 持続可能な視点からの居場所づくりが肝要となって

くるのではないかという意見があった。 また、 これは生涯学習の

提え幅という大事な部分ではないかという意見があった。 障害者

同士のサポート体制ができっつあるので、 これをうまく生かしな

がら 、 こういった取組に繋げていければということで、話合いが

進んだ。

熱心なグループワークに感謝する。協議のテーマが非常に難し

かった。 「障害者が地域の学びの場に主体的に参加できる持続可

能な地域にするために関係機関ができることは」 と い う テーマで

あったが、 この中に重要なことが三つ入つていると思う。 1つ目

は前半の l障害者が地域の学びに主体的に参加できる」 とい う部

分。 2つ目が「持続可能な地域」。そして3つ目が「関係機関」。

そういった視点でそれぞれのグループで、 私も気が付かないこと

を K ( キープ ) 、 P ( プ ロ ブ レ ム ) 、 T ( ト ラ イ ) の 部 分で た く さ

ん見られた。

具体的なことにっいてはそれぞれ触れにくいところがあるが、

結論的なことで重要だなと思つたことは、 「共有すること 」 「共

通理解すること」が全体に通じるのではないかと思つた。では何

を共有するのか、 何を共通理解するのかということになるが、最

初に、協議のテーマのところで三つあるといったが、 1つ目の障

害者が学べる 「個人や家族」 といった、ある意味プライべートな

部分と、  2つ目の「地域」を取り上げてみると、個人や家族の不

安がP  ( プ ロブレム )の と ころにかなり出ている。 この不安が解

消されれば個人や家族が安心できる。不安が解消されるような仕

組みや、不安が解消されるような手立てがあれば、個人あるいは

家族の不安が解消される。 ただ、 これだけでは共有にはなってい

ないわけで、 もぅ一つ地域にとっての不安、地域にとっての安心

というもう一つの軸がある。個人の不安と個人の安心、地域の不

安と地域の安心、 これがバラバラなのである。 個人の不安が個人
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の安心に変わったときに、 それが地域の安心もなるように、 個人

の不安が地域の不安だと多くの人が認識できるようにしないと一

向に多くのことが動いていかない。個人のところで、または家族

のところでしか不安が解消できていない。そうではなく、個人の

不安を地域の不安としで共通理解しないといけない。 また、 個人

の不安が安心に変わったときに、 それが地域の安心にも変わって

いく仕組みをっ<るのが3つ目の関係機関なのではないかと思つ

た。個人の不安というのはたくさんあり、 これを安心に変えてい

かなければならない。 一方で地域の不安とか地域の安心とは何か

といえば、 地域の不安は提えにくいが、 地域の安心というのは、

それぞれのグループのK ( キ ープ) のところに挙げられている。

Aグループではカフェを実施するというのが地域の安心と提えら

れる。 B グ ル ープでは講座内容の展示、 C グ ル ープは高校生のボ

ラ ン テ ィ ア 、 D グ ループは写真集やYo u T u b eでの公開、Eグル

ープは商品開発の話があった。 これらが、地域に広がりっつある。

逆になかったら寂しいと思つてもらえるような地域になっていく

と、さらに地域の寂しさや不安にっながっていくわけで、個人の

不安を個人の安心に変えると同時に地域の不安を地域の安心に変

えるでも地城には和やかなところもあるので、  それがなくなった

ら地域も寂しくなる。 この4つをっなげていくのがおそらく今回

のテーマにっながっていくのではないか。 個人は個人で終わらせ

てはいけないし、 地域は地域で終わらせてはいけない。 不安は不

安で別々にと解消してはいけない。 地域の安心も個人の安心もっ

なげていくようにすると、個人が悩んでいることが地域の悩みで

はなくなるし、  個人の安心というのは地域の安心にもっながる。

そんなところがっながっていく と 、 もっ と 「 よい個人 」や 「 よい

生活」や 「 よい暮らし 」や 「 よい地域 」になっていくのではない

かと、  それぞれのグループの話合いを見させてもらいながら感じ

た。

私も活動に関わっている一人として、 今後もできれば活動に参

加あるいはサポートしていきたいと思う 。

一言感想を述べる。

今ここに集つているコンソーシアムのモデル事業の委託先団体

の皆様は、 講座等を永違に実施していただくという役割を担つて

いるというのではない。あくまでも、障害の有無だけではなくて、

多様な人たちの多様な=ーズに応じて学べるような社会をっくる
ため、 そのゴールを目指したフロン ト ラ ンナーとして走つている

のだ とい う こ と 。 そ して 、 そ う し た役割を このコン ソーシアム と

今の委託先の方々は代表して担つておられるのだということであ
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る。 自分たちだけでなんとかしなければいけないというように,醫

わないでやっていただければと強く感じた。

委員の皆様からは色々な意見をいただいた。その意見を参考に、

今後もこの事業を推進していこうと思う。 また、 皆樣におかれま

しては、 各所属で、 障害者の生涯学習推進に向けてこれからも 1均

尽力くださるようお願いする。

7 その他(諸連絡) ・議事録の作成にっいて

議事録を作成し、県のホームぺーシ 「美の国あきたネ ソ ト 」 に

掲載させていただく。

・新型コロナウイルス感染症の拡大防止にっいて

これから冬に向けてインフルェンザ及び新型コロナウイルス感

染症の拡大防止にっいて配慮していく必要がある。 委託先の皆構

には、手洗い、換気、消毒等、今まで以上に注意して講座運営を

していただくようよろしくお願いする。

3 閉会
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